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序幕Prologue　夜ぞ夢、夢こそはまこと



　　「わたしは服を着たままベッドに身を投げ、束の間の忘ぼう却きやくを求めました」





　空は黒かった。

　水に落としたインクのように、黒い雷らい雲うんが生き物のようにひろがり、膨らみ、遠くから、不ふ吉きつなごろごろという唸うなり声ごえを響かせてきていた。風には鋭い氷ひ雨さめの気け配はいがまじり、剃刀かみそりのような冷たさで肌を切りつけてきた。

　いずれ嵐あらしになるだろう。そう長い時間があるとは思えなかった。

　しかし彼はあきらめなかった。あきらめることなど、できるはずもなかった。足を引きずりながら、必死に一歩一歩身体からだを前へ押し進める。ほんの数歩進むのにさえ、全身の力を絞しぼり出さねばならなかった。一歩進むごとに、自分の中の弱い部分が『もうだめだ』とささやくのを感じた。

　もうだめだ、とそいつは言っていた。

　もうだめだ、すべてはおしまいだ！　彼女は死ぬ！　死んでいる！　おまえが積みかさねてきた力も、知識も、なんの役にも立たなかった！　さあ、今すぐここに、足を止め、腕に抱いた荷物を横たえ、その隣に身体を休めるのだ！　そうすればすぐに、永えい遠えんの眠りがやってくる！　とこしえの、だれにも邪魔されることのない、無と忘却が！

「お断りだ」

　彼は呟つぶやき、また一歩身を押し進めた。

　長い銀髪は乱れて背や肩にばらばらに垂れかかり、血でごわごわになっている。少しでも身体を動かそうとするたびに、筋肉という筋肉が悲鳴をあげる。消しよう耗もうしきった肉体に力の炎ほのおを燃え立たせる霊薬エリキサの最後の一滴は、とうの昔に使ってしまった。

　自分はもうすぐ死ぬ、と彼は考えた。

　そのことに対しては、なんの感かん慨がいも浮かばなかった。

　友人――彼自身は、これまでだれかをそう呼んだことは一度もなかったし、この場合も、その言葉にこめられているような友情や絆きずなといったものはいっさい感じていない――と、彼は、人間の生しよう涯がい数世代分に相当する長い時間を、神の領域たる生命と魂たましいの秘密を探求するという仕事にあててきた。

　そのさなかで、多くの生命が、魂が消滅していくのを目の当たりにした。それらはあまりにもあっけなく、一滴の水が灼やけた石の上で蒸じよう発はつするようにはかないものだった。

　気の向くまま、あまりにたくさんの実験をくり返した結果、結局、生命や魂たましいというものには、教会の修しゆう道どう士したちが言う価値などかけらもないのであり、死後の審しん判ぱんも、天国も、地獄も、そこにいる父なる神も天使も悪魔も、単なる聖職者たちが善良で無知な羊たちを脅おどすために考え出した鞭むちにすぎず、自分たちには関係のないものだ、そう思っていた。

　彼女に出会うまでは。

　また、ごろごろと雷鳴が頭上で鳴った。かなり近い。

　ぽつ、と針のような冷たい雨の最初の一滴が頬ほおを打った。

　周囲の木々が脅すように、いっせいに伸び上がってざわめいた。

　時間がない。

『友人』も、かなり傷ついているはずだ。

　おそらく肉体は殺しえたはずだが、相手が、ただそれだけで消滅するような、ひよわな存在ではないこともわかっている。それだからこそ何百年も、なわばり同士を接した虎とら同士のように用心深くではあったが、交まじわりを結び、知識と技を交換しあってきたのだ。

　動けるようになりしだい、『友人』もまた、彼を、そして、彼の腕の中のものを、追いかけてくるにちがいない。

　そして、もし追いつかれた場合、彼にはもう『友人』を退しりぞける力は残っていない。

「――〈ユダヤ人〉よ！」

　完全な闇にとざされた木こ立だちの中で、喉のどをそらして彼は叫んだ。

　すでにあたりは夜のように暗かった。どうんどうんと、大きな波が打ち寄せるような音が腹の底をゆする。一いつ瞬しゆんの閃せん光こうとともに雷鳴がとどろき、白い光が彼の顔を照らし出した。完全に血の気を失った、端整な顔立ち。緑の瞳ひとみが熱に浮かされたようにぎらぎらと輝き、血で貼りついた前髪の下で、鬼おに火びのような光を放っている。

　腕に抱きかかえた布の包みから、長い金髪の束たばがこぼれ落ちていた。雷らい光こうにそれは一瞬炎ほのおのように白く輝いた。

　彼はいまいましげにそれを見おろし、かき上げてやろうとするかのように手を近づけたが、その力すら自分にはもうないことを知ってあきらめた。

　ふたたび叫んだ。

「〈ユダヤ人〉よ――〈さまよえるユダヤ人〉よ！　聞こえているか！」

　返事はなかった。ただ、雷鳴と稲いな光びかりが激しさを増し、本格的な雨が降り始めたばかりだった。強い突風が吹きつけ、ぼろぼろになった彼の服と乱れた髪をめちゃくちゃに吹き乱した。固まった血が氷ひ雨さめにあたって溶け、じわじわとうす赤い流れになって地面に滴したたりはじめていた。

「あなたの赦ゆるしなしにこの空間に侵入したことは詫わびる――だが、ほかに逃げる場所がないのだ！　私のことはもうどうでもいい、彼女を、彼女だけでも、ここにかくまってくれ――頼む！　彼女さえ救われれば、私のことなど放りだして、置き去りのまま死なせてくれてかまわない！　頼む！　――頼む！」

　ひときわはげしく、どうっと音をたてて木々が揺れた。

　ふいに、彼は巨大な鉄門の前に立っていた。

　門の鉄の格こう子しの向こうには暗く影に沈んだ巨大な屋敷があり、その尖せん塔とうや、丸まる屋や根ねの上にはおびただしい数の石の怪物ガーゴイルが、侵入者を射すくめるように睨にらみつけながらうずくまっていた。一見は石の彫ちよう像ぞうだが、館の主人が一度号令すれば、たちまち石の翼つばさを広げて襲いかかってくるにちがいなかった。

　そして鉄門をふさぐように、巨大な黒い影が出現していた。おおまかには人間の形をしているようだったが、顔はなく、かすむ視界ではその輪りん郭かくすらぼんやりとしていた。

　だが、影からは、本当の力、彼自身の力さえはるかに凌りよう駕がする、強力なパワーと叡えい智ちのあふれる、存在の匂いがした。

『――私は、人の世に干かん渉しようすることを自ら禁じている、若者よ』

　深みのある男の声で、影はしゃべった。

『君が誰で、どのような事情で、またどうやって、この〈非在境〉ノーウエア・ランドに入りこんできたのかは知らないし、問うつもりもない。ただ、今すぐに立ち去るのが身のためだ、と忠告するまでだ。君が誰であれ、かなりな力を持つ魔術師であることは確かなようだな。だが、だからと言って、私の助けを得られるなどとは思わないことだ。私は人間というものにうんざりしているし、どのような者、どのような事情であっても、そのごたごたに手を貸すつもりはないのだから』

「ああ、あなたなら、そう言うと思っていたさ、〈ユダヤ人〉」

　唇くちびるの片端をゆがめて、彼は笑った。

　彼女と出会う前、彼はよくそうやって周囲のものをあざわらったものだった。違う笑い方を教えてくれたのは、彼女だった。美しいもの、愛いとしいもの、大切なもの、光り輝くこの世の、生命と非生命、それらすべてに微笑ほほえみかけ、両手を広げて受け入れること、それを教えてくれたのが彼女だった。

　自分以外のもののために何かをしたい、本当にそう願ったとき、手にした力はなんの役にも立たなかった。できたのはただ、彼女を檻おりから連れ出し、『友人』の追跡をひとまず封じ、そして――それから。

　できることは何もなかった。逃亡の途中で彼女は倒れ、自分自身も傷ついて、もはやこのままでは、二人して死ぬか、追いかけてきた『友人』、でなければ檻の番人たちに捕らえられ――もっと悪いことに、『友人』の手によって、彼女という希け有うなる光を、暗黒に穢けがれた手で握にぎりつぶされてしまうかもしれないのだ。その真の価値をけっして知らず、知ろうともしない者の手で。

「お願いだ、〈ユダヤ人〉――私のことはどうでもいい、本当に、かまわない。このままここで死ぬにまかせてくれ、だが、彼女を見てくれ。〈彼女〉を！」

　大きく叫んで、彼は腕に抱えた布包みの上半分を取り払った。

　たっぷりとした長い金髪が、滝のようにあふれた。

　眠っているような顔の、若い娘だった。美しい。抱いている者と同じく血の気を失い、蝋ろう人にん形ぎようのように生気がなかったが、まだ、かすかに息がある。わずかに見える胸むねのあたりで手が組みあわされ、長いロザリオが、枷かせのように両手にからみついていた。

　黒い影がわずかにゆれ動いた。動どう揺ようしている気け配はいが伝わってきた。

「わかるだろう。あなたなら。〈彼女〉がいったい誰なのか。その肉体に、どんな血が流れているのか、が」

　荒い息の下から、彼はようやく言った。力が尽きてきている。すでに、口を動かすのさえ辛つらくなってきた。

「頼む……わかるだろう……あなたなら、彼女を救える……救わずにはいられないはずだ……なぜなら彼女は――〈彼女〉は……」

　それ以上、しゃべることはできなかった。

　彼は娘を腕に抱いたまま、前のめりに崩れおちた。

　血が足もとに水たまりを作っていた。最後の瞬間まで、死にかけた娘を地面にあてまいと、腕を持ちあげることに力をつくした。暗くなっていく視界に、闇の中になお黒く、黒く、立ちつくす影が揺れていた。





「……ん」

「――お嬢じようさま？」

　窓のそばでランプを消そうとしていたレギーネが、振り返った。

「どうなさいました？　お寝やすみになっていたのではなかったのですか」

「ああ……そうなんだが、少しばかり夢を見た。何、昔の夢さ。気にすることはない。こっちへおいで、レギーネ」

「はい」

　灯ひを小さくしたランプを脇の小卓にそっと置き、レギーネは大きなベッドで、枕に背を寄せかける女主人に身を寄せた。

「ああ、いい気持ちだ」

　やわらかい銀髪に指を通し、小さな頭を愛あい撫ぶして、クリスティーナは長い息をついた。

「まったく、こんなに心の落ちつくこともないな。気持ちのいいベッド……やわらかい枕……いい感じに静かな部屋と……それから、かわいいレギーネ」

　メイドの髪をかき上げて、そっと額ひたいに唇くちびるをあてる。

「遠い昔……そうとも、何もかも、遠い昔のことだ」

　細い背中に手を回して、しっかりと抱きしめながら呟つぶやく。

「誰にもおまえは奪うばわせない……誰が来ようと……私からおまえを奪うものは許さない。私たちは変わらない、けっして変わらないよ、レギーネ。ねえ、そうだろう。そうだといっておくれ、レギーネ。ねえ、レギーネ。レギーネったら」

　だだっ子のような言葉に、レギーネは反応しなかった。

　ただ、主人の愛あい撫ぶに応こたえて手をのばし、豪ごう奢しやな金髪に腕を投げかけて、頬ほおをすり寄せるようにしただけだった。

「厳しいなあ。レギーネは」

　呟いたクリスティーナは、笑っていた。

　彼女の従僕が眼にすれば、驚きのあまり腰をぬかしそうな、寂さびしげな笑みだった。

「もうすぐ夜中の二時になります。お寝やすみになれないようでしたら、ブランデーか、ミルクを温めてお持ちいたしましょうか」

「いや、いいよ。それより、そばにいて、手を握にぎっていておくれ、レギーネ。なんだかとても人恋しい気分だ。でもこんなことは、坊ぼうやたちに言うんじゃないよ。あの田い舎なか者もののお坊ぼつちゃんときたら、人の繊せん細さいな気持ちの機き微びなんて、少しもわかっちゃいないんだから」



    

  
    
      



    

  
    
      　レギーネはおとなしく、言われたとおりにベッドのそばに跪ひざまずき、枕を叩いてふくらませると、子供を寝かしつけるようにそっとその上に女主人を寝かしつけた。

　羽毛の上掛けを肩まで引き上げ、端から出た手をそっと両手で握にぎりしめる。白い小さな両手は、聖堂の天使像のそれのように、祈いのりの形に組み合わされる。

「そこにいるかい、レギーネ。そこにいるの」

「はい、お嬢じようさま」

　低く、彼女は答えた。

「わたしはここにおります、お嬢さま。あなたさまが必要となされるかぎり、わたしはいつでも、あなたのそばにおります」

「ああ」

　長いため息をついて、クリスティーナは目を閉じた。

　やがて、静かな寝息が聞こえてきた。女主人がぐっすり眠ってしまうまでそのままの姿し勢せいでいてから、レギーネはするりと立ち上がり、ほとんど足音を立てずに窓辺に寄って、弱めたランプを消した。

　青い夜闇が寝室に満ちた。レギーネはすべるように次の間へのドアを開け、出ていった。カチャリ、と取っ手の鳴る音が、小さく響いた。



    

  
    
      


第一幕　遠雷の響き



　　「われわれは未完成の、中途半端な生き物です。自分よりも賢く、善良で、よりいとしい存在――友とはそうあるべきものですから――そういう存在の力を借りなければ、この弱い欠点だらけの本性を完全にすることはできない」



　　　１



「ベーコンが三ポンド、にんじんが六ポンド」

　とフェター・レーンのレニー氏は言った。

「ひよこ豆が一ポンドに、米が二ポンド、コショウが半ポンドに、りんごが三ポンド……そういや、こないだあんたんちのメイドさんが訊ききに来てたちっちゃい女の子は見つかったのかね？　そら、あの黒髪で、くりくりっとした目のかわいい女の子だよ」

「ああ、シシィですね。どうも、ありがとうございます」

　カウンター越しに買い物の包みを受け取りながら、遼りよう太た郎ろうは答えた。

「ええ、あのあとちゃんとレギーネが見つけて連れて帰ってきました。みんなずいぶん心配したみたいですけど、本人は今じゃけろっとしてます。でももうさすがに、一人で冒険に出ようなんて気は起こさないみたいですね」

「そのほうがいいよ、なんたって、このごろはぶっそうだから」

　裏でせっせと帳ちよう簿ぼつけをしていたレニー夫人が、声を張りあげて会話に加わった。

「あんなにかわいい女の子が、悪い奴やつに連れてかれてひどいことされたり、外国に売り飛ばされたりすること考えただけでも、あたしゃ肝きもが冷えて、心の底からぶるっちまいますからね。ちょいとあんた、そこのクリームの入ったボンボン、包みに入れておあげよ。新製品なんですよ、うちと契約してる農場の。よければ試してくださいな。あのかわいい子にもね。ほんとに、あんなかわいい娘がうちにいたらねえ！」

　遼太郎は愛あい想そう笑いするだけですましておいた。毎日、下着一枚で屋敷じゅう逃げ回るすばしっこい生き物を、翼つばさのある猿と小鳥にところきらわず掻きむしられながらつかまえて三人がかりで服を着せるのは、一仕事どころの騒ぎではないのだ。

「まったく」

　レニー夫人は書き終えた帳簿をとんとんと揃えて固い表紙ではさみこみ、立ちあがって、堂々とした体たい躯くをカウンターの外へ押しだしてきた。

「近ごろじゃ、立派な大人まで、ある日ふっと消えたまんま足取りがわからなくなるってこともあるらしいしねえ。そら、先日も、日曜日のハイド・パークを歩いてたなんとかいう女の人が、連れの紳士がちょっと目を離したすきに姿を消して、それっきり、どこへ行ったかわからないって話だし」

「しかも、そいつが初めてじゃないと来るしね」

　レニー氏夫ふ妻さいはラドル夫人をお得意様兼親友としているだけあって、呼び売り新聞や絵入り新聞の美味しいところには実にくわしいようだった。

「こないだ読んだ〈夕刊喇らつ叭ぱ〉には、もう八人目だと書いてあったよ……うん、確かに八人目だと、そう書いてあった……どれもこれも、若くてきれいな女の人や、元気がよくて健康な紳士ばかりで、小脇にひょいと抱えて馬車に押しこめるような体格でもなきゃ、そんな場所でもない。真っ昼間に、たくさんの人目のある場所で、人が煙みたいに消えて、それっきり、二度と戻ってこないんだ。死体ひとつ見つからないってんだから、こいつはたいしたもんじゃないかね」

「ちょいと、あんた、悪いことするやつに『たいしたもんだ』とはなんだい」

　レニー夫人は怖こわい声を出したが、内心はどうやら夫と思いを一にしているらしかった。

「どんなに手際よくやってのけたにせよ、悪いことは悪いことに決まってんじゃないか。誰がやってんだか知らないけど、どうせそのうち、神様のばちが当たるだろうよ。そいつを褒ほめたりしたやつにだって同じことさね」

「おや、こいつ、亭主のことを呪いやがるのかい」

　負けずにレニー氏も言い返した。

「これだから女ってのは話にならねえ。俺はただ、人間の大人ひとりを、手品みたいにちょいちょいと消しちまったってことを言ってるだけで、やってるやつのことなんざ、ひとっことも褒めた覚えはねえな。おめえこそ、亭主に生なま意い気きな口きいた罪で、神様に頬ほおげたぶん殴られるがいいや」

　そのままレニー氏夫妻はいつ果てることない口げんかに突入していき、二人にとってはこれもお互いに対する愛情表現の一つだと現在では理解している遼りよう太た郎ろうは、けんかが終わるのを待ちながら店内に漂ただようスパイスの甘い香りを嗅かぎ、壁やカウンターにべたべたと張り出された新製品や安売り広告のポスターを眺めていた。

　ふと、中のある一枚に目が止まった。

　それは食料品のポスターではなかった。派手な多た色しよく刷ずりの、どちらかといえばレニー氏の店のような堅実な食料品店には似合わない感じの絵柄で、いやな感じの笑みを浮かべた格こう子し柄の服の道化ハーレクインと、綱渡りをしている女性の姿が配されている。

　上のほうには跳はねるような派手な字体で、でかでかと、



『ドクトル・ラーオの珍ちん奇きと驚きよう異いの技芸団』



　真実の向こうにある魔法と驚くべき技芸の数々！

　一生忘れられぬ光景をあなたにお約束いたします。

　どうぞわれわれの劇場シアターに足をお運びください！

　出演　ジョリー・ナッシュ、歌姫ヴェスタ・ティリー、楽団とホーンパイプ・ダンス

　　　　フィレンツェの華はな、フェリーチェ・フロー・フローレス嬢じようによる離はなれ業わざの数々



　最後の一行は特に大きく、赤い文字で、目立つように印刷されていた。

　綱の上の踊り子がにっと白い歯を見せて笑っている。

　遼りよう太た郎ろうがぼうっとそれを眺めているうちに、調子よく始まった夫婦げんかは今回も納得のいく結末を迎えたようだった。

「……だからねえ、坊ぼうや、くれぐれも、あんたも気をつけなよ」

　ようやくご亭主を黙らせて、満足げなレニー夫人がやっと遼太郎に視線を戻した。

「あのかわいい女の子はもちろんだけど、ほんとの世の中、いったい何が起こるかわからないもんだからさ。買い物、これでよかったかい？」

「はい、わかってます。……ええ、これで全部です。どうもありがとうございました。じゃあまた、レニーさん」

「ああ、また。今度はぜひ、またあの女の子も連れてきてあげとくれよ」

　夫人に言い負かされても、レニー氏はさほど意い気き阻そ喪そうしているようでもなかった。むしろさっぱりした顔で、コーヒー豆を小分けにするべく、いい香りのする大きな麻袋をカウンターの下から重そうに持ちあげている。

「そうします。それじゃ」

　重い荷物をよっとかかえ上げて、遼太郎は『レニーの新鮮食料品』店のドアをちりりんとくぐった。

　一気に寒さむ風かぜが吹きつけてきて、想わず身をちぢめる。やっぱり上着を冬用のにしてきた方がよかったかな、とちらりと考えた。上着の前をかき寄せ、襟えりを立て、帽子のつばを低く引き下ろして、急ぎ足に歩き出した。

（もう、一年になるんだなあ）

　道行く人々が冬の装よそおいになりはじめているのを見て、ふと、そんな感かん慨がいにおそわれた。

　船から下りるが早いか荷物を奪うばわれ、旅りよ券けんも金もなく、広いロンドンのどこにいるのかすらわからないまま、茫ぼう然ぜんと道ばたに立ちつくしていたことを思い出す。あれがちょうど今ごろ、去年の秋の終わりごろだった。

　そこへいきなり聞こえてきた爆音と、頭上から呼びかけてきた翼のある猿バイロン卿と、汚い下宿屋の一室で見た、銀髪のメイドを連れた男装の麗れい人じんが、魔物を切り捨てる姿――……

　あのころは本当に右も左もわからず、わがまま気ままな主人兼家や主ぬし兼（一応は）師し匠しようであるはずの女魔術師、クリスティーナ・モンフォーコン嬢じように振りまわされるばかりの、目のまわるような毎日だった。

　そこに、いきなり日本から婚約者いいなずけの美み弥や子こと、義ぎ妹まいの和かず音ねが転がりこんできて、どういうわけか魔導師志望の貴族の坊ぼつちゃん、および〈影のロンドン〉の魔女姫と仲良く――仲良く、という言葉がこの場合当てはまるのかどうかは疑問が残るとしても――なり、小さなシシィを育てなおす役割もいつの間にか果たすようになり、気がついてみると、いつのまにかあのよそよそしかったホルボーンのモンフォーコン邸ていは、にぎやかな皆の〈家ホーム〉になっていた。

　クリスティーナの家。シシィの家。美弥子の、和音の家、そして遼りよう太た郎ろう自身の、家ホーム。

　生まれたはずの故こ国こくでは、だれ一人見いだすことのなかったもの。

（彼女、今どうしてるかな）

　ついひと月ほど前、出会った少女のことも思った。カトリック教会に、〈聖せい杯はい〉探求のための道具として育てられた、孤独な少女。彼女もまた今、自分の新しい居場所をさがしているはずだ。愛した男の剣つるぎを胸むねに。

　彼女のことを考えるたびに、遼太郎は今自分が感じているような、『家』が彼女にも見つかることを祈いのった。何にかはわからないが、とにかく。

　彼女、シャルロット、がかつて仕つかえていた神は、背信者を永久に許さない無む慈じ悲ひな神だった。だが、その場に降こう臨りんしたある〈存在〉は、自らの名において人々が争うことを制止し、死を迎えた敬けい虔けんな戦士に最後の安らぎを与えた。遼太郎自身の身体からだをとおして、降臨した〈何者か〉。

　ふと、背せ筋すじがざわりとした。

　一年。たった一年で、あまりにもいろいろなことがあり、いろいろなことを知った。

　クリスティーナの体内に流れる血の秘密、常に彼女を狙い、囲い込み、他国の、ことに旧教カトリツクからの干かん渉しようを怖れる英国イギリス政府の秘密組織〈評ひよう議ぎ会かい〉の存在――バ（略）ことアレックスの家庭教師である、シヴィル・セント・クレア青年がその回し者である、という点については、いまだに実感が持てないでいるが――、そして、クリスティーナと対立する、謎の〈魔術師シモンシモン・マグス〉なる男。

（あの男――サー・マクスウェルの持っていた絵と同じ顔をしていた）

〈非在館〉ノーウエア・ハウスに住む禿頭の魔導師にして、クリスティーナの古い友人であるらしい年齢不詳の男、サー・マクスウェル。一度その館に招かれたとき、遼太郎は確かに見たのだ。彼の机の上にひっそりと置かれた、二枚で一対の象ぞう牙げの細さい密みつ画が。

　そこには、クリスティーナにそっくりな、だが青い目をした美しい金髪の娘と、銀髪の、傲ごう慢まんさを猫のような緑の眼にあふれさせた、銀髪の青年と。

（『何が謝罪だ』）

　聖騎き士しの骸むくろを脱ぬぐようにして現れた〈魔術師シモンシモン・マグス〉に、クリスティーナは、いつもの冷れい笑しよう的な態度をかなぐり捨てて吠えたのだった。

（『確かに最初はおまえの理想に賛同はしたさ。だが、私が馬ば鹿かだった。おまえなどの口車に乗せられるべきではなかったんだ』）

（『いいのかね？』）

　男はにやりと笑った。見るものすべてを凍りつかせずにはおかない顔で。真しん紅くに燃える、地獄の炎ほのおを思わせる人ならぬあの双そう眸ぼうで。

（『そうすると君は、君自身を殺してしまうことになるのだが……？』）

　心臓に氷を流しこまれたような気がして、遼りよう太た郎ろうは思わず足を速めた。

　あれから、あのことについてはクリスティーナとは話し合っていない。

　むしろ、皆が申し合わせたように何事もなかったかのごとくふるまっている。クリスティーナはいつものように陽気で意地悪で、野原いっぱいの山や羊ぎのように悪戯いたずらっけに満ち、美み弥や子こは遼太郎をこき使い、ときどき臑すねを蹴り、シシィと和かず音ねは楽しそうに童謡を歌い、アレックスはあいかわらず玄関によくわからない泥人形を置き続けている。

　だが、その底に、かすかに流れている恐れを、遼太郎は感じることができた。何かが来る、待ち受けている、そういう気持ちを、抑えることができなかった。

　故こ国こくでは、なんの力もないとして廃はい嫡ちやく同然に英国イギリスに追いやられた身だ。未来を視みる予見の力は、主に美弥子の血筋である赤あか羽ばね家のものであり、主筋である跡あと部べ家の者に強く表れること自体そう多くはないが、遼太郎自身にはそんな力は、むろんのことない。

　しかし人間には、誰しも第六感というものがある。ことに、この一年間、あれこれと事件に巻きこまれてきた中で、遼太郎は、自分の中にこれまで知られていない何かが眠っているらしいのを、いやがおうでも感づかざるをえなくなっていた。

（『〈聖せい杯はい〉を見いだした先で〈産む霊すぶ者〉を見つけるとは、思いもよらなかったぞ』）

（『〈聖杯〉――〈器〉――そして〈産霊者〉』）

（『三つがそろえば、私の究極の夢が叶えられる』）

（『夢だよ、〈パラケルススの娘〉、もう少しでわれわれはそれを見つけるところだったのに、君が土壇場のところでいらぬ後込みをして逃げ出してしまったおかげで、われわれはこんなことに――』）

　産霊者。産む霊すぶ者。

　あれはどういう意味だったのだろう。

　故郷の跡部家としての教育の中でも、一度も聞いたことのない言葉だった。跡部の力は魔を伏する破は邪じやの力であり、何かを産みだすようなものではない。

　では、僕の中にあるという、この力はなんだ？

　あの聖堂騎き士し団の一件で、その力があらわれたとき――どうも、その時の記憶は遼りよう太た郎ろうにはうすいのだが――遼太郎は、自分が何かを意識してするのではなく、何者かの意志と力を、この世に一時顕あらわすための一種の導管として、使われたような気がした。

　銀のイシスのペンダントにこめられていた、真しん紅くの結晶。あれが触媒となって、〈聖心臓〉セイクリツド＝ハート――シャルロットや、騎士モーリス言うところの、キリストの慈じ悲ひの象徴――を顕し、その意志を、遼太郎の口を借りて伝えさせた。

　考えてみれば、ほかにも思いあたることはあったのだ。魔女姫ジンジャーと知り合うことになったピーター・ピッター＆パッター＆ポッター殺人組合事件でも、彼らがロンドンを支える地脈に開けた穴をふさぐため、美み弥や子ことジンジャー、アレックスと遼太郎が手をつなぎあって、力を合わせて穴を封じた。

　あの時、四人の力を結びつけたのはなんだったのだろう。四人のうち、ひとりは魔女ではあったが、あとの三人は（気の毒ながら）魔術師とは名ばかりのとんだ素人、残り二人は、ロンドンどころか英国イギリスそのものとも、縁もゆかりもない外国人。

　なのに、あまりにもスムーズに、なめらかに力はつながりあい、今にも崩れおちそうだった地脈の穴を、きっちりとふさいでのけた。

　いや、それ以前の、はじめて遭遇したシシィの事件、闇に呑みこまれかけていたシシィの魂たましいを引きずり出した時も、吸血鬼ヴアンパイアマダム・ニュイの消滅に立ち会ったときも、いつも何か、見えない力が遼太郎に呼びかけていたのではなかったか。

　力、と呼ぶのはおかしいのかもしれない。それはいつも何をすればよいかを遼太郎に示唆するだけで、本当にどうするべきかを選ぶのは、常に遼太郎の意志に任されていたような気がするからだ。

　そして、本当にどうしようもない事態に陥ったあの聖堂騎士団の一件の時、ついにそれは自ら動き、はっきりとした姿で形をとった。

（『むすぶもの』）

　いったい何を意味するのだろう――この中にいる〈それ〉は。

　遼太郎が思わず手をあげて、首からさげたイシスのメダルに触れたとき、「おっと！」という若々しい声がして、横からどしんと誰かにぶつかられた。

「失しつ敬けい！　あ、しまった、アイム・ソーリー！」

　耳慣れた言語が耳に飛びこんできて、いきなり胸むねがとどろき出す。

『失敬』――日本語？

「道に迷って、つい気が焦っていたもんだから――待ってくれ、ごめんよ、買い物は僕が拾ってあげるからちょっと教えてほしいんだが、その、君、ホルボーンへ行くにはどっちの方向へ行けばいいかな？　どうも曲がるところを間違えちまったらしくてね――待ってくれ、君、もしかして中国人？　それとも」

「……日本人？」

　おずおずと、遼りよう太た郎ろうは日本語で言ってみた。

「あなた、あの……日本人ですか？　僕、日本人です」

「なんだって!?」

　相手はおおげさにはね起き、ベーコンの包みでぴしゃりと頭をぶちそうになって、あわてて降ろし、あらためて手でぴしゃっと額ひたいを叩いた。

「なんてこった、ほんとに日本人なのかい！」

　意い気き揚よう々ようと日本語で叫ぶ。いかにもほっとしたようで、

「どうも中国人とは違うような気がしてたんだ。じゃあもしかして、跡あと部べ遼太郎って子を知らないかな？　ちょうど、君くらいの歳の男の子なんだ。ハイ・ホルボーンの、クリスティーナ・モンフォーコン嬢じようのところで、住み込みで勉強に来てるはずなんだが」

「あの、それ」

　おそるおそる、遼太郎は言ってみた。

「それ――僕、ですけど」

「あん？」

　転がりだしたひよこ豆を追いまわしていた青年は、いいかげんな返事をした。



    

  
    
      



    

  
    
      「ごめんよ、よく聞こえなかった――君が知っててくれると、ほんとに助かるんだが。ちょっとやっかいな仕事を押しつけられちまってねえ、ほんとにもう、本家の連中ときたら血も涙もないのばっかりだし、うちの家の連中ときたら、輪をかけて人使いの荒いのばっかりだし――え？　ちょっと待って」

　片手いっぱいのひよこ豆を持ちあげかけて途中で止め、青年はあっけにとられた顔でこちらを向いた。

「その――ごめん。今きみ、『それ、僕です』って言ったみたいに聞こえたんだけど」

「はあ。言いましたけど」

　なんだか馬ば鹿かになったみたいな気がしながら遼りよう太た郎ろうはくり返した。

「それ、僕です。跡あと部べ遼太郎です。ハイ・ホルボーンの、クリスティーナ・モンフォーコンのところに住み込んで、その――働いてます。いろいろと」

　青年はかなり長いあいだ、穴の開くほどまじまじと遼太郎を見つめていた。

　それからそっくりかえって、空に向かって大声を出した。

「ええええええええええええええええええええええええええ！！！！」

　高こう架か橋きようから降りてきたばかりの馬車から、上品そうな男女の二人組が、外国人の奇行に驚いたような、迷惑そうな視線を投げて走りすぎていった。



　　　２



「いやあ、びっくりたまげたおどろいた、というところだねえ」

　その青年は皿に山盛りのスコーンとお茶を旺おう盛せいな食欲で口につめこみながら言った。

　割ったスコーンの湯ゆ気げのたつ割れ目にどっぷりと固い泡立てクリームとバターをのせ、おまけに金色の蜂蜜をたらたらとまとわせて、垂れ落ちないうちにあわてて口に運ぶ。

　しばらくはもごもごと頬ほおをふくらませて苦労していたが、やっと呑み込んで、紅茶をぐっと飲み干すと、盛大にためいきをついて腹を撫でた。

「こいつぁ春から縁起がいいや、と團だん十じゆう郎ろうなら言うところかな。いや、團十郎で良かったっけ。どっちにしろ、僕としちゃほんとにそんな感じさ。あの辻馬車の親父ときたら方向音痴な上に耳が遠いもいいとこで、ホルボーンって言ったのをどう聞き違えたのかハーバー・スクウェアとかいう下町で、人のこと放り出してそれっきりなんだから。こっちは見も知らない青い目と高い鼻ばっかりの異人さんの町で、どっちへどう歩けって？　いまだにもってありゃ辻馬車のふりした詐さ欺ぎじゃなかったかと思ってるんだけど、しかし偶然ってのはあるもんだねえ。大荷物かかえてさまよってたらいきなり男の子と衝突して、しかもその子が、僕の探してた相手だときてるんだから」

　もう一つスコーンをとりあげてこってりとクリームを塗りつけながら、青年は遼太郎にむかって開けっ放しににかっと笑ってみせた。

「なあ、君もそう思うだろう、跡あと部べの惣そう領りよう息子くん？」

「あ、はあ」

　まぬけな返事をしてしまったような気がしたが、相手のあまりの食いっぷりの良さと堂堂とした、もしくは堂々としていすぎる姿に、開いた口のふさがらない遼りよう太た郎ろうだった。

「うん、まったく運が良かった。まったく」

　青年はまた勢いよくスコーンにかぶりつく。短く刈った黒髪が、濡れたテリヤを思わせるようなぼさぼさ頭になってあっちこっちに撥はねている。

　いたずらそうな瞳ひとみがきらきら光り、あちこち忙しく動くのもどことなくテリヤを思わせた。見る者によっては二枚目と見るかもしれないが、ひっきりなしに変わる表情と、どことなくひょうきんな雰ふん囲い気きがそうと感じさせない。

　一見したところは小柄だが、いま夢中になって食卓の上にかがめている背中をのばせば、もう少し背も高くなって見栄えがするだろう。全体的には、中肉中背からもう少し肉を差し引いた二十代、というところで、日に焼けた浅黒い肌に、ひらめく白くそろった歯がよく目立った。少なくとも、一年前にロンドンに着いたばかりのころの遼太郎にくらべればかなり意い気き軒けん昂こうなのは確かだ。

「あの、それで」

　同じお茶のテーブルにつきつつ、青年の食いっぷりに恐れをなしたように眺めていた和かず音ねが、横からこわごわ口をはさんだ。

「日本の、本家のほうからやってこられた、とお聞きしましたけれど。――あの、よろしければお名前をお伺いできませんか」

「あ、こりゃ失礼。そうそう」

　もぐもぐごくん、と喉のどを鳴らし、青年はごそごそと服をさぐった。

「なにしろ夜中に、汽車でからからのサンドイッチを食っただけで、腹と背中がくっつきそうになってたもんで――こりゃロンドン中歩き回った末に飢え死にかと、半分覚悟を決めかけてたもんで。はい、どうぞ」

　黒いジャケットの内ポケットから一通の封筒を取り出して渡す。

　遼太郎と和音、そして同じくテーブルについたままぽかんと青年のむさぼり食いを眺めていた美み弥や子ことシシィが、額ひたいをあつめてのぞき込む。

「ええと……玄くろ塚つか、英えい慈じ？」

　真剣な顔で書類を読んでいた美弥子がまっ先に声をあげた。

「それじゃ、あなた玄塚家のかたですの？　先ほど、遼太郎さんがお連れになった時には、ご本家からわたくしたちの様子を見によこされたとおっしゃってたようですけど」

「いや、ほんとですよ。その通りなんです」

　自分で注ぎなおした紅茶にミルクと砂糖を景気よくぶちこんで勢いよくかき回しながら、玄くろ塚つか英えい慈じは陽気に言った。

「そら、そこに書いてあるでしょう、『この書面を持ち来たる者は、跡あと部べ本家より命を受け、本家長子跡部遼りよう太た郎ろう、ならびに赤あか羽ばね家長女美み弥や子こ、青しよう野の家長女和かず音ね、上三名の素そ行こうと学問の進捗を確認し、本家に報告の任を果たさんがため、跡部家当主たか女め様より特に派遣されし者なり』」

「『英国イギリス、倫敦ロンドン、クリスチイナ・モンフオコン嬢じようにおかれては――』」

　あとから和音が少し震えがちな声で先を続ける。

「『この者に便べん宜ぎを図り、そこもとにお預けする上三名の生活、態度、学習等、よくよく調べ聞かせ報告さするべく願い申しあげる物也なり』」

「で、君はつまり、日本のご本家から惣そう領りよう息子がちゃんと真面目まじめに勉強しているかどうか見てこいと派遣された、お目付役ってわけだ」

　階段の上から声がした。

　いつものように粋いきな男装のクリスティーナが、腕にバイロン卿をとまらせたレギーネをしたがえてゆっくりと降りてくるところだった。

「やあ、あなたがミス・モンフォーコンですか」

　英慈青年は口へ運びかけていた蜂蜜たっぷりのスコーンをおろし、にっこりと金髪の男装美女に笑いかけた。

「こいつはすごい……いや、すばらしい美人じゃないか遼太郎君、いや失しつ敬けい、ミス・モンフォーコン。もちろん、出立の前にある程度あなたについての話は聞いてきてるんですが、こんなにすごい美女でいらっしゃったとは驚きです。こんな美人の師し匠しように学問を教えてもらってるなんて、君は幸せ者だなあ、遼太郎君」

「代わってほしいなら、いつでも代わってあげますけど」

　三分の一は皮肉、三分の二は実感をこめて、遼太郎は言った。

　幸か不幸か英慈の耳には入らなかったようで、優雅な仕草で階段を下りきり、レギーネに指示を与えているクリスティーナに彼はひたすらうっとりした視線を向けている。

　レギーネが一礼して下がり、クリスティーナはあくびをしながら、皆が遅めの午後のお茶を飲んでいる居間に入ってくる。

「玄塚家、か」

　暖炉を背にした自分の定位置の長椅子に寝そべり、レギーネが捧げる紅茶を受け取りながら、クリスティーナは片眼鏡モノクルの奥の緑の眼を光らせた。

「確か、本家の跡部を支える四つの家門の一つ――予見と遠見の赤羽、遠話と読心の青野、医術と薬物の黄きノの原はら、そして、武器や防具の製作にたずさわる、玄塚。それが君の実家ってわけだね」

「やあ、よくご存じでうれしいなあ」

　英えい慈じは照れたように頭に手をやった。

「いや、とはいえ、僕は落ちこぼれなんですよ、遼りよう太た郎ろうくんと同じく――これは失しつ敬けい、遼太郎くん、君をばかにする気はなかったんだ――玄くろ塚つか家の者に要求されるような指先の確かさや技術の発想の妙みよう、新しい機構の想像や設計なんて夢のまた夢ってところでしてね。

　学校の成績もあまりにも悪かった上に、ちょっと、その、女の子関係でややこしいことになっちまいまして、とうとう放校処分になって、あんまり穀ごく潰つぶしなんで勘当されそうなところを、御当主様のご指名で、英国イギリスの皆さんの様子を見に行ってこいってことになったんです。いや、たか女め様という方は、本当に慈じ悲ひ深いお方だね、遼太郎くん」

「……お祖ば母あさまが？」

　少なくとも地上であれほど「慈悲深い」という言葉にほど遠い人はいないのではなかろうか、と思っている遼太郎は、惚ほうけたような返事をした。

「うん、それでね」

　スコーンの残りを口に押しこみ、指についた蜂蜜とクリームを惜しそうに眺めてすばやくぺろりと舐なめとる。

「僕としてはまあ、日本にも、玄塚にいることにもわりと、というか相当うんざりしてたし、こいつは渡りに船だってことで、急いで荷に造づくりして船に――あ、洒落しやれみたいだけど、本当に外国行きの船に乗った、ってことですよ、今のは――飛び乗って、こうしてやってきたってわけです」

「うちの下ぼ、――いや、預かっているぼんくら生徒くんに関しては、ちゃんと月々こちらから報告書を送っているはずだが。おタカさん宛に直接ね」

　淡たん々たんとクリスティーナは言った。

　遼太郎はちょっと驚いた。クリスティーナがわざわざそんなことをしているとは一度も考えたことがなかったからだ。

　……というか、今、もしかして下僕と言いかけなかっただろうか。

　いや言った。

　しっかり言った。

　遼太郎の恨みのこもった視線を受けて、知らん顔でクリスティーナは続けた。

「私は嘘うそをつくのもいい加減なことを言うのも大好きだが、ことおタカに対してだけは必ず本当のことを言うと約束していてね。今のところ、その約束を破った覚えはない。なのになぜ、おタカが君を送ってくるのか理解に苦しむな」

「いや、ほらだって、赤あか羽ばねのお嬢じようさんや青しよう野ののお嬢さんのこともあるじゃないですか」

　いきなり手で示されて、美み弥や子こと和かず音ねがびっくりしたように顔を上げる。

「もちろん、あなたとしては彼女たちのことも書き送ってきてくださってるみたいですけど、たか女めさまはあなたからのお手紙をご自分だけで読んで、他の方には絶対にお見せにならないものでね。赤あか羽ばねと青しよう野ののご両親が、やきもきなさってるわけですよ。

　何度もたか女さまに、お二人に帰るように言ってくれ、こちらから迎えを出させてくれとお願いしてらっしゃるようなんですが、報告は受け取っている、二人を帰らせる必要は今のところない、とおっしゃるばかりで、埒らちがあかなくて」

「ふむ。そういう言い方からすると、君は、やはり本家、というかおタカ本人からちゃんとした命令を受けて、ここに来たというわけではないようだな」

　穏やかに断言すると、クリスティーナは静かに紅茶をすすった。

「え？　あれ？」

　英えい慈じは一いつ瞬しゆん間の抜けた顔になり、それから、ふにゃあ、と顔全体が溶けくずれるような表情で申し訳なさそうに笑った。

「いやあ、やっぱりばれちゃったかあ。わかるでしょう、何をやらせてもこうなんで、実家からもあいそをつかされちゃったわけですよ。でもそうなんです、たか女さまがあんまりこちらにいるお三人さんの様子を秘密になさるんで、他の人たちが焦れちゃってね。特に赤羽と、青野の人が」

「本家の、遼りよう太た郎ろうより下の相続順位にいる人間と、その取り巻きもだろうな」

　金箔の輝くティーカップの縁ごしに、鋭くクリスティーナはへらへら笑う青年を見つめている。

「本家の跡あと部べ、それに続く赤羽、青野。この三大家の跡継ぎ、もしくは跡継ぎ娘が、全員この異国で、あやしげな異人の女魔術師のもとで暮らしている。三人とも年ごろで、片方は婚約者いいなずけ、もう片方は義ぎ妹まいだが、こちらも結婚できないというわけではない」

　この言葉に美み弥や子こと和かず音ねはすばやく目を見交わし、そして決まり悪そうに目をそむけあった。手はそれぞれに着物の胸元と、振り袖のたもとをしっかりと握にぎりしめている。

　遼太郎は息もつけなかった。ここではしばらくの間忘れていられた日本の、そして自分の生まれた跡部という血筋が、再び形を持ったものとして追いかけてきて、目の前にいる、そう思うと、自然に身体からだに力が入った。

「もしここで遼太郎が力をつけ、跡部の長子として十分な力を育てているようであれば、彼が外国へ放ほう逐ちくされたことで自分が当主になれると思っていた連中は、あっけなく夢を砕かれることになる。赤羽家のほうでは、美弥子さんがもしこちらで遼太郎くんとなんらかの間違いを起こしていた場合」

　クリスティーナは言葉を切ってにんまり笑い、遼太郎は思わず美弥子を見て、紅潮した頬ほおと少しうるみかけた目にぶつかり、したたかに臑すねを蹴け飛とばされた。

「――遼太郎くんがきちんと当主としての力を成長させていれば問題ないが、不幸にもそうでなかった場合、美弥子さんを使って本家への影響力を伸ばそうという計画は、残念ながら頓とん挫ざすることになる」

　茶器を並べた卓についたまま跳はね回るわけにもいかず、無言のままテーブルクロスの下で脚を悶もん絶ぜつさせている遼りよう太た郎ろうに、クリスティーナは目もくれなかった。

「当主としての力のない者は、どだい廃はい嫡ちやくされるしか道がない。その場合、婚約を破棄するのに、すでに、まあ、関係ができてしまっていた場合は、少しばかり困ることになる――そうなればそうなったで、強引に押し通す算段はもう立てているかもしれないが」

　和かず音ねは青ざめた顔でうつむき、膝の上で握にぎりしめた手をかすかに震わせている。

「そしておそらく、青しよう野の家が考えていることも同じだろうな。その上こちらはいちおう親の承認を得た形で来た美み弥や子こさんと違って、親には無断の家出娘だから、あちらとしてもさらに扱いに困っているだろうし。

　はたまた赤あか羽ばね家としては、もしこちらで青野の娘にトンビにあぶらげを――こういう言い回しで間違っていないかね？――さらわれた場合のことをも考えなければならないし、そういうことも含めて、いろいろと検分して報告してこいと言われたんだろう、おタカには秘密の、スパイの玄くろ塚つか英えい慈じくんとやら？」

「わたくし、絶対に認めませんわ」

　美弥子が細い、張りつめた糸のような声を出した。

「わたくし、帰りません。遼太郎さんは、それは愚ぐ図ずで無能で鈍感で、どうしようもないお馬ば鹿かさんですけど、それでもわたくしの婚約者いいなずけです。お父さまやお母さまの勝手な思惑で変えられるなんて、絶対に承知しません、ええ、いたしませんとも」

「わたし……わたしだって、遼兄さまとは離れたくありません」

　ぎゅっと両手を握りしめて、和音が半分涙声で言った。ふっくらした頬ほおに、もうひと筋二筋、涙がこぼれ落ちかけている。

「青野の父さまも母さまも、おじさまもおばさまも、みんなひどいです。遼兄さまも、わたしや美弥子さんも、父さまたちの道具なんかじゃないのに――」

「かずねちゃん、ないちゃだめなの」

　隣の席でかじりかけのクッキーを手にきょとんとしていたシシィが、何やら不穏なことになっているらしいのを察して、慰めるように和音の手をとった。

「シシィがここにいるから、だいじょうぶだよ？　ぎゅーってしてあげるから、ね？　ほら、リトルだって、なかないでっていってるよ、ね」

　黄色い小鳥のリトルはさっきからちょんちょんと皿の間をはね回っては、新しく加わったぼさぼさ黒髪の青年をうさんくさそうに睨にらんでいたが、この言葉にぱっと飛びたって和音の肩にとまった。かわいいおさげに隠れた耳にくちばしを寄せて、澄んだ声で何事かさえずりかける。和音はまばたき、はっとしたように涙を押しぬぐうと、「ありがとうね、シシィちゃん、リトル」とささやいて少女を抱きしめた。

「いや、いいんですよ、お嬢じようさん方。心配しないでください」

　英えい慈じは明るく言うと、甘ったるくなった紅茶をぐっと底まで飲み干した。

「実を言うとですね、僕も真面目まじめに報告する気なんかないんですよ。いや、ほんとです。だって、いくら僕でも『穀ごく潰つぶしでも多少の役に立てる仕事を見つけてやる』なんて真っ正面から言われて、ハイハイとやるほどお人好しになんてなれませんよ、そうでしょ？　日本にも、玄くろ塚つか家にも、そう言えば跡あと部べとか本家とかそのへんにも実際うんざりしてたところだし、そうそう、僕は実際、君がうらやましかったんだよ、遼りよう太た郎ろうくん」

「ぼ、僕が？」

　美み弥や子こに蹴け飛とばされた脚をかかえてまだひいひい言っていた遼太郎は、その言葉でやっと顔を上げた。

「そう、君が」

　ひょうひょうとした顔で英慈は言ってのけた。

「僕はまあ、小さいころから天にも届くぶきっちょぶりで、さんざんののしられまくって育って、いつも、ここじゃないどこかへ行けたらなあ、こんなカンナとか木とか鉄とかバネとか、鍛か冶じとか精錬とか、そういうのといっさい関係のない場所で、かわいい女の子といっしょにのんびり暮らしたいとずっと思ってたもんでね。君が英国イギリスへやられたって聞いて、いったいどんな風に暮らしてるんだろう、大だい英えい帝国の、その首都で暮らすなんてどんな感じだろうと、いろいろ思い描いたものさ。こんなすごい大都会で、毎日楽しいことや、びっくりすることがいっぱいあって、その上、婚約者いいなずけと、妹さんとがいっしょで、しかも師し匠しようはすごい金髪美人だなんて、天国そのものじゃないか」

「そんなの、あなたの知ったことじゃありません」

　むっとして、遼太郎は言い返した。しかしすぐに、今のは少し無礼だったかもしれないと考えて、声をやわらげ、

「少なくとも、僕や美弥子さんたちはここできちんとした暮らしをしてますし、勉強も、その、お祖ば母あさまや本家の人たちが期待するようにかどうかは知らないけど、ちゃんとやってます。その点は心配しないでほしいです」

　ベッドメイクの仕方や干した塩しお鱈だらの戻し方、絨じゆう毯たんや銀器の磨き方のこつを学ぶのが、本家の期待していることに相当するかどうかはこのさい無視する。英慈はああ、と気楽そうに手をあげて、安心させるように、

「大丈夫、その点については僕も心配していないよ。というか、心配するつもりももとからないし。ミス・モンフォーコン、このお宅には、もうきっと僕の下宿させてもらう余地はないんでしょうね？」

「残念ながらね」

　冷ややかにクリスティーナは言った。

「今でもこのぼんくら坊ぼうやひとりで多すぎるくらいなんだ。かわいい女の子ならいくらでも歓迎だが、むさくるしい男、それも、堂々と自分からスパイだと白状するような間抜けにあてがう部屋はない。まことに残念だが」

「そう言われると思った」

　からっぽになったカップをかちんと置いて、英えい慈じは両手を上げて肩をすくめた。

「そうなるだろうと思って、実はもう別に下宿をさがしてあるんです。レザー・レーンの、あんまり借り手の素そ行こうとか人種とかに細かいことを言わないあたりのね」

　手にあごを乗せてのんびりと語る英慈青年に、ふと遼りよう太た郎ろうは妙みような違和感を覚えた。

　違和感、というより、既き視し感かん、というべきだろうか。こういう人をどこかで見たことがある、という直感だった。姿形が似ている、という意味ではない。ただ、雰ふん囲い気きというか、言動のどこかしらが、というか、つまりは〈匂い〉が似ていると、そう感じるのだ。

　だが、誰と？

「まあ、こちらにもときどき様子を見に寄らせていただきますけど、基本的に僕は、日本を脱出する口こう実じつにスパイの任務を使わせてもらっただけですから。お家の金で、たっぷりと大都会ロンドンを満喫するいい機会です。せいぜい利用させてもらわないとね。……おや、ありゃなんです？」

　ふと耳をそばだてる仕草をする。

　つられて耳をすましてみて、遼太郎はげんなりした。

　チリンチリン、ずるずる、かしゃかしゃ、むにゃむにゃ。なにやら謎の物もの音おとが、（たぶん）自分では隠しているつもりで、ゆっくりと表階段を上がってくる。

「……すいません。ちょっとどいててもらえますか」

　テーブルから英慈を待避させ、居間のドアの前から家具を片づけ、絨じゆう毯たんを片寄せて、火花や泥や黒こく炭たんの粉の被害に遭わないようにする。

　美み弥や子こと和かず音ねが黙って手伝い、棚から割れやすい花瓶や陶磁の置物をおろし、シシィがちょこちょこと走って、ドアを開けてしっかり火かき棒で押さえる。

「な、なんだ？　なんなんです!?」

　いきなり一糸乱れぬ動きで何やら準備をしはじめた一同に、英慈はあせってきょろきょろしていた。クリスティーナはただにやにやしている。

　ちりちりちり、という音が近くなってきた。

「ふ」

　玄関ドアの外で低い笑い声がしたかと思うと、ばたーんとドアが叩きつけられ、黒い影が一陣の疾風のように玄関ホールに舞い込んで、そのまま居間に突進する。

「ふははははははははははははは！　最強！　最高！　絶対！　魔術師！　天才魔術師バシレウス・サロモンとうじ――ぐえっ」

　本来ならかっこよく居間のドアに体当たりして突入する予定だったらしいのだが、それはシシィが開けてしっかり押さえていたので失敗に終わった。

　空を切った身体からだは勢いそのまま、遼りよう太た郎ろうと美み弥や子こと和かず音ねが片づけておいた何もない床の上に突撃し、べちゃ、となんともいえない音を立てて顔面から激突する結果になった。ずるずるのローブのあちこちの隠しポケットから、泥の人形だの、護符だの、くしゃくしゃにまるめた書き損じの呪札らしき紙くずだのが、ばらばらと床に散らばる。

　またあとで掃いとかなくちゃ、と遼太郎は内心ため息をついた。

「……大丈夫？　アレックス」

「アレックスではない！　魔術師！　バシレウス！　サロモン！　だッ！」

　がばっと頭を上げてわめく。思いきりぶつけたおでこが腫れてちょっと鼻血が出ているが、そんなことは偉大な魔術師にとっては見るほどもない瑣さ末まつな事態、否、むしろ気にしてはいけない事態のようだ。

　ちなみに本名はアレグザンダー・トーマス・コンドリック爵子。グリムズビー伯はく爵しやく家の末子で、この社会的地位にふさわしからぬことおびただしい行為も、ひとえに魔術師であるクリスティーナへの奇態な愛情から出ていることらしい。自分が魔術師であるクリスティーナより勝る魔術師であることを示せば、クリスティーナもおかしな男装などやめ、自分を好きになってくれると思っている。この妙みような友人の考えがどう曲がりくねってそういう結論に達したのか、遼太郎はいまだに理解できないのだが。

「もう勉強のほうはいいの？　なんか、こないだ宿題をさぼってうちに来てたせいで、また新しい宿題がどっさり出たとか、伯爵夫人――君のお母上から聞いてるんだけど」

「そのようなことは偉大な魔術師にとって重要ではないッ！」

　断言した。

「それに宿題もさぼっていたのではないぞ、ただ、答えが半分、その、い、いや三分の一ほど、ちょっぴり間違えていただけだ！　く、くだらんことをごちゃごちゃ言うな、おいそこの、新しい使い魔！」

　びし、と指をさす。指の先には英えい慈じがいて、眼前で展開されるけったいな事態に、目玉を飛び出させんばかりにしていた。

「つ、使い魔？　って、えーと、僕のこと……かな？」

「そうだ！　また地獄から新しい魔物を呼びよせたのだな、この魔女め！」

　ああ、なんか懐かしい光景だなあ、と遼太郎は思わずにいられなかった。

「やれやれ、魔女と魔術師は違うものだと、何度説明したらわかってくれるかな、君は」

　長椅子の上でクリスティーナが苦笑する。

「彼はね、アレックス坊ぼうや、うちのぼんくらくんのご親しん戚せきで、はるばる日本から、われわれの生活態度を監かん視しにいらしたスパイだよ。いわゆる間かん諜ちようというやつだね。実に正直でいらして、自分でそうだと認めているから間違いない。心配しなくても、彼はこの屋敷には泊まらない。彼は彼なりに、ロンドンでやることがあるらしいから」

「そ、そうか……い、いや、だまされないぞ！」

　一いつ瞬しゆんほっとした、年相応の少年の顔を見せたアレックスが、ふたたび厳しい（と本人は信じている）魔術師バ（略）の顔にもどる。

「そんなことを言って、この魔の家のみに飽きたらず、この偉大なるロンドン全体に邪悪なる支配の手を広げる気だな！　許さんぞ、クリスティーナ・モンフォーコン！　この魔術師バシレウス・サロモンあるかぎり、必ず悪は滅ぶのだ！　いくぞ、『おお、強大なる天使ウー・ツィー・アール、イー・ケー・ゾド・ヒー・カル、エツィ・アー……』」

「えーと……で、僕はどうしてたらいいのかな？」

　金髪のずるずるローブの少年にはったと睨にらみつけられ、朗々と呪文を唱となえられながら、英えい慈じ青年は困惑のおももちでいた。

「あ、別にかまわないであげてください。そのうち飽きるか、お腹がすいたらやめると思いますから。ああそうだ和かず音ね、もっとスコーンがあった方がよさそうだから、ラドルさんにお代わりもらってきてくれるかな。それと、お茶の追加と」

「はい、兄さま」

　ぱたぱたと和音が呪文を唱える魔導師の隣を通りぬけて台所へ消えていく。シシィは扉にもたれて、いつ『花火』が始まるかときらきらした瞳ひとみで期待に満ちて見つめ、美み弥や子こもいつものこととて、知らん顔で新しい茶碗にお茶のお代わりを注いでいた。

「お待たせしました。ラドルさん、サンドイッチも作っておいてくださいましたよ、さあどうぞ皆さん」

　しばらくして戻ってきた和音は、焼きたてのスコーンを満載した皿に加えて、レタスとオレンジを添えた優雅なサンドイッチの大皿を手にしていた。

　甘いバターの香りにひかれて、魔術師の呪文が一瞬途絶える。

　視線が泳ぎ、テーブルに載せられる熱々のスコーンを確認し、たっぷりのジャムとクリーム、彩りよく盛られた卵とハムのサンドイッチに引き寄せられ、呪文がもごもごと意味のない音になり、すっかり消えた。

「ふ、ふん」

　わざとらしく立ち上がり、両肩をぱたぱたと払って、ついでにこっそり鼻血を拭いて、魔術師バシレウス・サロモンは肩をそびやかした。

「きょ、今日はこれくらいにしておいてやる。どうやらこの使い魔めには、今のところは危険はなさそうだからな！　この魔術師バシレウス・サロモンの目に狂いはないのだ！　だが、油断するなよ、クリスティーナ・モンフォーコン！　貴様の所行には、いつでもこの僕の目が光っていることを忘れるな！」

「忘れたことなどないよ、アレックス。覚えていなければ、忘れるはずもないからね」

　皮肉をこめてクリスティーナは言ったが、幸か不幸か、後半の言葉が発されたときには、すでに魔術師バ（略）はテーブルの食べ物とお茶に突進していて、なにひとつ耳にはいっていなかった。

「まったくもう……あれ？　これは」

　嵐あらしは去ったと見て、ぶつぶつ言いながらアレックスのまきちらしたがらくたを拾い集めていた遼りよう太た郎ろうは、一枚だけ何か雰ふん囲い気きの違う紙切れを見つけて拾いあげた。

「アレックス、これ君の？　この辺に、君の護符とかといっしょに落ちてたんだけど」

「あ、こら、素人が勝手に魔術の道具に触れるんじゃない！　消しとばされても知らんぞ、使い魔その一」

　先ほどの英えい慈じもかすむくらいの勢いでがつがつとスコーンとサンドイッチをつめこんでいたアレックスが、くるりと振り返ってわめく。

「それらの道具にはみな僕の、この僕の、すさまじい魔力がこめられているのだ！　貴様ごとき小者がうかつに触れれば火傷やけどではすまんとなぜ理解できん、そもそも――おや」

　もぐもぐと口を動かしながら、腰をよじってアレックスは手をのばしてきた。

「なんだ――それは僕の魔術には関係ないぞ、ばかばかしい。それは単なるサーカスのチラシだ。なんだか知らんが、角で配っていたやつに押しつけられた」

「そうみたいだね」

　くしゃくしゃになったチラシを広げてみる。

　そこには、さっきフェター・レーンのレニー氏の店で見たポスターと同じ図柄が、いくらか縮小されて印刷されていた。

　ざら紙しの、質の悪い地に鮮やかすぎるインクの色はいっそ毒々しいくらいで、格こう子し模様の道どう化けのにたにた笑いと、首をのけぞらした踊り子の白い肌が、灰色じみたざら紙の表面から浮かびあがってくるようだった。

「え――ちょっと、クリスティーナ？」

　なんとなくチラシを眺めていた遼太郎は、いきなり横から取りあげられて抗議の声をあげた。

「何するんですか、もう。見たいなら、見たいって言ってくれれば――」

　そこで、遼太郎の声はとぎれた。

　チラシを見つめるクリスティーナの目の、異様なまでのぎらつきに気づいたからだった。それは遼太郎にとって警告の証あかしであり、何か、クリスティーナでさえ身がまえなくてはならないほどの、巨大な何かが迫ってきているしるしだった。

「ドクトル・ラーオ」

　低い声で、クリスティーナは呟つぶやいた。ライオンの唸うなり声ごえのように、聞いた者の心臓を腹の底まで縮みあがらせるような声だった。

「レギーネ」

「はい、お嬢じようさま」

「どうやら奴やつが仕掛けてくるようだ。おそらく、まだ本気ではなかろうが。こちらも、その気でいたほうがいいらしい」

「はい、お嬢さま。承知しております」

「おいで、レギーネ」

「はい」

　そのまま女主人はメイドを連れて居間を出ていった。ホールで黒いインヴァネスが翻り、ステッキの先の赤い宝石が一いつ瞬しゆんきらめくのが見えた。玄関のドアが開き、閉まった。

「なんだ、魔女めは出かけたのか？」

　今日のところは食くい気けを優先することに決めたらしいアレックスがもごもごと呟つぶやいた。

「どうやら僕を怖れたらしいな。いいことだ。僕を怖れない者は用心したほうがいい。さもないと、後悔するはめになる」

「クリス姉さまはどうなさいましたの、遼りよう太た郎ろうさん？」

　何か様子が違うことに気づいたらしい美み弥や子こが、気がかりそうに尋ねた。

「あ、ううん、……別に。何か用事を思い出したみたいだ」

　反射的にそう答えておいて、遼太郎は急いでホールに出た。

　レギーネも主人についていったらしく、人の気け配はいはない。半地下の台所で、ラドル夫人がごそごそ動きまわっている。

　脚の下で、何かがくしゃっと音をたてて潰れた。

　拾いあげてみると、燃えた紙の残ざん骸がいだった。

　ほとんどまっ黒になっているが、かすかに絵柄が残っている。道どう化けのにやにや笑いと、踊り子の白い脚。「ドクトル・ラーオ」と読める、きれぎれになった飾り文字。

　さっきのチラシだ。

「……遼太郎さん？」

「遼兄さま？」

「りょーたろー、どうしたの？」

「いや」

　冷静な声を出せたことを、自分で褒ほめてやりたいくらいだった。

「なんでもないよ。それよりアレックス、君、また靴を拭かずにホールに入ったね？　ラドルさんに叱られても、僕、知らないからね」

　居間からあわてたように、がっちゃん、と茶器のぶつかる音がした。
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　その夜、屋根裏の自分の部屋の寝ね床どこに入りながら、遼りよう太た郎ろうは長い間眠れずにいた。

　クリスティーナをあれだけ警戒させたものとはなんだろう？　あの、獅し子しのうなり声を思わせる「ドクトル・ラーオ！」という呟つぶやきを、この粗末なチラシのどこが引っ張り出したのだ？

　枕元に手をのばして、拾ってきた燃えがらになったチラシを取り上げる。道どう化けのにやにや笑いと踊り子の白い脚。『ドクトル・ラーオ』。どことなく、東洋がかった響きの名前だ。どちらにしろ、サーカス団の芸人にはエキゾチックな外国の名前を名乗る例が多いから、そういうものかもしれないが。

（どうやら奴やつが仕掛けてくるようだ）

　奴。

　それは、何だろう。どういう意味で、誰を指しているのだろう。

　暗い水底から浮かび上がる魚のように、ひとつの名前が遼太郎の脳裏で像を結んだ。

（〈魔術師シモンシモン・マグス〉？）

　シオン騎き士し団の一件以来、あの不気味な男はまったく動きを見せていない。

　クリスティーナに旧知のものであるかのような口をきき、あの冷静で時には嘲笑的なクリスティーナに初めてむきだしの憎悪をあらわにさせ、その上、これまですべてのものに遊びのように打ち勝ってきた彼女を子供のように吹き飛ばしてみせた。

　そして遼太郎自身にも、彼は異様な、理解できない関心を持っているようだ。

（〈産霊者〉。〈むすぶもの〉？）

　彼が再び、接近してきているということだろうか。あの銀髪の男、シオンの騎士たちを平然と利用して殺し、まるで弄ぶかのように怪物と化させて立ち去っていった。あの冷酷な魔術師が、ふたたびクリスティーナと、そして遼太郎たちに、手をのばそうとしているということか？

　もう一度手の中のチラシに目を落として、ぶるっと頭を振った。

　やめよう。今は、考えても仕方がない。クリスティーナはレギーネを連れてどこかへ出て行った。今ごろは彼女なりに対策を講じ、戦いの準備を整えているところだろう。こういう事に関しては、今の自分は無知すぎ、無力すぎる。

　クリスティーナに指摘されるまでもない。今の僕にできることは、いつものように家を維持し、シシィに着替えをさせ、床を磨き、ラドルさんと美み弥や子このために買い物をして、いつものようにいつもの暮らしを続けていくだけだ。

　そう、この家を、平和に、ただ安心できる、みんなの場所として保つ。みんなが、クリスティーナがいつでも帰ってこられるように、どんなことがあってもゆるがない、平和な場所にする。

　僕たちの大切な、「家ホーム」を守る。

　それが、いま僕にできる唯ゆい一いつの仕事だ。

　そう決めてしまうと心が軽くなった。寝返りをうって、燃え残りのチラシを思い切りよくくずかごに投げ込み、天てん井じようを見上げた。斜めにかたむいた天井の、煤すすにくもった天窓からわずかな月光がさしている。

　珍しく、今夜のロンドンは霧もなく晴れているらしい。星はあまり見えないが、巻き上げた日よけの端から、ほぼ満月に近い月が、かすかに赤みのかった小さな円として顔を出している。

　小さなその光をしばらく見上げていてから、灯あかりを消し、薄青い夜の光が部屋を満たすのに安らぎを感じながら目を閉じようとする。

　まぶたが合わさろうとした瞬間、耳もとで声でない声が囁ささやいた。

（……玄くろ塚つかの者に気をつけろ）

「――っ!?」

　弾はじかれたように遼りよう太た郎ろうは起きあがった。

　反射的に上を見上げる。一いつ瞬しゆん、くもった窓ガラスにぼんやりと、白い顔の輪りん郭かくが見えたような気がした。

（……玄塚英えい慈じに、気をつけろ）

「…………！」

　落ちそうになりながらベッドの上に立ち上がり、窓を押し上げる。

　しんとした、ロンドンの夜が広がっていた。遠くのほうでにぎやかなピカデリーやペルメル街のきらめきが目を刺し、林立する煙えん突とつや塔、そして聖セントポール寺院の巨大な丸まる屋や根ねがくろぐろと夜空を切り抜いていたが、どこにも動くものはなかった。ましてや、人間の声を出すようなものなど、どこにも。

（今の――声）

　記憶が呼び覚まされる。

　玄塚、霧む月つき。

　祖母、跡あと部べたか女めのかつての従者にして、今や吸血鬼ヴアンパイアとして闇の生命を持ち、一度は遼太郎たちとも対たい峙じしたことのある、玄塚家の青年。

　彼と遼太郎はほとんど言葉をかわさなかったので、彼と祖母との間にどういったいきさつがあったのかは知らない。ただ、以前、和かず音ねがまきこまれた吸血鬼マダム・ニュイ事件の時に、リース警部に撃たれたまま、生死不明になっていることは心にとめている。

　正直、昼間、玄塚英慈と名乗るあの青年に出会ったとき、霧月のことを思い出さなかったわけではない。だが、同じものと考えて警戒するにはあまりに年代が離れすぎているし、英えい慈じの飄ひよう々ひようとした態度にいつのまにか巻き込まれ、あまりに開けっぴろげにスパイだと認めるその口ぶりにごまかされてしまっていた。

　昼間、英慈に対して感じていた妙みような違和感、既き視し感かんの意味がとつぜんわかった。彼だ。シヴィル・セント・クレア。

　表向きはアレックス坊ぼつちゃんの家庭教師としてこの家にも出入りしていながら、その実、英国イギリス政府の秘密機関に所属する魔術師として、一時はクリスティーナを監禁しさえした、笑顔の下に刃やいばを隠し持った青年。

　個人的には、いまだに遼りよう太た郎ろうは彼をアレックスの家庭教師以外のものとして考えることに慣れていなかったが、今思い返してみると、英慈のあの必要以上に開けっぴろげなしゃべり方や、あっという間に他人の懐に入り込んでしまうやり方が、なんとなくシヴィルの、もの柔らかでありながら有う無むをいわせない、ある意味冷酷なやり口と重なるのだ。

（どういうことなんだ？　――英慈さんは自分をスパイだと自称した、なのに、それ以上の何かがあるってことなのか？）

（でも、なぜ僕に、それを？）

（僕にいったい、どうしろっていうんだ？）

　夜は何も応こたえてくれない。

　煤すすだらけのガラス戸を支えたまま呆然としている遼太郎の頬ほおを、かすかに錆さびのにおいのする一陣の風が、冷たくかすめていった。



    

  
    
      


第二幕　略奪されしエアリエル



　　「われわれの魂たましいとはかくも不思議にできていて、繁栄にも破滅にも、ほんのかぼそい糸でつながれているのです」
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「ドクトル・ラーオ？」

〈評議会カウンシル〉なるつつましい名で呼ばれる機関の事務をつかさどる、ある目立たない建物の目立たない一室で、シヴィル・セント・クレアはけげんそうに聞き返した。

「もちろん、知ってますよ。まだ見に行ったことはありませんが、先月あたりから、レスター・スクウェアの近くの一ペニー劇場シアターを改装した演芸場で興行しているサーカス団でしょう。ミュージック・ホールとは名ばかりのがらくた劇場だったのが、今じゃ、サーカス団の花はな形がたのなんとか言うすごい美人のおかげで、客席を広げるだの舞台を改装するだの、持ち主は笑いが止まらないそうですよ。そういえば、昨日の『夕刊旗はた印じるし』にも、一面まるまる使った大きな広告が載ってたな。で、それが何の関係があるんです？」

「……今の君の反応ですべてわかったよ。ありがとう。邪魔して悪かったね。帰るよ、レギーネ」

「ちょっと、ちょっとちょっと、待ってくださいよ」

　聞くべき事はもうない、とばかりに、レギーネを連れて席を立とうとしたクリスティーナに、あわててシヴィルはインヴァネスの裾すそをつかんで引き留めた。

「待ってくださいったら。わざわざここへ足を運んで、その名前を出したってことは、何か僕に――というか、〈評議会うち〉に、協力してほしいことがあるんでしょう？　もったいぶらないで、話してくださいよ。話してくださらなきゃ、また僕が調べに駆り出されて、お宅のまわりをぶんぶん飛び回ってうるさがらせるだけなんですから」

「君の奉ほう職しよくする部署に恩義を作ることは、できれば避けたいんでね」

　さりげなくインヴァネスから手を払いのけながら、クリスティーナは言った。

「ことに先日、君たちにどういう扱いをうけたかを思い出してみると」

「それはこっちの台詞せりふですよ」

　シヴィルは渋い顔をした。

「せっかくおとなしくしててくれたと思ったら、いきなり帰るなんて言い出すし、高いワインは一滴残らず飲んじゃってるし、カトリックの騎士団まわしものまで乱入してくるし、その上、

『魔術師シモンシモン・マグス』だの、〈産霊者〉だの、あんまりにもわけのわからないことだらけで、報告書がどれくらいの高さになったか、見せてあげたいくらいですよ。

　あなたはそれっきりさっさと家へ帰っちゃうし、僕は僕で、坊ぼつちゃんのところへ一週間も早く呼び戻されたおかげで、二重の仕事で死ぬ思いをしたし。なんならあのあと、僕が上司と、それから経理部のしみったれどもにどんな酷いこと言われたか、ぜんぶ聞かせてあげましょうか？　もっとも」

　と、すねたようにつけ加えた。

「あなたくらいの人でなしだと、僕程度の下っぱが、いくら地獄で燃えあがる書類の山を歩かされ、煮えたぎるインク瓶に首までつかる苦しみをなめてたところで、子猫のひげ一本抜けたほどにも気にしないんでしょうけど」

「よくわかってるじゃないか。――だが、そうだな、借りを作るのは避けたくても、貸しを作っておくのは悪くはなさそうだという気がしてきた。まあ座りたまえ」

「それは僕の言う台詞せりふじゃないんですかね。ここは僕の職場で、あなたの家じゃないんですよ。まったく、何だと思っているのやら」

　ぶつぶつ言いながらも、シヴィルはあらためてクリスティーナにごたごたしたオフィスの一隅すみの古い肘掛け椅子をすすめ、自分は、革が破れて詰め物のはみ出したスツールをどこからか引っぱってきて、真ん前に腰を下ろした。

「で？　その、作ってくださる貸しってのは何なんですかね」

「まあそうあわてなさんな。ところでここは、情報を提供してやるお客に飲み物も出さないつもりかね？官かん僚りよう主義というのはまったく度しがたいな」

「わかった、わかりましたよ、もう」

　いらいらしたようにシヴィルは手をあげ、机の間を歩き回っていた若い女の事務員に、お茶を二人分と何か菓子を持ってくるように頼んだ。

「さ、これでいいでしょう。言っときますが、あの部屋にいたときと同じもてなしは期待しないでくださいよ。あれはあのときだけの特別サービスで、今のお茶だって、僕の給料から個人的な消費として差し引かれるんですから」

「そう恩着せがましくしなさんな。天引きされる君のお給料よりかは、いくらか価値のある話をしてやるから」

　やがて運ばれてきたお茶を一口含み、顔をしかめて渋い、と呟つぶやいて受け皿に戻しながら、クリスティーナは口を開いた。

「……例の、あのシオン騎き士し団の事件の件だが、その後、『魔術師シモン』については何かわかったのかね？」

「いいえ」

　待ってました、とばかりにシヴィルは身を乗り出した。

「まったく、何一つ、わかっちゃいませんよ。わかるのは、名前、〈魔術師シモンシモン・マグス〉というだけで、あとはすべてが謎のままだ。その名でさえ、あの男が、あの場で自称したものでしかない。あなたは彼と旧知の仲でいらしたようにお見受けしましたがね、ミス・モンフォーコン――〈パラケルススの娘〉にして、〈聖杯〉サン＝グラール殿」

「そうだ」

　答えたクリスティーナの声は、苦かった。そばにひかえていたレギーネが、紅い瞳ひとみをまたたいてちらりと主人に目を走らせる。腕にとまったバイロン卿が用心するように毛を逆立て、シヴィルに向かってキーッと歯をむいてみせた。

「あれは友人だ――かつての、な。

　いや、友人というよりは、ただの――そうだな、たまたま目的を同じくした者同士、という表現のほうが正しいかもしれない。少なくとも、私はあの男に友情らしきものを感じたことはなかったし、信じたことすら一度もなかった。

　その点は彼も同じことだったろうから、お互いさまだな。われわれは誰も信じなかったし、何も敬うやまってはいなかった。自分自身と、収集してきた知識以外は何一つ、心にとめたことなどなかった。求めているのは唯ゆい一いつ、神の、そして唯一の智と力のみで、それさえ手に入れられればほかの何を踏みにじってもかまわないと考えていた。もちろん、協力し合い、友と呼び合っていた目の前の相手も含めてね」



    

  
    
      



    

  
    
      「まあ、たいていの友情なんてそんなもんじゃないですか」

　シヴィルが無責任なことを言った。

「本当のところ、本当に真実かどうかを試される段になっても耐えられる絆きずななんてものが、この世にあるとは僕は思えませんね。残念ながら、そこまでロマンチストじゃないんです。うちのかわいいメリュジーヌは別ですよ、魔性の者との契約は絶対だし、魔性の愛もまた絶対なんです。破ったときには双方の死を意味しますからね。でも、そういうことでもないかぎり、単なる人間同士の友情に、さほどの価値があるとはねえ」

「無ぶ粋すいな国家公務員なんぞに人の情を語ったことが間違いだった」

　不機嫌そうにクリスティーナは言い、腹の上に手を重ねて背もたれに身体からだを伸ばした。

「まあとにかく、われわれは目的を――ある目的を――達成するため、その一点にのみ協力し、互いに努力し合うことを約束していた。契約、という方が好みなら、とにかく一種の契約を結んでいたと言ってもいい。虎とらと狼おおかみが、ハイエナとジャッカルが、お互いに結びあうような約束だったかもしれないが。

　とにかく、四、五十年ばかりはそれでうまく運んでいた――そう四六時中いっしょにいるわけじゃなかったし、なんらかの形で進展があった場合だけ相手のところを訪問したり連絡する形をとっていたものでね。私も彼も、あまり社交的ではなかったし、自分以外の他人には心底うんざりしていたものだから」

「ちょっとお訊ききしますけど、それ、何年くらい前のことなんです？」

　想いに沈みかけたクリスティーナに冷や水をかけるように、シヴィルが遮った。

「シオン騎き士し団の時に現れたあなたのご友人は、『三百年』とかなんとか言ってましたが。だいたい、彼氏、いくつなんです？　あなたが現在の見た目通りのご年齢じゃないのは承知してますが（ご婦人に対して年齢のことを口にするのは見逃してください、なんせ公務員の忌いむべき癖ってやつなんです）、彼氏のほうは何歳くらいなんですか？　あなたが初めて会ったとき、彼、いくつくらいに見えました？」

「そんなことがそれほど重要かね？」

　投げやりにクリスティーナは言った。

「君だって魔術師の端くれで、私が見かけ以上に年を食っているのを承知しているなら、私が初めて会ったときのあの男の見かけを説明するのがどんなに無意味なことかくらい、理解していてよさそうなものだがね。

　まあ少なくとも、見かけはさほど年寄りではなかったといっておく。当時の私と同年代に見えたが、まあ十中十、擬装だろうね。会ったばかりのころ、それまで自分こそ地上最高の魔術師だとうぬぼれていた私に、彼はきわめて有益なショックを与えたものさ。実に物知らずで、高慢かつ生なま意い気きな若造だったからね、私は」

　ふとクリスティーナは小さな笑みを浮かべた。

「今考えると、それこそ奴やつにとってはお宅のアレックス坊ぼつちゃんみたいに、花火や泥人形をもてあそんでいるほんの子供に見えたにちがいないな。それでも私を切り捨てなかったのは、そこそこ彼にとっては利用価値があると見込んだからなんだろうな。――まあ、そんなわけで、ほぼ百年ほどにわたって、断続的にわれわれは研究を続け、やがて、あと一歩で目標を達成する、というところまで行ったんだが」

「決裂しましたか」

「まあ、そういうことだね」

　両手を上げて、クリスティーナはぱっと開いて爆発の形を示してみせた。

「ばーん！　と、それでおしまいさ。そのころにはいくらか力をつけていた私は、全力をふるって奴を打ち倒し、逃げ出した。まさか殺せるとは思っていなかったが、少なくともしばらくは追っては来られないようにしたはずだったし、実際、三百年間そうだった。

　三百年。考えてみれば、あっという間だな。あいつと自分の血にまみれながら、雨の中を必死に走っていたことを昨日のことのように思い出すよ。魔術を使うだけの力も、精神力も、とうに絞しぼり尽くしたあとだった。これまで生きてきた中で、死というものにいちばん近づいた体験があれだね。ぜひ君も一度やってみるといい、セント・クレア君。原初的な生命と死の恐怖というものを、それはもう実感できるから」

「遠慮します」笑顔でシヴィルは言った。

「ところで、まだお話ししていただいてないことがあると思うんですが」

「なんだね？　言われたとおり、彼、〈魔術師シモンシモン・マグス〉と私のかかわりについては、これで全部話したつもりだが。まあ、話す必要のないと判断した部分は省いたが、それを話すとなるとまたなにしろ長くなるし、忙しい国家公務員の無為な時間を、これ以上浪費させるのも気の毒だと思ったものだからね」

「――〈聖杯〉サン＝グラールと、〈産霊者〉」

　ささやくようにシヴィルは言った。

　ぴくりとクリスティーナの眉が上がり、ゆったりと組み合わせた手にわずかに力がこもった。シヴィルはゆっくりとテーブルに手をつき、前に身を乗り出してきた。

「あなたは〈聖せい杯はい〉であり、〈聖なる血〉――イエス・キリストの血を体内に引き継いでいる、この世で唯ゆい一いつの人間だ」

　一言一言を区切るように、シヴィルは言った。クリスティーナはわずかに顔をそむけ、かすかにミントキャンディの香りのする相手の息を避けた。

「そういう、本来なら魔術なんてものからもっとも遠いはずの人間が、なんでまた〈パラケルススの娘〉なんて名乗って魔術師なんぞやってるんです？　そもそも、彼、〈魔術師シモン〉ととりあえず今は呼んでおきますが、彼が、あなたに目をつけたとき、あなたが〈聖杯〉だということに気づかなかったのはなぜですか？」

　クリスティーナは無言だった。

「〈聖せい杯はい〉――〈聖なる血〉――キリストの血脈」

　シヴィルは立ち上がり、大股に室内を歩き回り始めた。

「先日のシオン騎き士し団事件の時、彼は確実にあなた、〈聖杯〉と、そして〈産霊者〉――あなたのところの遼りよう太た郎ろう君――を、求めていた。なぜです？　さっきはぼかされましたけど、だいたい、あなたがたがいっしょになって求めていた目的ってなんなんですか？　それと〈聖杯〉と〈産霊者〉にはどのようなつながりがあるんです？」

「目的は世界征服、とでも言っておけば満足かな」

　平坦な声でクリスティーナは言った。

「それはそれは。あなたのように聡明なお方が目指すには、またなんとも陳腐ですね」

「人類がかかげる目的に、陳腐でばかげていないようなものがこれまで何かあったかね。あったら聞かせてもらいたいものだ。とにかく私は、そういう陳腐な考えに嫌気がさして彼に意見し、却下され、結果、喧嘩になって逃げ出した、それだけのことさ。なんの不思議なこともない」

「いや、ありますね」

　足を止めて、シヴィルはクリスティーナを見おろした。

「まあもし目的が世界征服だったとしても、まだあなた、つまり〈聖杯〉と〈産霊者〉がそれとどうかかわってくるのかは、話してくださってませんよ。

　もしも本当に世界征服を目指すんだったら、三百年前といえば十六世紀だ。ようやくあの頑固者のルターが、教皇に対して九十五個もつらつら文句を書きならべて、突き出すかそこらってとこでしょう。

　わが英国イギリスはそろそろ独自の道を歩みかけてたにしろ、まだまだカトリック教会が王侯貴族と同列の、あるいはそれ以上の権力をふるってた時代だ。そんなころに、手にすればどんなものよりも強力な――政治的にも、宗教的にも、もしかしたら戦力的にも――強力な武器になったにちがいない〈聖杯〉であるあなたを、彼は利用せずに放置し、そのまま三百年間も放っておいた。なぜです？」

　クリスティーナは聞いていないような顔をして窓の外を見ていた。

「それに」

　容赦なくシヴィルは追い打ちをかけた。

「シオン騎士団の事件でわれわれの前に現れたとき、彼はあなたに奇妙なことを言ってましたね。『私を殺せば、君も死ぬことになる』と。違いますか？」

「まあ言ってみれば、君とメリュジーヌの契約のようなものだと思えばいいさ」

　答えたクリスティーナの声は、どこか遠かった。

「なにしろ信頼関係というにはほど遠い間柄だったからね、私たちは。お互い相手に殺されないように、相手がこちらを殺せば相手も死ぬという魔術を双方にかけておいたのさ。そのどこがおかしい？」

「いいえ、解せませんね。あなたはさっき、『彼にとっては、自分なんぞそれこそアレックス坊ぼつちゃんなみの子供に見えたにちがいない』とおっしゃった。そんな力の劣った相手に、そんな危険な契約を結ばせるものですか？　もしかして、最初は一方的な契約だったにせよ、あるいは、あなたが力をつけてから平等なものとして契約したとしても、あなた自身がさっき『あの男を殺せるとは思っていなかったが』と口にされたばかりだ。『殺せるとは思っていなかった』ということは、『殺せるものなら殺しておきたかった』という意味にもとれますよね」

　クリスティーナは一いつ瞬しゆん眉をひそめたが、シヴィルはかまわずにつづけた。

「でも、〈相手を殺せば、自分も死ぬ〉という契約を相互に結んでいたのなら、相手を殺した時点で、自分も確実に死ぬ。けれどもあなたは生き残り、逃げた。逃げられる可能性があったからだ。そもそもあなたの性格から考えて、そんな信頼もしていない相手と心中なんて行為をなさるような方だとは、どうも思えないんですよ」

「君は〈評ひよう議ぎ会かい〉なんぞやめて、スコットランド・ヤードへ就職するべきだな」

　皮肉めかしてクリスティーナは言った。

「きっとリース警部のいい部下になる。それだけ人の話の隅すみから隅までほじくり返して楽しむのが大好きなら、間違いなくいい警察官になれるはずだ。善良なあらゆる犯罪者という犯罪者に嫌われる、ダニみたいな刑事にね」

「いや、僕は体力の方はからっきしですから。靴をすり減らして、裏町へ聞き込みに回ったりするのはどうも向きませんし。――で、どうなんです？　本当のところを、話してくれる気はあるんですか、ないんですか？　これじゃ貸しを作るどころか、『ねえパパ、もっと話してよ、それじゃお話にならないよ』と口をとんがらかしたうちの長老方に僕がせっつかれるだけですよ」

　クリスティーナは沈黙していた。シヴィルは今度は口を開かず、結ばれたままの彼女の形のいい唇くちびるを注視して、そこから次に出てくる言葉に息を殺していた。

「お嬢じようさま」

　沈黙を破ったのは、意外にもレギーネだった。

「お時間です。そろそろここをお出にならないと、開演時間に間に合わなくなります」

「おっと、そうだった。ごめんよ、セント・クレア君」

　沈みこんでいた椅子の深みから、勢いよくクリスティーナは飛びあがった。

「申しわけないが、今日はこれから行くところがあってね。とにかく話せるだけは話したから、あとは自分の用事に回らせてもらうよ、いいだろう？　君は真面目まじめな公務員として、このまま職務にはげみたまえ。その間に私はシャンパンを飲んでうまいローストビーフを食って、かわいい女の子の脚をたくさん見てくるから」

「ちょっ、ちょっと、ちょっと待ってくださいよ！」

　あわてて抑えようとしたが一いつ瞬しゆん遅く、クリスティーナはさっと壁際へ行ってふわりとインヴァネスをはおり、ステッキを取りあげていた。レギーネがさりげなくシヴィルと主人との間にすべり込み、すっと腕を上げてみせる。

「……ああもう！　わかりましたよ」

　銀髪の少女の細い腕に、月光の糸のような銀光が走るのを見て、シヴィルはあきらめたようにため息をついて額ひたいを撫でた。

「ひどい人だなあ、本当にもう。僕の苦労も知らないで。あなたの坊ぼうやから頼まれたあのシオン騎き士し団の女騎士の件で、僕がどれだけ走りまわったかわかってます？　実際、かなり苦労したんですよ、上を納得させるのは。この件を逆手にとってヴァティカンに殴り込みかけて、ついでにイタリアに恩を売っておこうなんて意見まであったんですよ」

「政治家の考えそうなことだ。ま、そのことについては礼を言っておくよ。じゃあ、そのお返しに、もうちょっとだけ話をしておいてあげようか」

　クリスティーナはすでに部屋を出かかっていたが、戸口で足を止めて振り向いた。

「うちの坊やが〈産霊者〉だか何だかという点は、すまないがお役に立てない。本当に知らないんだ、これは誓ってもいい。彼は日本の、ただひとり私の友人といえる女性から預かったただの坊やで、実家でもあまりのぼんくらぶりに愛あい想そうを尽かされ、追い出されて、英国イギリスへやってきたような、どうしようもないぼんやりな田舎者いなかものだよ。私から、彼について言えることは、今のところそれ以上のことはない。

　それと〈魔術師シモンシモン・マグス〉の名だが、少なくとも、奴やつはその名前でもって二千年近く知られているよ。聖書にも載ってる。聖書のどこらへんだかは忘れたが」

「魔術師シモン――シモン・マグス!?」

　思わずシヴィルは大声を出した。

「まさか本当に、あの聖書に載ってる〈魔術師シモン〉だというんですか？　聖シモン・ペテロに術比べをいどんで、宙に浮かんでみせたけれど神の力に打たれて真っ逆さまに落ちて死んだっていう？　でも、あのシモンは――」

「そう。君も魔術師の端くれなら知っているはずだね。聖書に書かれていることは、しょせんはその〈光の〉シモン、シモン・ペテロに有利なことばかりだ。しかし〈闇の〉シモンとされた男、魔術師、シモン・マグスもまた、実際に力と知恵を持つ強力な遣つかい手であり、ある種の思想を備えた者であることに間違いはなかった。そして今も」

　戸口を出つつ、シルクハットの下からきびしい横顔をクリスティーナは見せた。

「〈光のシモン〉シモン・ペテロは、イエスの一番弟子として天国の門の鍵を持つとされた。それなら、〈闇のシモン〉シモン・マグスの手には、どんな鍵が握にぎられていると思うかね？」

　扉が閉まった。

　シヴィルは茫ぼう然ぜんとしたままひとり取り残され、冷めてテーブルに置かれたままの紅茶を、焦点の合わない目をまたたいて眺めるしかなかった。



　　　２



　それから数日は、ほとんど何の動きもないままに過ぎ去った。

　少なくとも、表面上は何の変化もないかに思えた。玄くろ塚つか英えい慈じは自分でスパイだと公言しておきながら、これもまた自分で言っていたとおり、ほとんどスパイらしい真似はしなかった。モンフォーコン家には二、三日に一度、お義理のように顔を出すだけで、そのたびに山のようにマフィンやサンドイッチをつめこみ、食糧の管理予定が狂うとラドル夫人をぶつぶつ言わせ、二、三回は遼りよう太た郎ろうを追加の買い出しに走らせることとなった。

　来るたびに服装がどんどん垢抜け、しゃれたものになっていき、ついにはクリスティーナほど、とはいかずともある程度の伊だ達て男おとこになってみせたところは驚きだった。どうやら、スパイ用資金にたっぷり渡された金を好き放題に遣つかって、ロンドンのありとあらゆる遊び場という遊び場を制覇することに精を出しているらしい。パブからはじめていかがわしいクラブ、レビュー小屋、ダンスホール、入り口で五ペンス払えば誰でも入れるパーティ、ロットン・ロウでのご婦人鑑賞、ペルメル街での贅沢な店での買い物、その他もろもろ。毎日が楽しくて仕方がない、といった顔で、実際に遼太郎にもそう言った。

「まったく、遼太郎君、本家なんぞに生まれた君が可か哀わい相そうになってくるね。この大いなる遊興の都で、遊び回る金も暇ひまも与えられずに、勉強と修行に精を出すことを義ぎ務むづけられているなんて、目の前に湯ゆ気げの立つビフテキを置かれながら手も出せずにいる囚人と同じだよ。世せ間けんってものがこんなに楽しいものだとは思わなかったね、まったく」

「ああそうですか」

　遼太郎は適当な返事をしておいた。その時にはまたもや食糧の備蓄がなくなりはじめていて、明日にもラドル夫人から、小麦粉と砂糖と卵を至急買い出しに行ってこいと命令されるに違いないという、憂ゆう鬱うつな確信を得ていたのだ。

「楽しんでおられるみたいで良かったですよ。で、僕の勉強の進み具合はどう見えてます？」

「ん？　あ、うん、なかなかいいんじゃないかな。君はすごく真面目まじめそうだから、いちいち確かめなくてもちゃんと勉強してるってわかってるよ。だから本家のほうにはとりあえずそう書いて手紙を出しておいた。電報もいいんだが、あまりに早くつきすぎると、ここでの僕の貴重な時間があまりに早く終わってしまう気がしてね」

　つまりはできるだけ滞在を引き延ばし、物珍しいロンドンという大都会を味わいつくすまで、帰る気はないということだ。

　アレックスとは何度か鉢合わせしたが、お互いに相手のことは係わっても意味のない存在だと思い定めたらしく、英えい慈じは慇懃に挨拶をし、アレックスはあくまで偉大な魔術師が卑小な使い魔から受ける態度にふさわしいといった様子で、重々しくうなずいてすませるのが常だった。ちなみにこの二人が鉢合わせした日は、予期せぬお茶菓子の消費量は三倍近くにものぼった。

　クリスティーナはといえば、ほとんど出かけていた。いつものように昼近くまで寝ていて、そのあとはレギーネを連れて出ていき、朝方まで帰ってこない。屋根裏部屋のベッドでうとうとしながら、遼りよう太た郎ろうは、夜明け近くに玄関ドアがそっと開き、閉まるのを何度か聞いた。彼女の夜間の外出は、これも珍しくないと言えば言える。けれども、玄くろ塚つか英慈がはじめてやってきた日に受けた警告のことを考えると、遼太郎は何となく落ち着かないものを感じた。

「あんまり悪い人じゃないみたいですね、兄さま」

　とお皿を拭きながら和かず音ねが言った。

　英慈がいつものように、いなごのような勢いで午後のお茶を食い荒らしていったあとだった。シシィはスプーンを一本ずつ受け取って拭いては注意深く箱に並べ、美み弥や子こもめずらしく席に残ったまま、皿を集める遼太郎に手を貸している。

「なんだか間諜スパイとかなんとかおっしゃってましたけど、ちっともわたしたちのことに関心なんてお持ちでないみたいだし。気になるのはラドルさんのマフィンと、サンドイッチの中身だけみたいで」

「どうせ玄塚の人間なんてそんなものですわ」

　遼太郎に汚れた皿の山をぽいと渡し、落としかけてあわてるのを見ながら美弥子が鼻を鳴らした。本家に次ぐ大家の赤あか羽ばね家の娘らしいといえば言える態度だった。

「自分でも言ってましたもの、あんまりできが悪いんで、ほかに使えるところがなくてわたしたちのようすを見によこされたって。ご覧なさいな、いつも、来るたびに洋服が派手になって、香水のにおいまでさせて、男のくせに、みっともないったらないですわ。自分が能なしだとわかっているならいるで、少しは努力する姿し勢せいでもみせればいいのに、そんなことさえしないんですから。あれは、ただのだらしない遊び人です。くだらない」

　たっぷりと軽蔑をこめて言ってから、すばやく遼太郎を一瞥して、

「もちろん、だらしない方はここにも一人いらっしゃるようですけど。……遼太郎さん、そちらのお茶器、まだ集め終わりませんの？　シシィちゃんはもうすっかり、スプーンもケーキ挟みも綺麗に磨いてしまいましたわよ」

「……はいはい」

「りょーたろー、おそーい」

　シシィがきゃっきゃと笑い、リトルが甲高い声で同調する。

　ため息つきつき仕事をこなしながら、遼りよう太た郎ろうは、日に何度かは必ず思い返すあの謎の声と白い顔の警告を、皆に話してしまうかどうか迷った。

（……玄くろ塚つかの者に気をつけろ）

（……玄塚英えい慈じに、気をつけろ）

　いったい何を、どう気をつけろというのか、言っておいてくれてもいいのに、とうらめしく思った。警告するならするで、もっと具体的に言ってくれなければ参考にもなんにもならないではないか。

　だがこのひねくれものの女主人の支配する家で暮らすうちに、世の中とはそういうものだとのある種の諦念を持つようにもなっていた。要するに、誰かがこの件について危惧を抱いており、どうやらそれは自分たち――か、あるいはクリスティーナ――の味方をしてくれる気があって、こちらとしてはとにかく彼に注意を怠らないようにすればいい、というだけの話だ。

　やはり、美み弥や子こたちに話して、不必要に不安をあおるのはやめたほうがいい。玄塚英慈が実に不真面目まじめなスパイである、もしくはそのふりをしている、というのを見せられて、彼女たちは少しずつ安心し始めている。その安心を、わざわざ打ち壊すようなことをする必要はない。今はまだ。

（僕が気をつけていればいい。警告は、僕に与えられた）

　ということは、遼太郎に玄塚英慈に注意を払う役目が与えられた、と解釈していい、ということだ。あの声の主が玄塚霧む月つき――あの吸血鬼ヴアンパイアの青年――だとしての話だが。

「何をぼんやりなさってらっしゃいますの」

　美弥子のきつい声が飛ぶ。

「これ、そちらに重ねてラドルさんのところへお持ちしてくださいな。落とさないように気をつけて、あっ、あっいやっ、ああっ」

　憤然と突き出したケーキ皿が、勢いがつきすぎてぐらりと手の上で傾く。高価な磁器が崩れおちてこなごなになる寸前に、遼太郎はあわてて床に身を投げ出し、間一髪で皿の山を救出した。

　落っこちた皿の一枚がまともに脳天にあたり、目の前に星を飛ばす。目を回している遼太郎を見つめ、和かず音ねとシシィがいっせいに美弥子を見た。

　美弥子は真っ青になって、それから真っ赤になり、それからつん、と横を向いた。

「な、なんですの。遼太郎さんがちゃんと受け取らないから悪いんですわ。わたくしのせいじゃありません。わたくしはちゃんとお手伝いしているんですもの」

「あの、その……うん、ありがと、美弥子さん」

　いててて、といわないように気をつけながら、遼りよう太た郎ろうはなんとか無事にすんだ皿を拾い集め、注意深く腕に抱えた。

　――彼女たちを守らなくてはならない。

　この家を、僕の家族を、大切な人たちを、なんとしても、守らなくてはならない。

「手伝ってくれてありがとう。助かったよ。あとは僕がやるから、みんな、夕食まで好きにしててくれていいよ。ラドルさんがそろそろじりじりしはじめてるころだし」





「やあ、こんばんは。遼太郎君」

　玄くろ塚つか英えい慈じが訪ねてきたのはその翌日の夜、夕食が済んで後かたづけも終わり、遼太郎がほっと一息ついていたころだった。

「いったいどうしたんです？　いつもはもっと早く来るじゃありませんか」

　正直言って、迷惑だった。ラドル夫人はもう台所を片づけ終えて、帰ってしまっている。下働きの遼太郎としてはひととおり食器をしまって、夫人が残していったメモのとおり明日の朝食の下準備をし、それが終わったら、早起きに備えてとっととべッドに入るのが通例なのだ。さすがにもう慣れて、バイロン卿に叩き起こされなくてもよくなっているとはいえ、少ない睡眠時間は少しでも多く確保しておきたい。

「いや、何ね、君もたまには夜のロンドンに遊びに出たいだろうと思って」

　英慈は気き取どってくるくるとステッキを回してみせた。クリスティーナの向こうを張ってか、ぴったりとした細身のズボンに赤い絹のヴェスト、礼装用の革靴、流行の型の帽子につややかな黒のディナー・ジャケットで、いっぱし伊だ達て男おとこを気取っている。

　しかし女としての目を奪うばうほどの美貌とあいまって、悪趣味の先端を行っているという点ですさまじいなりに目をひかれるクリスティーナと違い、遼太郎の目には、英慈のかっこうはどこか身にそぐわないものに思えた。白人とアジア人の違いかもしれないが、どことなく、あまり品のよくない仮装パーティの残り物めいて見える。すでに寝じたくをしかけていた美み弥や子こと和かず音ねが、迷惑そうな顔を隠さずに階段から顔をのぞかせた。

「やあ、お嬢じようさんたち」

　英慈は明るく帽子を上げてみせ、遼太郎がよろけたほどの勢いで肩をつかんでそばへ引き寄せた。

「ちょっと彼を借りていくが、いいかね？　勉強もいいが、男には、社会勉強ってやつも必要だっていうのが僕の持論でね。ここじゃ、あまりそういう講義はやってもらっていないようだから、僭越ながら僕が講師役を買って出ようっていうのさ。ミス・モンフォーコンはご在宅かね？」

「クリスティーナさんでしたら、夕食前からどこかへお出かけです」

　遠慮がちに顔を出した和かず音ねが答えた。

「このごろはいつもそうです。どちらへ行かれたかは、わたしたちも知りません」

「そうかい、それじゃ、まずは先生の目を盗んで脱出、ってところから始めようかな、なあ遼りよう太た郎ろう君」

　頬ほおを擦りつけんばかりに身を寄せてくる。柑橘系の強いコロンの匂いが鼻を刺し、遼太郎はあやうくむせそうになった。

「君だっていつもいつも勉強ばかりじゃ息がつまっちまうだろう。『勉強ばかりで遊ばないとジャックは駄目になるAll Works no play makes Jack a dall boy』ってのを知ってるかい？　いい大人になるためには、いい遊びってものを学ぶのも大切なんだ。今夜はそれを講義してやることにするよ」

「ちょっとお待ちになって」

　階段を一歩下りて、美み弥や子こが厳しい声を出した。

「いったいどうなさるおつもりですの？　本家、それにうちの家や青しよう野のの家から何を言われてきたのか知りませんけれど、こちらで遼太郎さんの身を預かっていらっしゃるのはクリスお姉さまですわ。そのお姉さまの許可も得ないで、遼太郎さんを連れ出すなんて。しかも、こんな真夜中に」

「ああ！　本当に育ちがよくていらっしゃるんですね、赤あか羽ばねのお嬢じようさん」

　いささか哀れみのこもった声で、英えい慈じは慨嘆した。

「世せ間けんでは、いまごろをまだ『宵の口』というんですよ。まだ十時にもなっちゃいないじゃありませんか。夜はこれからなんですよ、そして、本当の大人の世界ってのはこれから始まるんです。僕はちょっとそれを遼太郎君に教えてあげるだけですよ、朝までにはちゃんとお返ししますから、ご心配なく。あ、クリスティーナ嬢にもし見つかったら、僕がむりやり連れ出したんだから遼太郎君を叱らないであげてくださいって言い訳しといてあげてくださいね、それじゃ」

「お待ちなさい！」

　美弥子の刺すような声をものともせず、英慈は遼太郎を押すようにして玄関から出ると、待たせていた馬車に飛び乗った。「出してくれ！」と命令する。

　ピシリと鞭むちが鳴り、車ががたがたと石畳を踏み鳴らすと同時に、遼太郎は後ろを振り返ってみた。美弥子が夜着と裸足のままで、夜道に飛びだしてくるのが見えた。あとから和音も、白い襦袢一枚の姿で走り出てくる。開いたままのドアからもれる灯あかりに半面を照らされて、二人の少女の白い顔は、どちらもひどく不安そうだった。

「ふうっ！」

　そんなことは気にもかけず、英慈は大きなため息をついて、気楽そうに座席によりかかった。

「なんとか脱出完了だねえ、遼太郎君！　いや、急にこんなことをするのは許してくれたまえよ。なんせね、君があんまりあそこでいじめられているようだから、たまには息抜きさせてあげようと思ってさ。あの手厳しい婚約者いいなずけ殿に、お兄さまべったりの妹さんに、ずいぶんわがままそうなお師し匠しよう様だろう。ああ、待った、弁護なんかしなくていいよ。これでもちゃんと僕だって、見ることは見ているんだ。ミス・モンフォーコンとやら、君に魔術を教えているのやら何やら知らないが、とにかく家事手伝いだけは十二分に実地教育で学ばせているみたいじゃないかね？」

　反論しようとしていた遼りよう太た郎ろうは真っ赤になって口を閉ざした。

「とにかく」となめらかに英えい慈じは言葉をついだ。

「僕としちゃ、君にもちょっとは若い男らしい楽しみを教えてあげたいっていうだけのことさ。この素敵な大都会のロンドンにいて、夜遊びの一つもしたことないなんて男の恥だぜ。どうせ台所の片付けが終わったあとは、家中のランプと蝋燭を消して回って、台所や浴室で明日の朝の準備をして、やっとベッドに這いずり込む、そういう程度だろう？」

「そんなことありません」

　実はまさにその通りだったのだが、反射的に遼太郎は言い返した。

「僕だって、夜に外出することくらいあります。……そりゃあ、一人でってわけじゃなくて、伯はく爵しやく夫人が誘ってくださったり、クリスティーナが美み弥や子こさんたちを連れて観劇に行ったりするのについていったり、ってことですけど」

「はっはあ！　だが、その行き先はどこだね？　エクセター・ホールの、お上品な慈善コンサートかい？　ドルリー・レーンの勅許劇場シアターで、カビの生えたシェイクスピアでも眺めて居眠りをする程度かな？　僕らがこれから行くのは、そんなくだらない場所じゃない。ミュージック・ホールさ、それも、現時点でロンドン最高の演だし物の観られる」

「ミュージック・ホールくらい、僕だって行ったことありますよ」

　むきになって遼太郎は言った。「〈パレス〉とか、〈エンパイア〉とか――」

「だが、入ったのはどうせお上品なボックス席だったろう？」

　馬ば鹿かにしたように英慈は指を振ってみせた。

「とんでもない！　人生の真実はね、君、いつでも二階席や天てん井じよう桟さ敷じきの喧けん噪そうの中にあるんだ。あの騒々しさのなかにうずもれてみなくちゃ、真にロンドンを楽しんだとは言えないね。外の通路じゃすてきな美人がお尻を振ってるし、オレンジの皮は降り放題、世せ間けんってものは、そうおきれいにはできてないってことなのさ。そして男ってものは、そういう部分も楽しむことによってよりいい男になるんだ。まあ楽しみにしてなって」

　親しげに遼太郎を引き寄せ、また鼻をつく柑橘系のコロンの匂いをつんとさせながら、英慈はささやいた。

「今夜はそうめったには観られない物を見せてあげるよ。切符がやっと手に入った。まったくすごい、中に入りこむのさえ難しいくらいの大入り満員なんだ。あれは一生に一度は観ておかないと損をするぜ、間違いない」

「いったいどこへ行こうって言うんです？」

「ラーオ博士のサーカス」

　そう英えい慈じが答えた瞬間、遼りよう太た郎ろうの背せ筋すじに、なにか説明のできないいやな予感が走った。

　黒く焼けこげたチラシとにやにや笑った道どう化けの顔、踊り子の白い脚。

　クリスティーナの、あの厳しい顔つき。

　そして姿のない警告。

（どうやら奴やつが仕掛けてくるようだ）

（……玄くろ塚つか英慈に、気をつけろ）

　――気をつけろ。

「どうしたんだい？」

　ぶるっと身震いした遼太郎に、けげんそうに英慈が尋ねた。

「いいえ」

　無理に声をおさえて遼太郎は言った。

「なんでも――ないです。わかりました。行きましょう」

　――大丈夫だ。僕が、守る。

　僕が、みんなを、守る。

　馬車はがたがたと揺れながら、しだいにロンドンの裏町へと入りこんでいく。
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　馬車は一時間ほど走って、やがてコヴェント・ガーデンの近くでとまった。

「ここからは歩きだ」と御ぎよ者しやにチップを渡しながら英慈は言った。

「何より道が狭いし、混みようがただ事じゃないもんでね」

　そして何歩も歩かないうちに、遼太郎はその言葉が正確どころか、ごく控えめであったことを思い知らされた。

　品の良いお歴々が行き来する劇場シアター街であるノーサンバランド・アヴェニューと違って、ここの民衆たちは自分が少しでも前に進み、早く劇場にたどり着いていい席を確保すること以外なにも考えていなかった。

　道の広さと道路状態も雲泥の差。目的の場所に達するよりはるか以前に、猛烈な人の渦にまきこまれて、遼太郎は身動きが取れなくなった。必死にじたばたしても、足自体が地面につかないのではどうしようもない。ものすごい汗と垢と、その他の雑多な体臭を発する人々にもみくちゃにされながら、彼らが怒ど鳴なりかわすのをただきれぎれに耳の端でとらえていた。

「押すんじゃねえ！　押すんじゃねえ！　まだ席はあるってよ！」

「冗談言っちゃいけねえ、おっと、おいらの帽子を取りやがったな！」

「早く進みやがれ、こののろま野郎！　根っこが生えるまでここに立たせとく気か？」

「ジャック、ジャック！　あたいのボンネットはどこへやったんだい？」

「お母ちゃん！　ディックがあたしのお菓子とったよう！」

「やれやれ。ほら、こっちだよ、遼りよう太た郎ろう君」

　子供の泣き声、笑い声、怒号にかん高い挨拶、もうそれだけで目が回りそうになっている遼太郎を、襟えり首くびつかんで英えい慈じが引っぱり出してくれた。

「どうだい、ほんものの民衆のエネルギーっていうのはこういうものを言うんだぜ。お上品なシェイクスピアだの、モーツァルトだの見聞きしているだけじゃ、とうてい本当の勉強をしたとはいえないのがわかったろう。さ、こっちだ、おいでよ」

　押し合いへし合いする群衆を蛇なみにするするとくぐり抜け、人々が殺到する当とうの劇場シアター――あるいは、演芸場ミユージツク・ホール――にたどりつく。

　伯はく爵しやく夫人やクリスティーナに連れられてときおり行く豪華な劇場とは、似ても似つかない建物だった。黒くすすけた前面は、もともと二軒のパブか下宿屋をくっつけただけと見えて、でこぼこして調和も何も取れておらず、そこに、派手な色づかいで描いた看板やポスターが、べたべた隙間もなく貼りつけてある。

　舞台衣装の歌手がポーズを取ったり、民衆向けの戯れ歌の歌詞が下手な天使や薔薇の絵といっしょに書きつけてあるのを眺めて、中でももっとも目立っているポスターに気づいて遼太郎はぎくっとした。そのポスターは周囲の有象無象を圧倒し、ホールの壁全面を侵食せんばかりのいきおいで、べったりとあちこちに貼りめぐらされている。



『ドクトル・ラーオの珍ちん奇きと驚きよう異いの技芸団』



　真実の向こうにある魔法と驚くべき技芸の数々！

　一生忘れられぬ光景をあなたにお約束いたします。

　どうぞわれわれの劇場に足をお運びください！

　出演　ジョリー・ナッシュ、歌姫ヴェスタ・ティリー、楽団とホーンパイプ・ダンス

　　　　フィレンツェの華はな、フェリーチェ・フロー・フローレス嬢じようによる離はなれ業わざの数々



「あの……英慈、さん、あれ――？」

「うん？　ああそう、あれさ」

　ちらっとそちらへ目をやって、英慈は自慢そうに顎あごをあげてみせた。

「あれこそ今夜の最大のお楽しみにして希代の演し物、最高の美人による最高の離れ業が見られる舞台さ。ここに押し寄せてくる善男善女たちは、誓って彼女を見に来てるんだと言っていい。ロンドンの奇跡！　翼つばさあるエアリエル！　彼女こそ魔法だよ、遼りよう太た郎ろう君、少なくとも男にとってはね」

　片目をつぶり、とまどう遼太郎をぐいぐいと押して前に連れていく。

　劇場シアター前は、そこへたどり着くまでのにさらに輪をかけた混雑ぶりだった。スパンコールで頭からつま先まで飾りつけ、まるでまがい物のドラゴンのようにギラギラ輝いている女が、押し寄せる群衆を手際よくさばいている。

　が、英えい慈じがそっとわきへ入り、劇場の入り口に立っていた男に一言二言話してなにか手に隠したものを渡すと、男は歯を見せてにたりと笑い、一歩下がって大きな身体からだでふさいでいた入り口をあけた。

　その間、また人の渦に巻きこまれないようにしながら、灯ひのついていない街灯の下で遼太郎は足をもじもじさせていた。何もかも新鮮で新しい、と言えば言えたが、今のところ、あまり歓迎できる経験にはなりそうもない気がした。

　それに、そうだ、こんなところをジンジャーに見つかったらどうなるだろう。

　そう思うと、鼻の奥にがんと殴られた時の衝撃がよみがえってきて思わず鼻をこすった。〈夜のロンドン〉の王女である彼女は、ロンドンの夜をうごめく者たちを統べる〈女主人〉の愛娘、魔女姫メガエラである。

　もし遼太郎が女の子の脚や、胸むねや、その他いろいろな場所を見にこんなところへ来ていると知ったら、顔面へのパンチ一発だけでは済まないような気がする。それは美み弥や子こや和かず音ねもたぶん同じだろうが。先日、クリスタル・パレスへ四人で行ったときの、実に理不尽な扱いが蘇り、やっぱり来るんじゃなかった、と露骨なポーズを取っている踊り子のポスターを見あげながら憂ゆう鬱うつな気持ちを噛かみしめているとき、ふと目の先に、黒い影がよぎったような気がした。

（ジンジャー!?）

　一いつ瞬しゆんぎくっとしたが、あの赤毛の小さな魔女には少しばかり、いや、かなり大きすぎる。すり切れた毛織りの黒い外套をすっぽりとかぶった男で、潰れた帽子を鼻先まで引き下ろし、立てた襟えりに顔の下半分を埋めていて、見えるところは少しもなかった。

　手にはぼろぼろの革手袋を嵌めていて、それでしっかりと外套の前を押さえている。背中を丸め、腰をかがめて歩いているせいであまり目立ってはいなかったが、まっすぐ立てば、かなりの大男にちがいないと思われる異様なまでの威圧感があった。

「やあ、待たせたね」

　反射的にあとを追おうとしたが、ちょうど狙ったように、英慈が紙切れを振りながら戻ってきた。黒い大男の姿は、たちまち人混みのなかにまぎれてしまった。

「話はちゃんとつけてあったはずなんだが、あの男が渋りだしてね――仕方がないから、相場の二倍払うはめになったよ。だが、いい席を確保できたから期待してくれたまえ。さ、ほら、早く来たまえよ」

　人々が押し合いへし合いする階段をさっさと上がり、入り口に、ドアがわりに垂らされた帆布を持ちあげる。

　中から調子はずれな音楽と、耳を聾する怒ど鳴なり声や笑い声の合唱がもれてきた。ぽかんとしている遼りよう太た郎ろうに、英えい慈じは世慣れた男らしく哀れみと同情と優越感の混じった顔で、軽く鼻を鳴らしてみせた。

「早くしないと、他のやつらまでいっしょにもぐりこもうとしてくるぜ。中はもうほとんど満員なんだ、これ以上詰めこんだら、二階席や天てん井じよう桟さ敷じきが崩れおちちまう。こんな人混みに埋もれて、圧死したかないだろう？」

　遼太郎はあわててあとに続いた。

　後ろでばさりと帆布が降りると、ぎらぎらまたたく獣脂蝋燭の赤っぽい光と、食べ物と汗と人いきれのまじったむっとする空気に頬ほおを張りとばされた。狭い場所にこもった分、さらにひどくなった喧けん噪そうに、頭が花崗岩を詰めこんだ回し車のように唸うなりだす。

「ほんとなら天井桟敷がいちばんこういう場所を楽しむのにはいいんだが」

　遼太郎を引っぱってぎしぎしいう階段を上りながら、英慈は実に気楽そうだった。こういった場所に慣れた人間らしく、ほとんど切れ目なくしゃべりながらも、狭い通路ですれ違う人々に陽気に挨拶し、罵ば声せいには罵声で返し、流し目を送ってくる肌もあらわな女たちには、舌を鳴らして片目をつぶってみせている。

「しかし、どうやら初めての君には刺激が強すぎるようだから、妥協して二階席にしておいたよ。一階席だと、ときどき天井から降ってきたオレンジの皮だの、ピーナッツの殻だのが頭に当たるんだ。たまに人間が落ちてくることもあるし、下手な歌手が出てきたときの、殴り合いの喧嘩に巻きこまれる危険も増える。まあ、今夜は、フェリーチェ嬢じようを見に来た奴やつらがほとんどだろうから、あまり乱暴なことにはならないと思うがね」

「フェリーチェ嬢って？」

　このころにはすっかり頭がぼうっとしていた遼太郎は、剥げちょろけのクッションが申しわけ程度に置かれた座席に押しこまれながら尋ねた。

「見ていればわかるよ――さあ始まる――そら！　楽団のやつらが、ドンドンブカブカやり始めたぞ」

　座席の灯あかりが消され、舞台を照らす照明だけが残されても、観客の喧噪はいっこうに止まなかった。むしろ勢いを増したようで、「おい、そこのカーテンを早くあげやがれ！」（緞帳のことを指していると思われた）「かき鳴らし屋ども、景気のいいとこを一発やってみせろやい！」と両手を口にあてて叫ぶ客たちがあとをたたない。さらに、頭上の天井桟敷では、切れ目なく床をぎしぎし言わせながら「ビル・ジョーンズやあい！　そこにいるかい？」「帽子を投げたぜ！　俺の席はそこだ！」「黒ビール、黒ビール！　くーろーびーるはいーかーがー！」「だれか、途中で帰るって人はいないかい！　一ペニーで半券を買うよ！」と、ひっきりなしにわめきあっている。楽団が何かやっているのかもしれないが、音楽どころか音そのものが喧けん噪そうにすっかり圧倒されて、金管楽器の調子はずれな音が、ときおりカラスの鳴き声のようにかん高く鳴りひびくだけだ。

　ぱらぱらと紙くずのような物が降ってきて頭に当たり、ピーナッツの殻であることを明らかにした。英えい慈じが上の座席から降ってくるものについて語ったのが真実であると証明されたわけだ。きっとそのうち、オレンジの皮やら人間も降ってくるにちがいない。髪についた殻をつまみとり、遼りよう太た郎ろうは熱い粘土を詰められたようにぼんやりずきずきする頭をかかえながら、どうしてうかうかついてきたりしてしまったのか後悔した。

　英慈はこういう場所が好きなのかもしれないが、少なくとも、自分の趣味ではないようだ。普段、エクセター・ホールやドルリー・レーンの舞台で見るものが退屈でないとは言わないが、少なくともあそこでは、こっそり居眠りをするだけの静けさと、座席の快適さは確保されている。こんな場所では、大幅に削られることが確定している睡眠時間を、少しでも補おうとするだけ無駄というものではないか。

「あ、そら――始まるぜ」

　英慈が肘でわきをつついたときにも、遼太郎はほとんど期待などしていなかった。ただもう早く演目のすべてが終わって帰りたい一心で、フェリーチェ嬢じようのことも、あのポスターのことも、『ドクトル・ラーオ』という名前についてクリスティーナが示した厳しい顔つきのことも、ほとんど忘れてしまっていた。

　最初に出てきたのは細長い顔をした貧相な男で、杖をつき、貴族階級を戯画化したような服装と大げさな片かた眼め鏡がねをはめて、ステッキで舞台を打ち鳴らしながら、戯ざれ歌らしきものを歌った。遼太郎には半分も理解できなかったが、観客と、それから英慈には十二分によくわかっているようで、各連スタンザの終わりに来ると、いっせいに声をしぼって「バイ、ジンゴ！」と怒ど鳴なった。天てん井じよう桟さ敷じきが足踏みで軋み、ぱらぱらと埃が落ちてくる。遼太郎としてはますます帰りたい気持ちが増すばかりだった。

　そのあとも、辛つらい時間は続いた。最初の歌手がひっこんだあとも、白粉おしろいをはたいた、太った女歌手が登場してしなを作りながら脳天に突きささるような声で何やら艶めいた歌を歌う。汚れたタイツとまがいものの毛皮を身につけた大男が出てきて、太い鉄棒や炉格こう子しを自由自在に曲げ、さらに、客席から渡された火かき棒を複雑な形に曲げてみせる。蝶結びのような形になった火かき棒が持ち主に返されると、観客は羨望のため息をつき、再びオレンジの皮と喝采を舞台に投げつけた。馬の曲乗りをするという小男が出てきて、小さなポニーの背中に片手で逆立ちして走りまわったり、ポニーを走らせながら空中でとんぼ返りをして吊された輪を飛びこえる。

　熱気と悪臭はますますひどくなり、喧けん噪そうは耳も割れんばかり。もっと静かで、疲れていないときなら遼りよう太た郎ろうももっと舞台上で行われているはなれわざを楽しめたかもしれないが、周囲の人間が総立ちになり、両手を振りまわしてわめき叫んでいる状態では、そもそも何がどうなっているのかさえよく見えない。

　英えい慈じはとうの昔に連れのことなど忘れてしまっているようで、すっかり舞台に熱中して陽気に手を叩いている。頭からピーナッツの殻を払い落としながら、遼太郎は、このままそっと席を外して、先に帰ってしまうのは失礼に当たらないだろうかと考えた。

　と、その時、ひときわ明るいライトが舞台をぱっと照らし出した。

「淑女方、紳士諸君！レデイース・アンド・ジエントルメン！」

　舞台の上に、まるでビリヤードのボールのようにまるまると太った男が立っていた。

　縦も横も斜めも、ほとんど同じサイズがあるように見える。頭はすっかり禿げあがって耳の後ろに申しわけ程度の灰色の髪がひとつまみあるばかり。赤いスパンコールを隙間なくくっつけた巨大な蝶ネクタイで太い首を隠し、派手な青いジャケットははちきれんばかりに肉で膨らんでいた。

「お待たせいたしました！　本劇団、『ドクトル・ラーオの珍ちん奇きと驚きよう異いの技芸団』がお贈りいたします、フィレンツェの華はな、地上の天使、フェリーチェ・フロー・フローレス嬢じようをご紹介いたします！」

　場内、割れんばかりの拍手。口笛とピーナツの殻が飛びかい、怒ど鳴なり声と「待ってました！」の声がこだまする。

　降ってきたオレンジの皮に頭を直撃され、憤然と後ろを向こうとしたとたん、舞台にふわりと現れた妖精のような姿に、遼太郎は一いつ瞬しゆん何もかも忘れて、前に身を乗り出した。

「どうだい、あれが今夜の花はな形がたさ」

　押し殺した声で英慈が言った。

「すばらしい美人だろう――まさに、すばらしい。驚異とはこのことさ。演技が始まれば、ますますそう思うようになる」

　舞台の上にはいつのまにか二台の空中ブランコと、二本の綱渡り用の綱が、段差をつけて準備されていた。どちらも目が回りそうに高く、ことに高い方のブランコはゆうに三十フィート、それより少し低い綱渡りの綱でも二十五フィートはあっただろう。

　もし落ちたら、と考えるだけでも、寒さむ気けを覚えるような高さだった。二階席から見るブランコの棒も綱渡りの綱も、どちらもマッチ棒ほどの太さにしか見えない。あんなところで、いったい何ができるというのだろう？

　現れた少女は、なんの恐怖も覚えていないようだった。空中ブランコの高い方を片手に引き寄せ、笑顔で観客の歓声に応こたえている。

　すばらしい金髪を丁寧にカールして、白い薔薇とリボンで飾っている。小さな白い顔は、ここからでは宝石箱の中に落とした一粒の真珠のよう。ほっそりした身体からだをサテンのタイツと胴着ボデイスでおおい、ラメの入ったチュールと、ひらひらのレースが雲のように身体を包んでいる。

　小さなつま先にはスパンコールとビーズで飾ったバレエ靴がきらめいて、衣装の派手さとあいまって、熱帯のあざやかな鳥がそこにとまっているかに見えた。

　楽団が期待させるようなドラムロールを開始した。少女はブランコの棒をつかむと、ぐっと身体を曲げ、一度大きく身をそらすと、勢いをつけて足台を蹴った。

　あっと声をたてそうになったのを、遼りよう太た郎ろうはあやうくこらえた。たちまち棒が折れ、空中に投げ出される少女の姿を想像したのだ。だが、そんなことにはならず、少女は大きく空中を横切って反対側の低い方のブランコに到達すると、ひらりと空中で向きを変え、あっという間に新しいブランコに飛び乗って、悠々とまた宙を飛んでいった。

「フェリーチェ！　フェリーチェ！」

　熱狂的な歓声が交錯する。

　フェリーチェ嬢じようはにっこりと手を振ると、腰をおろした姿し勢せいからするりと（ブランコに乗ったまま）立ち上がり、とんとバレエ靴でブランコを蹴った。

　女たちがはっと息を呑む。見慣れているとはいっても、もしかしたら、という恐怖と期待はいつでもついてまわるものだ。



    

  
    
      



    

  
    
      　しかしフェリーチェはまるで重さのないもののようにふわりと綱渡りの綱の上に着地し、その上で、脚を頭に着くまで高く上げたバレエのポーズをとった。そのまま、片脚だけで優雅な旋回ピルエツトをくり返しつつ綱の端まで進む。髪に飾った薔薇がはらはらとこぼれ、舞台の上に舞い落ちる。

　綱の端まで行ってしまうと、ぐらりと身体からだを傾け、落ちると見せかけて、低い方の綱にひらりとぶら下がってポーズを取る。

　くるりと前転してふたたび綱の上に立ったときには、観客の悲鳴と歓声は小屋を破裂させんばかり。綱も、ブランコも、まったくたわみもゆるみもしておらず、少女はまるで重さなど持たないかのようにかろやかだった。

　後ろになびく長いリボンを妖精の羽のようにひらめかしつつ、少女はこともなげに前転、後転、ジャンプ、回転、そしてまたブランコへ、綱へ、ブランコへ、と自由自在に飛びまわり、しまいには綱もブランコも消え去って、空気そのものが彼女を支えているかのように見えた。翼つばさある空気の精エアリエル、まさに彼女はそのものだった。帰ろうとしていたことなどすっかり忘れ去って、催眠術にかけられたように遼りよう太た郎ろうは目の前の妙みよう技ぎに見入った。

　とうとう演技が終わった。フェリーチェ嬢じようは最後にとりわけ優雅な宙返りと回転を見せ、ほとんど音も立てずに舞台に降り立った。両手をかかげ、満面の笑みを浮かべて観客の大喝采に応こたえる。惜しみなく拍手を送りながら、遼太郎はこの驚くべき少女をもっとよく見ようと、手すりに身体を押しつけた。

（……あれ？）

　だが、目をひかれたのは違うものだった。一階の、桟さ敷じき席せきのまっ黒な人混みのなかに、妙みように目立つあざやかな金髪と銀髪の頭が並んでいるのが目に入ったのだ。

（クリス……ティーナ？　レギーネ？）

　妙技を見ている間は忘れていた、あのチラシとクリスティーナの厳しい顔つきがたちまち脳裏に戻ってきた。

　もっとよく見よう、と手すりから身を大きく乗り出したとたん、下から女客の悲鳴と、男たちのはげしい怒号が聞こえてきた。

「おい、てめえは何だ？　何しやがる！　こいつ……ごあっ」

　どさっ、と人の倒れる音と、肉のぶつかる鈍い音。女たちが子供を抱え、金切り声を上げて逃げていく。何人かの男が折り重なるようにして止めようとしているが、その男の動きはまったく鈍る様子をみせなかった。

（――あいつ……！）

　黒い外套、帽子、巨大なその身体。劇場シアターに入る前、ふと目にとめて気になったあの妙な大男に間違いなかった。そいつが、舞台の上ですくみあがっているフェリーチェ嬢めがけて、観客たちを左右に投げとばし、振り払いながら、まっすぐ突き進んでいる。

「奴やつ、フェリーチェ嬢じようを狙ってやがるぞ！」

「おい、警さ察つはいねえのか、警さ察つは！」

「そんなこたあどうでもいい、つかまえろ！　やっちまえ！」

「……チェ！　フェリーチェ！」

　だが男の突進はとまる気け配はいもなく、しがみつく男たちを水車のように四方に投げ飛ばしながら、とどろくような声で何事かを叫んでいた。曲げていた背中を伸ばした男はまさに巨人というにふさわしく、常人の二倍はある体たい躯くが、右往左往する群衆の頭上にぬっと突き出していた。

「フェリーチェ！　フェーリーチェーェェェェェ！」

「あ、おい!?」

　おそるおそる首を出して様子を見ていたいた英えい慈じが、ぐいと手すりに足をかけた遼りよう太た郎ろうに、ぎょっとした目を向けた。

「ど、どうする気なんだ!?　危険だぞ！」

「僕より、あの娘このほうがもっと危険です！」

　即座にそう返して、遼太郎は一気に空中に身を躍らせた。

　男はすでに舞台にたどりつき、怯えきって動くこともできずにいたフェリーチェ嬢をわきにかかえ込んだところだった。

　技芸団の男たちがあわててばらばらと走り出してきたが、男が、丸太のような腕を振りまわしただけで、四、五人がまとめて吹き飛ばされた。その中には、さっき鉄棒を飴のように曲げていた力自慢の男もいた。黒衣の男はぐったりしたフェリーチェ嬢を小わきにかかえ、もはや抑えようとする者もいない客席を突っ切って、出口を目指そうとしていた。

　その頭上に、まともに遼太郎は飛び降りた。

　いきなり降ってきた頭上からの打撃に、男は完全に不意をつかれた。呻き、よろめいて、突然頭にのしかかってきた敵を振り払おうと、フェリーチェを抱えていないほうの腕をやみくもに振りまわした。

「その娘こをはなせ！」

　遼太郎は叫び、力をこめた手刀を男の首筋に叩きこんだ。普通の人間なら、まずこれで悶もん絶ぜつするはずだった。

　だが、男は倒れなかった。異様な、粘土を叩いたようなぐにゃりとした感覚があっただけだった。男は腹の底を震わせるような呻き声を上げただけで、背中に貼りつく遼太郎の首筋をつかみ、引きはがそうとしてきた。

　男の力はおそろしく強く、まるで万力ではさまれたようだった。つかまれた襟えりが音を立てて裂ける。遼太郎は必死に手をのがれ、身体からだをもぎはなす機会を狙った。

「逃げられないぞ！　さあ、その娘を放せ、放すんだ！」

　なんとか男を足止めするか、せめて、フェリーチェ嬢じようから手を離させなければ。

　遼りよう太た郎ろうは夢中でもがき、分厚い外套に爪つめをたて、革手袋をひっかいた。偶然上へと払った手がつばにあたり、男の、低くおろした帽子を払い落とした。

「――化け物！」

　悲鳴が爆発した。

「化け物！　化け物！　――怪物だ！」

　男は吠えるような声を上げて顔をおおった。

　遼太郎は麻痺したように床に腰を落としていた。手には自分が払い落とした、古びた帽子をしっかりつかんでいた。フェリーチェ嬢が転がり落ち、すり減った桟さ敷じき席せきの床に力なく横たわった。

　男の肌は緑色のかった灰色をしていた。防腐処理をされて長い時間をへた死人のような色だった。

　人間の形をしてはいる。だが、ごつごつした顔はどことなく出来の悪い粘土細工めいて釣り合いがとれておらず、唇くちびるはほとんど見えないほどの細い切れ目でしかない。

　見上げるような体たい躯くと分厚い胸むね、広い肩に太い腕をしていたが、それもまた、顔立ちと同じくどこか均衡を欠いていた。髪は薄くてほとんどないに等しく、眉も同じだった。ふくれた瞼の下にはどろりと濁った、死んだ魚めいた目玉があり、薄黄色い瞳ひとみがぎくりとするほどの人間的な苦痛をこめて遼太郎を見下ろしていた。

　長い時間に思えたが、おそらく一いつ瞬しゆんのことだったのだろう。「つかまえろ！」周囲からどっとあがった声にはじかれるように男は立ち上がった。黄色い目玉が瞬間、フェリーチェのほうへさまよったが、今は逃げる方が先だと判断したらしい。遼太郎を突き飛ばすように乗り越えると、猛烈な勢いで出口へと突き進んでいった。殺到する群衆がすぐにその背中を覆おおいつくした。

「つかまえろ！　つかまえろ！　化け物を、怪物を、つかまえろ！」

　男の帽子をつかんだまま、遼太郎はしばらくぼんやりと座り込んだままでいた。たった今見た男の――怪物の――顔と、こちらを見つめた視線にこめられた、あまりの苦痛と孤独とに胸をつらぬかれていた。

　あれは、人間の目だった――しかし、あれが人間か？　あの、汚泥と腐った肉をまぜてこねあげたかのような、異様な生き物が？　およそ人間とは思えぬほどの巨大な体躯と強靱さを持ち、獣さえも怖じて顔をそむけんばかりの姿をもつあれが？　あの生き物が？

「ねえ」

　あたりはまだ床を踏み鳴らして行き来する人々で満ちていたが、そのかすかな声は遼太郎の耳に届いた。同時に、そっと袖を引かれる。

「ねえ――あなたが、わたしを助けてくれたの？　あなたが？」

　床の上で、少女が起きあがっていた。鈴を振るような、というのは、まさにこのような声かと思われた。疵のない水晶の鐘だけが鳴らすことのできる、澄みきった響き――結い崩れた髪が白い肩に散りかかり、薔薇の花びらが、はらはらとこぼれ落ちている。

「あなた、――誰？」

　無む邪じや気きに少女は首をかしげた。

　その白い顔に、声もなく遼りよう太た郎ろうは見入っていた。攫おうとした者と攫われかけた者、その対比はあまりにも劇的だった。透明な、謎めいてきらめく青色の瞳ひとみに、逆さまに落ち込んでいくかのようだった。
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「むさ苦しいところで申し訳ない。しかし、ここよりほかに適当な場所がなくてね」

　大声でしゃべりながら、ラメの蝶ネクタイの太った男は、舞台の裏の物置兼事務所といった部屋に遼太郎を連れていった。

　後ろからはちゃっかりと英えい慈じがついてくる。フェリーチェ嬢じようはまだあの醜い怪物が襲いかかってくるのを怖れるかのように、ぴったりと遼太郎に身をよせ、金髪の頭を肩によせかけるようにして歩いていた。ほんのりとしたぬくもりと、薔薇の香りが漂ただよってくる。遼太郎は息もできなかった。

「あの男はもうずいぶん前から、フェリーチェをさらおうとしてずっと狙っているんだ。警察に守ってもらおうとしても、われわれ芸人風情じゃ相手にもしてもらえんし。いい人気の証拠じゃないか、誇ればいいと鼻で笑われるだけさ。実際、君、この国の警察制度というのは腐っとるよ。助けるべき者を助けず、助けるべきでない者を助けてばかりおる」

「……よく、わかりませんけど」

　どっちつかずの返事をせずにいられなかったのは、怒ったリース警部の四角い顔が浮かんだからだった。警部自身はいい人で、熱心な刑事であることに間違いないのだが、一度思いこんだら、どうにも歯止めのきかないことが多すぎる。

「それじゃ、あの――男――は、何度もこれまで彼女を襲ってるんですか？」

　勧められた、すりきれた繻子張りの椅子に腰をおろしながら、遼太郎は尋ねた。

「今夜ほど危なかったことは初めてだがね」

　まるまるした腹を傾けるようにして大きく息をつき、ついでに鼻息で蝶ネクタイを大きな蝶のようにはためかせて、男はまっすぐに遼太郎を見た。

「とにかく、お礼を申しあげよう。――ああ、そういえば、自己紹介がまだだった。私はこの『珍ちん奇きと驚きよう異いの技芸団』の団長、ドクトル・ラーオだ。ラーオ博士、と呼んでくれてかまわんよ」

　そう言うと、気き取どった態度でお辞儀をした。前にかがむと、そのままころころと転がってしまいそうにまん丸な背中だった。「ふうっ！」と言ってラメのネクタイを外すと、下には胸むねまで伸びたぼさぼさの灰色のあごひげの下に、古びた燕尾服に、はち切れそうになっている赤いサテンのヴェストがちらちらしていた。

「もし君が勇ゆう敢かんにも奴やつの頭上に飛び降りてくれていなかったら、まんまと奴はフェリーチェを誘拐するのに成功していたろう。そんなことになっていたら、わがサーカス団はおしまいだ。フェリーチェは私の宝であり、命であり、このサーカスの魂たましいであるのだからね、君。気分はどうだね、フェリーチェ？」

「もうなんともないわ、博士」

　フェリーチェは言った。なんともかわいらしい、男ならばつい抱きしめてしまいたくなるような、甘いさえずりだった。

　落ちついて姿を見られる今になると、その愛らしさ、庇護欲をそそるほっそりした身体からだと小作りで愛くるしい顔立ちは見ていると胸苦しくなるほどだった。澄んだ青い瞳ひとみはうす暗い舞台裏のランプの下でも湖水のようにきらめき、細かくカールした髪が陶器のような白い頬ほおに、肩に、まるでかき上げる手を待っているかのようにかかっている。

　小さな唇くちびるは、薔薇の花弁のように淡いピンク。舞台衣装を脱ぬいでタイツとスカートだけになり、奇術に使うらしい派手な色を塗った木箱に腰をおろし、足を組み合わせた姿は、小さな白い小鳥が愛らしく首をかしげて、こちらを見ているようだった。

「とってもびっくりしたし、こわかったけど、そこの人が助けてくれたからだいじょうぶよ。ねえあなた、あなたのお名前は？　わたし、あなたのお名前、ききたいな」

「おお、そういえば、恩人の名前をまだお訊ききしていなかった」

　太った男――ラーオ博士は、ぽんと手を打って遼りよう太た郎ろうに向きなおった。

「どうぞ失礼は許してくれたまえ、なにしろ、すっかり気が動転していたものでね。あらためて、わが技芸団の宝石を守ってくれた君に礼を言おう――君、名前は？」

「跡あと部べ遼太郎です」

「あ、僕は玄くろ塚つか英えい慈じです」

　あとから英慈が、抜け目なくつけ加える。

「リ・ョータロ・アトゥベ」

　妙みようなアクセントをつけて博士はくりかえし、何がおかしいのかけたけた笑った。

「よしよし、わかった。君たちの名前は団の者に伝えておくから、このロンドンで興行している間は、ずっと劇場シアターに出入り自由ということにしよう。どんな演し物でも自由に無料で見ていいし、いつ来ても最高の席を用意させることにするよ。本来ならもっとちゃんとしたお礼をしたいのだが、われわれにもなかなか余裕がなくてねえ――」

「ねえ博士、あたし、このひととお友だちになりたいわ」

　フェリーチェがふわりと箱の上から飛び降りてきた。空中をすべるようにラーオ博士に走り寄って、甘えるようにまとわりつく。

「このひと、あたしを助けてくれたんですもの。きっと、また危ないことがあったときにだって、助けてくれるにちがいないわ。それに、いろんなお話もしてみたいの、外の世界のお話よ、ねえいいでしょう、博士」

「いえ、僕は――」

　遼りよう太た郎ろうはあせって口を開いた。こっそり時間を確かめてみると、もう真夜中を三十分も過ぎている。今から帰っても、寝られるのは三時間かそこら。今夜のような夜遊びを毎晩していたらまず身体からだが保たないし、そもそも、美み弥や子こや和かず音ねやジンジャーに何と言われることか。

「ねえおねがい、博士」

　フェリーチェは遼太郎にはいっこうに注意を払わず、球のような博士のどこにあるかわからない首っ玉にしがみついて、甘えた声を出している。

「このひととお話をしてみたいの、楽がく屋やにだって、はいってきていいって言ってあげてちょうだいな――だって、またあの男が、こんどは舞台じゃないときにやってくるかもしれないんでしょう、その時に、このひとがそばにいてくれたら、あたし、どんなに心強いかしら。だから、ねえいいでしょう、博士」

「やれやれ、おまえにはかなわんな、フェリーチェ」

　ようやくフェリーチェが手を放したあとの博士の顔は、溶けかけの雪だるまのように笑みくずれていた。

「しかたがない、では、特別に、ごく特別に、楽屋にも出入り自由ということにしようかな。しかし、くれぐれも言っておきますが、他言は無用ですぞ。ただでさえわが技芸団の成功をねたんでおるライバルは多いのだし、フェリーチェに危害を加えようとしておる人間が、他にもいないとはかぎらん。ではこの機会に、せいぜいフェリーチェを守ってやってくれたまえ。ああ、夜の舞台も、ぜひ見ていってほしいがな」

「ええ、ええ、もちろんですとも」

　英えい慈じが熱心に同意した。遼太郎に与えられた特権である無料の特典を、今後は自分が思う存分利用するつもりでいることはあきらかだった。

「その、昼間でよければ――ときどきなら」

　あまりの勢いに押されて、遼太郎はついそう答えてしまった。

「仕事があるので、夜はあまり遅くまで出歩けないんです。っていうか、家の者も怒る、いえその、心配しますし。だから、昼間、時間が空いたときに、楽屋に話しに来るとか、そういう感じになると思うんですけど、それでいいか、な、うわっ」

「うれしい！」

　いきなりふわっと薔薇の香りに包まれて、遼りよう太た郎ろうは後ろにひっくり返った。フェリーチェがふわりと宙を跳んできて、全身で遼太郎に抱きついたのだ。

　さらさらの金髪が頬ほおに触れ、陶器のような頬をこすりつけられる。遼太郎はじたばたしたが、少女の軽い身体からだをはじきかえすようなことはとうていできなかった。そんなことをしたら、砂糖でできた菓子人形めいたこの少女を、あっという間に砕いてしまうような気がしたのだ。

「うれしい、うれしい、うれしいわ！　あたし、いままでお友だちってひとりもいなかったの、ずっと旅をしていて、あんなこわい男につけねらわれて、外を歩くこともできなかったから。でも、これからはあなたがお友だちになってくれるのよね？　フェリーチェの、お友だちになってくれるのよね？」

「な、なるよ。なる、なるから」

　必死になってサテンのタイツの下からもがき出ようとしながら、遼太郎は真っ赤になった頬を懸命に隠そうとした。

「その、そんなにくっつかないで、うわっ！　せめて上に何か着てよ！　タイツは、その、だから、うわっ、あの、うわああっ」

「やれやれ、男としては最高にうらやましい状況なのに」

　腕を組んで騒ぎを眺めていた英えい慈じは、残念そうに首を振った。

「それを楽しめないなんて、やっぱり君は勉強不足だねえ、遼太郎君。僕は、痛感してしまったよ。君にはまだまだ、人生勉強ってやつが必要だ」

「こっ、こんなのが人生勉強なら、ぼっぼくは遠慮しますっっ、わあっ、放して、ちょっとフェリーチェ、うわっ、うわあああっっ」





　――そして一方、人々の叫喚はまだ続いていた。

　人気者の美少女を襲おうとした醜い怪物を求めて、人々は荒れ狂っていた。劇場シアターを遠く離れ、テムズの悪臭漂ただよう小路の奥にまで、かすかにその声は反響していた。

（化け物をつかまえろ――怪物をつかまえろ――つかまえろ――つかまえろ！）

　よろめきながら男は小路のもっとも奥の暗がりに転げ込み、どさっと身を投げ出した。傷というほどのものは負っておらず、負っていたとしてもすぐに治る肉体だったが、精神に突き立てられた言葉のとげは、覚悟していたよりはるかに痛んだ。

（化け物！　化け物！）

（つかまえろ！　つかまえろ！　化け物を――怪物を――つかまえろ！）

　彼は低い声をあげて頭をおおった。

「ここにいたのか」

　冷ややかな声が頭上から降ってきた。

「よく途中で観客たちにつかまらなかったものだ。まあ、その方が私としても都合がいい。今のところは、まだ下手な手出しはしたくないからな」

　彼はうなり声をあげて身を起こそうとした。まだ捕まるわけにはいかなかった。求めている者はいまだ手に入らず、それを手に入れるまで、彼の生命は終わるわけにはいかないのだった。

「早まるな」

　彼の動きを目にとめたのか、声はするどく止めた。どこかでかすから刃やいばのふれあう音がした。どちらに向けて言ったともしれない口調だった。赤みを帯びた月光に、片膝に手をついてこちらをのぞき込む者の、金の巻き毛が鈍く光っていた。

「おまえに聞きたいことがある、ヴィクター――とりあえず、名前はそれでいいかね？　かの女性作家の手になる、哀れな怪物を作り上げてしまった馬ば鹿か者の名にちなんで」

「何者だ」

　ようやく、それだけ彼は言った。その声はしわがれ、ひびわれて、姿同様人間のものとも思えなかった。相手は皮肉にほほえんだ。

「なに、ちょっといくつか知りたいことがあるだけさ。たぶん、君自身は知らないだろうが、君はある一種のメッセンジャーとして、ここへ送り込まれた可能性があるものでね。

　そして、フェリーチェ・フロー・フローレス――〈ラーオ博士のサーカス〉」

「フェリーチェ！」

　その名は、口にするだけで彼を打ちのめした。黄色く濁った眼球から、薄い涙が二筋三筋こぼれた。

「おお、フェリーチェ、フェリーチェ。俺は……俺は――」

「会いたいかね？　彼女に」

　猫撫で声で彼女は――クリスティーナは言った。

「ならば、私の質問にいくつか答えてもらおうか。とにかくここでは、落ち着いて話ができない。安心して身を隠せるところへご案内しよう。こちらへ来たまえ、ヴィクター――フランケンシュタイン君」



    

  
    
      


第三幕　花咲ける肉体、沈みゆく魂たましい



　　『自分は誰だ？　何者なのだ？　どこから来たのだ？　自分の運命は何なのだ？』
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　朝食のテーブルから目をあげたとたん、敵意に満ちた三つの視線とまともにぶつかるほど心臓に悪いものはない。ことにそれが前夜、びくびくしながら真夜中過ぎに帰ってきて、寝不足の頭をふらふらさせながら生あくびをかみ殺している最中とあっては。

「な、なに？」

　声がうわずっているのがわれながら情けなかった。

「ぼ、僕、何かした？　お茶がぬるいとか、パンが焦げてるとか、オムレツに卵の殻が入ってたとか、ベーコンが――」

「あら、そんなこと、どうでもいいんですのよ」

　美み弥や子こは言って、ことさらゆったりと紅茶をすすってみせた。こんがり焼けたトーストにバターを塗りながら、おっとりと、

「ただ、昨日の夜、英えい慈じさんといっしょにどこにいらしてたか、わたくしたちにお聞かせねがえませんかしら、ねえ、遼りよう太た郎ろうさん？」

「え、英慈さんと!?」

　ああもう、なんで僕があわてなきゃいけないんだ。僕がどこへ行ってたってかまやしないじゃないか、それに、だいたいあれは英慈さんが勝手に連れていったのであって、僕が行きたいと言ったわけじゃ――。

　そんな反論が口をついて出かけたが、和かず音ねの涙のたまった目にぶつかると、たちまち言葉は喉のどの奥へ転がり落ちて消え失せてしまう。

「わ、わたしたち、心配しましたのよ」

　子供のころから遼太郎をいちばん弱らせた、今にも泣きそうな声で和音が言う。

「遼兄さまがいつまでたっても帰っていらっしゃらないから、また、何か危ないことがあったんじゃないかって思って……英慈さんだって、それは、本家からいらしたお方ですけど、ご自分で間諜スパイだなんておっしゃってるし、もしかして、と思ったら」

「りょーたろー、かずねちゃんなかしちゃだめなんだもん」

　シシィまでがむっと頬ほおをふくらまして遼太郎を睨にらむ。

「よるおそくまでおきてあそんでるこはわるいこって、いつもりょーたろー、シシィにいってるもん。なのに、じぶんはよるおそくまであそぶの、ずるいもん。それにかずねちゃんまでなかして、りょーたろー、ずうっと、わるいこだもん」

　そばからリトルが、そうだそうだとばかりにピイピイ鳴き立てる。

「ああもう、なんでもないよ、なんでもないったら！」

　じだんだ踏みたくなって、遼りよう太た郎ろうは大声を出した。

「ただ、英えい慈じさんに、コヴェント・ガーデンの近くの演芸場ミユージツク・ホールに連れていかれて、そこでしばらく芸を見物してただけだよ！　何も悪いことはしてないったら、ほんとだよ！　嘘うそだと思うなら、英慈さんが今度来たとき、訊きいてみればいいじゃないか！」

「へえ、そうかい」

　いきなり開いた窓の方から声がした。

「じゃあ、あの客席での大活躍は言わなくてもいいのかい？　かわいい金髪の女の子を悪漢から助けた上に、その子の楽がく屋やにまで呼ばれて、タイツ一枚で抱きつかれてやに下がってたって話はよ、ええアスパラガス？　しかも今後はその娘の部屋に出入り自由だなんて、そいつはちょいと、謙遜が過ぎるってもんじゃねえのかい？」

「ジ、ジンジャー!?」

　敵意に満ちた視線が、いつのまにかもうひと組増えていた。

　庭に面した開いた窓から、魔女姫ジンジャーが上半身を乗り出して肘に頭を乗せている。傾けたぼろ帽子と、押しこまれた真しん紅くの髪、それに、なんともいえない複雑な嵐あらしの色に染まった多た色しよくの瞳ひとみが、透かすようにこちらを見ていた。



    

  
    
      



    

  
    
      　遼りよう太た郎ろうはますます動どう揺ようした。

「そんな、だ、だって、どうして！　あの時はほかに誰もいなかったはず……あ」

　カーテンのわきから身だしなみのいいネズミが一匹ちょろちょろと出てきて、〈影のロンドン〉の姫君に一礼すると、後ろ脚でふんぞりかえって立った。ジンジャーは嵐の色の目を細めたままネズミの耳を撫でてやり、どうだといいたげにぐいと顎あごをあげた。

「告げ口屋……」と遼太郎は呟つぶやかずにはいられなかった。ジンジャーの目がさらにぐっと細められるのを見て、あわてて両手を振り、

「ち、違うよ、君に言ったんじゃないよ、そのネズミに言ったんだ！　た、たしかにそのネズミが言ったとおりだけど、僕はほんとに何もしてないし、その、どうしようもなかったんだってば！　抱きついてきたのはあの子のほうからだし、それに、あの、へ、変な男にさらわれかけてるのを、黙って見てるわけにもいかないじゃないか！」

「まあ、それは、確かにそうですわね」

　まだ声は氷のようだったが、美み弥や子こはついと立ち上がり、チーズのかけらを持って窓辺に行った。鼻をひくつかせる目ざといちび助の前脚に持たせてやり、うって変わって甘い声で、「ご苦労様」と話しかけた。

「本当に感謝していますわ、小さい紳士さん。これからもうちのお馬ば鹿かさんがまた馬鹿なことにはまりこまないように、しっかり見張っていてあげてくださいな」

　ネズミは身体からだをそらして、人間ならシルクハットを取ってお辞儀をするのに当たる仕草をし、チーズをくわえて、さっと窓枠を駆けあがって姿を消した。入れかわりに、「よっ」と声をかけて、ジンジャーはひょいと窓を乗りこえ、部屋に入ってきた。

「ま、そういうわけだ。言ったろ、夜の世界に属するものは、みんな俺の母さまの臣下なんだよ。てめえがやらかす馬鹿なんざすっかりお見通しなのさ、アスパラガス」

「ちょっと待ってよ、ジンジャー」

　最初の驚きから少しずつ醒めてくると、今度はだんだん腹が立ってきた。平気な顔でテーブルにつき、ショウガ入りマーマレードをなめているジンジャーに詰め寄る。

「それじゃ僕は、なんでもかんでも、いつでもどこでも、君と、君んところの小さい覗き屋どもに見張られてなきゃいけないっていうのかい？　僕にだって行動の自由ってものを、少しくらい許してくれたっていいじゃないか！　昨夜だって別に、僕は他人に恥じるようなことは何もしてないって誓えるし、だいたい、個人の自由ってものを、少しくらい認めてくれたっていいんじゃないか？　なのに、朝っぱらからいきなりみんなで、僕の話も聞かないで一方的に怒るなんて、そんなのないよ！　それに――」

「ま、それもそうだな」

「――え？」

　勢いこんでさらに続けようとしていた遼りよう太た郎ろうは、あっさりと答えたジンジャーの軽い口調に腰を折られる形で口をつぐんだ。

「別に俺だって、毎日毎晩、おまえにうちのネズミや鳥たちを貼りつかせてるわけじゃないさ」

　マーマレードが気に入ったらしく、トーストを一枚取って山盛りに塗りたくりながら、ジンジャーは言った。

「俺たちだってそれほど暇ひまじゃない。おまえ一人にかまけてられるほど、ロンドンの大地を守護するってのは楽な仕事じゃないのさ」

「……悪かったな」

「問題は、おまえが昨晩いたあの場所だ――『ドクトル・ラーオの珍ちん奇きと驚きよう異いの技芸団』――〈ラーオ博士のサーカス〉」

　むくれた遼太郎を無視してさくりとトーストをかじる。

「あそこは尋常な場所じゃない。母さまがあのサーカスに感じているのは、大地にうごめく正体不明の、形のない、影のようなもの――反生命とでも言うべき生きた死人の、あの吸血鬼ヴアンパイアとも違う、異様な何かだ」

　和かず音ねが小さく息を呑む音をたてた。数か月前、女吸血鬼に襲われて、あやうくそのとりこになりかけた事件のことを思い出したのだろう。

　さくり、とジンジャーはまたトーストをかじった。

「居ながらにしてロンドンのどんな場所でも見透せるはずの母さまが、あの〈ラーオ博士のサーカス〉に関してだけは、何も視みることができない。俺も同じだ。それで、ネズミや鳥たちを貼りつかせて、見張らせていたっていうわけだ。何も、いつもいつもおまえを追っかけさせてたわけじゃない、たまたま張ってた網におまえが飛びこんできて、いつものとおり、馬ば鹿かをやらかしただけの話さ」

「馬鹿で悪かったな」

　ふてくされて遼太郎は言ったが、ふと背せ筋すじを氷で撫でられるような気がした。『ドクトル・ラーオの珍奇と驚異の技芸団』、〈ラーオ博士のサーカス〉。その名前の周囲にまつわりついていた奇妙な影が、ようやくはっきりと形を表したように思えたのだ。チラシを見たときのクリスティーナの顔、燃やされたチラシ、道どう化けの笑みと踊り子の白い脚、いまだに夜の外出を続けているクリスティーナ。

「そういえば、僕、昨日の夜、クリスティーナとレギーネを見た気がする――あのミュージック・ホールで」

　ジンジャーの言葉に、というより自分の記憶に突き動かされて、遼太郎は言った。少女たちは四人そろって、目を丸くした。

「そいつぁ本当か、アスパラガス。確かなのか？　〈聖なる血〉セイクリツド＝ブラツドがあのサーカスに興味を持ってるっていうのか？」

「クリス姉さまが毎晩お出かけになるのって、それじゃそこへ行ってらしたんですの？」

　美み弥や子こも驚きの声をあげた。

「それじゃ、いったいどうして、わたくしたちに何もおっしゃらないんですの？」

「その演芸場ミユージツク・ホールの、どちらでお会いになりましたの、兄さま？　クリスティーナさんとレギーネさんのお二人だってこと、確かですの？」

　和かず音ねも興奮したように身を乗り出してくる。

「いや、それはわからない。二階席から金髪と銀髪の頭を見て、あれっと思っただけだし、そのあとすぐに暴漢が乱入してきて、何が何だかわからなくなってしまったから」

「あーん、みんなばっかりおはなししてずるーいー」

　一人で放っておかれたシシィが怒って足をばたばたさせる。

「だって、クリスティーナ、まいばんあそこへいってるよ？　シシィ、しってるもん」

　ええっ、と全員がシシィの方を向いた。

　シシィはふくれっつらで、

「バイロンきょうがそういってたって、リトルがいってるもん。まいばんあそこへいって、おわるまでみて、それからずっとあさまで、ぐるぐるげきじょうのまわりをまわるんだって。レギーネちゃんも、それからバイロンきょうも、いっしょだって」

「おい、そいつは本当かい、シシィ」

　食べかけのトーストを放りだして、ジンジャーは椅子をすべり降り、シシィの肩をつかんだ。

「そんな報告はネズミたちからも鳥たちからも入ってない。もちろん、母さまや俺たちにも見えてなかった。どうやら〈聖なる血〉――〈パラケルススの娘〉が、俺たちにも秘密にして動いているところをみると、あのサーカスは俺たちが考えている以上に危険なものかもしれない。リトルからほかに何か聞いてないか、シシィ、教えてくれ」

「や」

　つんとシシィは横を向いた。

「みんな、シシィのことなかまはずれにして、ずるいもん。ずるいひとには、シシィ、なんにもおしえてあげない」

「そんなこと言わずに、シシィ」

　ここは懐柔策に出るしかない。遼りよう太た郎ろうはふくれたシシィの前に膝をつき、

「もし話してくれたら、こないだレニーさんのお店でシシィが欲しがってた〈緑の牧場〉チョコレートを買ってあげるよ、どれでも好きなのをね。全部の種類でもかまわないよ。だから、話してくれないかな？　次に行ったときに、いっしょにつれていって、自分で選ばせてあげるから」

「ほんと？」

　大好きなチョコレートの中でもいちばん好きなチョコレートの銘柄を聞かされて、シシィは一転、顔を輝かせた。

「ほんと？　ほんとにかってくれるの？　オレンジピールと、タフィ・クランチと、それから、キャラメルミルクも？　どれでもぜんぶ？　はこごとでも？」

「ああ、箱ごとでも」

　あとのことを考えると胃がきりきり痛んだが、とりあえずはそう答えておいた。

「うわあい！」

　シシィは両手を振りあげてばんざいをし、堰をきったようにしゃべり始めた。

　とはいえ、期待したほど多くの情報が得られたわけではなかった。なにしろリトルは鳥、しかも、もともとは幼い子供の霊の集合体である鳥で、さほどの理解力があるわけではない。そのリトルの話を、同じくこれも子供であるシシィがまた聞きして話すとなると、どうしても、もとの話がどんな内容だったかについては、霧のむこうを手探りするような状態になるのは必然だった。

「あのね、あのげきじょーのしたにはね、なにかかくしてあるんだって」

　しばらくリトルと相談したあと、シシィは言った。

「クリスティーナとレギーネちゃんは、それをさがしてるんだって。それでね、りょーたろーがけんかしたおおきいおとこのひとのこと、おいかけていったって。おんなのこのこともなにかいってたけど、わすれちゃった。りょーたろーがたすけたっていう、おんなのこのことだよ」

「フェリーチェのこと？」

　思わず遼りよう太た郎ろうは聞きかえし、女の子たち三名にそろって睨にらまれて首をちぢめた。

「だ、だって、目の前で暴漢に女の子がさらわれそうになっていたんじゃ、黙って見ていられないじゃないか」

　と急いで反論する。美み弥や子こは不服そうに「まあ」と言い、

「それは、たしかにその通りですわね。女性を守るのは、立派な日本男子としては正当な行為ですわ。でもそのあと、その女性の私室に招かれて――」

「だから、楽がく屋やに連れていかれて、お礼を言われただけだってば！」

　結局、あの晩のことを最初から最後まですべて説明することになった。英えい慈じがそのようないかがわしい場所に遼太郎を連れていったことを知った美弥子と和かず音ねはそろって眉をひそめていたが、サーカスの花はな形がたを襲った大男のことに話が及ぶと、しだいに驚きと興味を明らかにして身を乗り出してきた。

「まあ怖こわい！」

　和かず音ねが小さな肩を抱いて身を震わせる。

「兄さまにお怪我がなくてよかったですわ、そんな、恐ろしい顔の大男だなんて。ものすごい力だったのでしょう？」

「うん、すごい力だった。蒸気機関の巻き取り機に絡みつかれたみたいな感じだった。でも……」

「でも、何ですの」

　言葉を切って考えこんでしまった遼りよう太た郎ろうに、美み弥や子こが心配そうに尋ねた。

「……でも――あの大男、なんだか、とても――悲しそうだったんだ」

「クリスティ――ナ・モンフォーコ――――――んんんん!!」

　そこまで遼太郎が言ったとたん、轟くほどの胴間声とともに、表のドアが、砕けよといわんばかりの勢いでばったーんと壁に叩きつけられた。

「今度こそ、きさまの尻尾しつぽをつかんだぞ！　ロンドン全域で頻発しておる、失しつ踪そう事件の犯人としてきさまを逮捕する！　おとなしくお縄にかかるがいい……と？」

「……あの、リース警部、クリスティーナは留守ですけど？」

「ぬう？」

　玄関の靴拭きの上で大見得を切ったかっこうで停止していたウィリアム・リース警部は、そのままの姿でぐりんと太い首を回して、遼太郎を見た。

「おお、少年、今朝も精が出るな。しかし安心しろ、今度こそ、あの女詐さ欺ぎ師から解放してやるぞ。吾輩の知り合いで、地道に家具屋を営んでおる男がいい下男を」

「そんなことはいいですから」

　げんなりしながら遼太郎は言った。

　ひょっとしたら、アレックスが飽きずにしょっちゅう置き続けている泥人形だの変な呪札だのも、少しは効力を発揮しだしているのかもしれない。でなければ、こういつもいつも勝手に人がけたたましく乱入してくるような事態になるはずがない。

「それより、なんでクリスティーナが失踪事件の犯人なんです？　そもそも、その失踪事件ってなんの話ですか？　とりあえず、クリスティーナがこのごろ家を空けがちなことは確かですけど、そんなのはもういつものことだし」

　リース警部は腰に手をあてて、心外そうにふんぞり返った。

「なんだ少年、今現在もこの大ロンドンを騒がしておる、人間消失事件を知らんのか。だいたいだな……」

「……えっと、とりあえず、中に入りません？　玄関で立ち話するのも何ですし」

　リース警部の偉大なる体たい躯くは今にも戸がまちを破壊せんばかりにみっしり詰まっているし、何より、スコットランド・ヤードのこわもての警部が玄関先でわめき散らしている図は、家の住人にとっても警部自身にとっても、あまり見ばのいいものではない。

　そんなわけでモンフォーコン家の朝食のテーブルには新たに人が増え、がつがつとソーセージと卵を詰めこみ、紅茶をすする警部を、残りの四名は唖然として見守ることになった。ジンジャーだけは帽子を目まで引き下げ、組んだ手をシャツの腹に突っこみ、我関せずといった顔で椅子の上で足を組んでいる。

「つまりだな」

　五皿目のソーセージと炒り卵を平らげてようやく息をつき、リース警部は重々しく口を開いた。

「この一か月ばかり、ロンドンのあらゆる地域、あらゆる時間に、突然人間が消えるという事件が多発しておるのだ」

「一か月ばかり……？」

「ああ、そういや、新聞がえらく書いてたねえ。ちょっとお待ちよ」

　ちょうど、増殖した客のために皿を回収しに来ていたラドル夫人が、どすどすと自分の領域である台所に向かう。やがて、勝ちほこったような顔で、ここ数週間にわたるさまざまな版の新聞を持ってきて、どさりと食卓の上に放りだした。

「そら、ここにみんな書いてあるさね。『ロンドンの名士次々と消ゆ、衆目の前で』『忽然と消えた貴族令嬢じようの謎、捜査は難航――婚約者いいなずけ、涙の訴え』『上流階級に広がる恐怖――手がかり無し』『訴えむなしく、若き紳士失しつ踪そう。家族、警察の無能を糾弾す』」

「無能なのではない！」

　警部が拳こぶしを叩きつけたショックで、テーブル中の食器がいっせいに飛びあがった。

「ヤードは全力をつくしておるわい！　だが、まったく手がかりもなければ、動機も見つからんのだ！　失踪者同士のつながりも、消えた場所も状況もみなばらばらで、どうにもこうにも筋道のつけようがないのだ！」

「じゃあその筋道が、どうしてクリスティーナになるんです。まさか、また癖で、とか言わないでしょうね」

　遼りよう太た郎ろうがつい半目になって尋ねる。

　警部はう、あ、いや、と一いつ瞬しゆんつまりはしたが、ぐぐっと胸むねを張って、「そ、そんなことはないぞ！」と宣言した。

「わがヤードの捜査能力を軽く見てはならんぞ、少年！　この謎の人間消失事件は、この一か月ほどの間に二十件近くに昇っておるが、先日ついに、失踪者全員に共通するあることをつきとめたのだ」

「――で、そいつは何なんだい、おっさん？」

　ずっと黙っていたジンジャーが、低く呟つぶやいた。

　遼太郎たちはぎょっとして彼女を見やったが、警部は小汚い少年（少なくとも見かけは）がそこにいることもまるで気づいていない様子で、朗々と、

「失しつ踪そうした被害者たちは、みな、消える数日前にコヴェント・ガーデンの近くの、ある演芸場へ足を向けておるのだ！」

「コヴェント・ガーデンって」

　はっとして、遼りよう太た郎ろうは聞きかえした。

「それ、『ドクトル・ラーオの技芸団』――〈ラーオ博士のサーカス〉のことですか？　パブ二軒分くらいの建物を改装した、急拵えの小屋の」

　戦せん慄りつが再び背せ筋すじを走った。まただ。すべてが、あそこへ集約していくように感じる――〈ラーオ博士のサーカス団〉。

　空中を華麗に舞うフェリーチェと、彼女を小わきにかかえた黒い大男、その、まるで死人のような顔と奇妙に悲しみを帯びた目つき。嬌声をあげて飛びついてきたフェリーチェの、きゃしゃな手足と薔薇の香り。団長ラーオ博士の、はちきれそうな腹の上でてらてらと輝いていたラメとスパンコール。焦げたチラシと、ポスターの道どう化けの笑み。

「そういえば」

　はっとして、遼太郎は言った。

「このあいだレニーさんのお店に買い物に行ったとき、最近はぶっそうだから、って話のつづきで、このごろよくあちこちで変な失踪事件が起きてるとかいう話を聞きました。みんなの見てる前で、煙みたいに人が消えちゃうって話でしたけど、もしかして、それのことですか？」

「ああ、そうだとも」

　リース警部はぎりぎりと歯ぎしりし、

「そして昨日、あそこへ張らせておいた吾輩の部下が、クリスティーナ・モンフォーコンが、奴やつめがいつも連れておるメイドと二人で客席にいるのを見たと言っておる！　これが、証拠でなくてなんだというのだ！」

「……証拠でもなんでもないと思いますけど、それ」

　なんだか頭痛がしてきた。額ひたいを押さえながら遼太郎は椅子に身を投げ出した。

「だいたい、客席にいただけなんだったら、ただ見物に来ただけのほかのお客だって全員怪しいってことになると思いますけど。そんなこと言えば、僕だって昨日の夜、あそこにいました。騒ぎになって、途中で出ましたけど」

「そうですわ。それに、怪しいっておっしゃるんでしたら、昨日、そのサーカスの女性を襲ったとかいう、恐ろしい顔の暴漢のほうが怪しいんじゃありませんの？」

　非難をこめて美み弥や子こが言った。同調するように和かず音ねが頷く。

「遼兄さまがいらっしゃらなかったら、その女の人は、その恐ろしい男にさらわれてしまうところだったってお聞きしました。警察のかたがたは、そちらのほうの捜査は進めていらっしゃいませんの？　なんだかわたし、見当違いだと思います」

「む、む、むむ」

　いつもはおとなしい和かず音ねの強い口調に、リース警部はたじたじとなっている。

「おや、じゃあ、これは坊ぼうやのことなのかい？」

　ラドル夫人が驚きの声をあげて最新の朝刊を取りあげた。そこにはでかでかと、『サーカス団の華はな、誘拐の危機！』と見出しが踊り、その下に、『謎の騎き士し、姫の危機を救う。狂える悪魔の正体を知る者、有りや無しや』と続いていた。

「騎士かどうかは知らないけど、『サーカス団の華』っていうのがフェリーチェ・フロー・フローレス嬢じようのことなら、確かにそうですよ」

　言いながら、遼りよう太た郎ろうは自分で新聞を取りあげて読んでみた。

　記事には、昨夜の大活劇のことが恥ずかしくなるほど劇的に描き出されており、おまけに実によくできた銅版画――怯える美人を抱いて吠え声を上げる毛むくじゃらの怪人と、その前で、拳闘のポーズを取って身がまえる若い男の絵が添えてあった。

　もっとも、新聞記者は救いの騎士が誰だったかはつきとめられなかったらしく、挿絵の男は長身金髪の理想的なイギリス青年になっており、記事の中身のほうには、『姫を救った騎士はすぐにサーカス団の団長に迎えられて姿を消し、本紙はそのあとを追うことはできなかった。おそらく、実にうらやむべき報酬を、フェリーチェ嬢から授けられたと思われる。暴漢は不意打ちを受けて逃げ去り、怒った群衆による捜索が長時間にわたって行われたが、いまだに囚われてはいない。ヤードの諸君の健闘が待たれるところだ。続報が知られしだい、読者には詳しい情報をお届けするつもりである』とあった。

「なんだ、少年、君は昨晩の騒ぎに関係しておったのか？　それならなぜ早く吾輩にそれを言わん。捜査の手がかりになったのに」

「言わせてくれなかったじゃないですか。だいたい、最初っから証拠ともいえない証拠でクリスティーナを捕まえる気まんまんで飛びこんできておいて、今になって、その言いぐさはないんじゃありませんか？」

　またもや警部殿はぐうの音も出ず黙りこんだ。

　むむむむむ、と唸うなっているのを尻目に、ジンジャーがひょいと立ちあがった。するりと遼太郎に近づき、片手をあげて頬ほおに触れる。

「ジ、ジンジャー!?」

「どうやら、おまえがいちばん適任なようだな、アスパラガス」

　低い声で言うと、いきなり、ジンジャーの瞳ひとみがぶつかるほどに近くにあった。

　視界でさまざまな色が踊り、ふらりと倒れそうになったところを、ついとつき離される。魔女の多た色しよくの瞳が目くるめく光を放つ。眼の奥に何か冷たい流れが落ちていくような気がして、遼太郎は瞼を押さえてよろよろとあとずさった。

「な、なに!?　なんだい、今のは!?」

「なんでもないさ。ただちょっと、おまえにネズミの代わりをしてもらおうってだけだ」

　ジンジャーの口調はそっけなかった。いきなり遼りよう太た郎ろうにキスせんばかりに近づいたことに、憤然と席を立ちかけていた美み弥や子こと和かず音ねが、笑みのかけらもないジンジャーの厳しい横顔に動きを止める。

「さっきも言ったように、あのサーカス団の内部に関して、なぜか俺たち――〈影のロンドン〉の視覚は及ばない」

　しっかりと遼太郎を真正面から見つめながら、ジンジャーは言った。

「ネズミや鳥たちをもぐり込ませるのにも限界がある。〈聖なる血〉――〈パラケルススの娘〉はすでに独自で動いているようだし、彼女と俺たちは基本的に不可侵だ。だが俺たちとしても、このロンドンと英国イギリスの大地に侵入した異物を放ってはおけない」

「そ、それで、僕にどうしろって言うんだよ？」

　まだ頭がくらくらする。額ひたいを押さえて遼太郎は声を裏返らせた。

「わかってるだろうが。あのサーカス団の裏に隠されているものを、おまえが捜さがすんだ」

　きっぱりと、ジンジャーは宣言した。

「今のところ、大っぴらにあのサーカス団の内部にまで入り込めるのはおまえだけだ。その、空中ブランコ乗りの娘を狙った大男のほうは〈パラケルススの娘〉が追っているようだから、それはあっちに任す。おまえはその、フェリーチェとかいう娘をつてにして、あの中で何が行われているか、いったい何があの中に隠れているのか、探ってこい。おまえみたいなバカアスパラに任すのは心配だが、まあ仕方がない。ほかに出来そうな奴やつもいないし、こういうことに関して、ヤードはだいたいあてにならん」

　まだ座りこんでむーむー唸うなっているリース警部を軽蔑したように顎あごでさす。あいかわらずジンジャーの存在には気づいておらず、目の前で繰り広げられている一幕もまったく見えていないらしい。どうやらジンジャーは警部が入ってきた瞬間から、自分と自分に関係することはすべて警部の意識には映らないように、術をめぐらせておいたようだ。

「でも、心配ですわ。危険なことはありませんの？」

　おずおずと和音が尋ねる。美弥子も眉をひそめて、

「そうですわ。こんなお馬ば鹿かさんひとりに、それこそ、そんな調査みたいことができますかしら？　それに、その大男……とかいうのも、また襲ってきたり――」

「今の俺の言葉は、〈影のロンドン〉の宮きゆう廷てい、〈女主人〉からの、正式な依頼だと思ってくれてかまわない」

　そう言ったジンジャーの顔は、ロンドンの夜の支配者、〈女主人〉の愛娘、魔女姫メガエラの威厳と権威をはっきりと表して、炎ほのおのように輝いていた。

「もちろん、全部こいつに押しつけやしない。力の届く部分ではきちんと護りをつけるし、こちらで探れる部分は探る。それに、もし大男がまたやってきた場合、そっちは〈パラケルススの娘〉がついてるだろう。〈影のロンドン〉と〈パラケルススの娘〉、双方の助力を受けられるんだ、ある意味じゃ幸運だと思いな、アスパラガス」

　とがった歯を見せてにやりとした。遼りよう太た郎ろうとしては、ちっとも幸運などとは思えなかった。和かず音ねと美み弥や子こも心配そうに顔を見合わせ、シシィも不安そうに、和音の袖をつかんで指をくわえている。

「……お？　どうした、皆、そんな顔をして！」

　いきなり停止状態から復帰したリース警部が、飛びあがるような大声を出した。

「なに、心配はいらんぞ！　少年、その大男に飛びかかる勇気と気概は実に立派なものだ！　その胆力さえあればなんだってやってのけられる。どうだ、少年、その胆力を生かして、将来はヤードに入ってみんか？　実にいい刑事になれるかもしれんぞ！」

「……遠慮します」

　か細い声で遼太郎は答えた。

　ジンジャーと美弥子と和音、そしてシシィが、じっとこちらを見つめている。自信という自信、度胸という度胸すべてが身体からだから流れ出し、音を立てて靴の底から地面へ流れていくような気がした。



　　　２



「自分が生まれた――少なくとも、存在し始めた――と思えるときのことを語るのは簡単ではない」

　男は言った。覆面とぼろの帽子は横に投げ出され、死体めいて蒼白い肌に金色の暖炉の炎ほのおが不気味な陰翳を作っていた。クリスティーナは腕を組んで窓の外に目をやり、レギーネはバイロン卿ともども、ひっそりとそのそばにひかえている。窓の外は永えい遠えんの薄明と静寂、〈非在〉の空間が支配し、ときおり、ガーゴイルどもの石の喉のどから発せられる悲しげな叫び声が、かすかに大気を震わせていた。

「俺はただ、目を開けた――ひどく身体が重く、まぶたは強力な糸で縫いとめられていたようにべっとりと貼りついていた。ほとんどものを見ることはできなかったが、そこがひどく雑然とした、狭い部屋で、自分はそのまん中の寝台の上に寝ていたことはわかった。苦労して頭を持ちあげ、足をおろすと、石の床が刺すように冷たかった、それが、俺が生まれて最初に感じた強い感覚だった。びっくりして足を引き上げ、まったく何一つ理解できないまま、なぜこれほど気分が悪いのか、不快なのか、寒くてならないのかと考えた。

　むろん、『気分』や『不快』や『寒い』『冷たい』などという言葉はその当時は知らなかったから、この通りに理屈立てて考えていたのではない。ただとまどい、どうすればよいのかわからずに、寝台の上で身を起こしていると、戸がきしみ、誰かが蝋燭のともった燭台をかかげて入ってきた。それが鋭い驚愕の声を発するのが聞こえたので、おれはいそいでそちらを向いた。まるまると太った、子供がする鞠遊びの鞠のような体つきの男が、燭台をかかげたままがくがくと身体からだを震わせていた。

『なんと！　なんと！』と奴やつは言った。

『なんということだ、なぜ目覚めたのだ、なぜ動いているのだ？　そんな処置はしていなかったはずだ！　おい、じっとしろ、黙れ！』

　そう叫びながらどんどん近づいてきたので、恐ろしくなって俺は寝台からすべり降りた。裸足の足の裏が床に貼りつくようだったが、俺が立ちあがると、相手はひいっと声をあげて、燭台を投げだしてひっくり返った。

　あの時奴と、俺とのどちらのほうが怯えていたかを考えると、たぶんより怖れていたのは俺だったろう。俺は床に転がったまま頭をかかえている奴をひとまたぎで通り越し、手探りで階段を上がっていった。まだ目がほとんど見えておらず、外へ出る通路を見つけるのに苦労したが、なんとかやりとげた。

　外に出て、冷えた夜気と湿った下草の感触を感じて、ひと足進んだだけで、いったいなぜ急にこんなに空気が変わるのかといぶかったのを覚えている。そのまま、手探りで前へ前へとよろめきながら歩き、やがて、空が明るくなってくるのを認めた。その時は『空』というものももちろん知らなかったわけだが、とにかく、あたりが明るくなってくると、理由のわからない恐怖がまたも俺を襲ってきた。今ではそれが本能の警告だったと思っているが、俺はふらふらと歩いていた小径をはずれ、横手に広がっていた森の中へ入っていった。それから、木の茂みの中になんとか身体を押しこみ、疲れはてて眠りについた。途中で二、三度、叫び声を聞いたように思ったが、まだその時、俺は何も知らなかったので、身体を丸めてただ眠りつづけた。疲れていた。本当に疲れていた」

　男はしばらく言葉を切った。暖炉はあかあかと燃えつづけ、クリスティーナは手にしたグラスの中身をひとくちすすった。男の分もわきのテーブルに置かれていたが、それにはまったく口をつけておらず、手をのばすことさえ男はしていなかった。

「ものが少しははっきり考えられるようになったのは、三日目を過ぎてからだと思う。そのころには空腹と、喉のどの渇きに耐えられなくなっていた。手近な葉や枝、石、土などを次次口に入れてみて、あまりの不味さに吐きだした。きりきりと痛む胃とひりつく喉を癒すにはどうすればいいか、懸命に考えた。しまいに、このままここにいてもこの不快な感覚を消すことはできないと思いいたり、眠りつづけた茂みを獣のようにもがき出て、食物と飲み物を求めて、あてもなく森の中をさまよった。

　もうすっかり目は開き、聴覚も鋭くなっていた。森の中は明るい光がさし、生まれたばかりの俺の目に涙があふれた。美しい音が聞こえ、あれはなんだろう、と考えた。その美しい音を発する小さなものは、木々の枝を飛び移りながらしきりに同じ形をしたものと音を発しあっていた。なんと奇妙だろう、と俺は思った。俺はあの小さいものたちとはまるで違っている。あの暗い小部屋に入ってきた、燭台を持った男も違っている。なぜあの者は同じ形をしたものがたくさんいて、俺にはいないのだろう、と思った。自分の手を見、足を見た。どちらも大きくて筋張っており、青ざめて、小さくて軽やかなあのものたち――『鳥』というのだとはあとで知った――とは、あまりにも違いすぎている。

　俺は――〈これ〉は――いったいなんなのだ？

　どういうわけでここにいて、こうして苦しい思いをしているのだ？

　ぼんやりとした疑問が形をとったが、まだそれほどはっきりはしていなかった。ふらふらと森の中を進むうちに、鳥の鳴き声とはまた違う、涼しげな音が耳に届いた。その音がなんなのかは知らなかったが、好ましく感じた俺はそちらに足を向けた。やがて、木々の間に、澄んだわき水が泉を作っている場所に出た。流れるせせらぎがきらきらと光を反射しているのを見ると、渇ききった喉のどがはげしく疼いた。思わず駆け寄り、泉に頭を突っこむようにしてがぶがぶと水を飲んだ。

　なんとうまい、甘い水だったことだろう！　なんという甘露だったことだろう！　おそらくあれが、おれが味わった最初で最後の、混じりけのない喜びだったにちがいない。俺は心ゆくまで渇きをいやし、多少は腹も膨れて、生き返った気持ちで水から頭をあげた。

　そして、その水面に映る、自分の姿をついに目にした」

　息づまるような沈黙が訪れた。レギーネはぴくりとも動かず、バイロン卿は不安げに翼つばさを開いたり閉じたりしながら、少女の腕にすがりついていた。クリスティーナは黙してグラスの中に目を落とし、そこから視線を動かそうとしなかった。

「なんという恐怖！　なんという嫌悪！」

　男は続けた。

「おれは思わず悲鳴をあげて水面を殴りつけた。水滴が飛び散り、像は消えたが、やがて波が静まると、そこにはまた同じ怪物の姿が浮かびあがった。俺は何度もそいつを殴りつけ、消し去ろうと試みたが、しょせん無駄だった。幾度も水を殴りつけ、甲斐のない努力をくり返したあげく、俺はとうとう、唯ゆい一いつの結論にたどりついた。

　この怪物は、どろりとした目と血の気のない顔をした怪物は、俺だ。俺自身なのだ。

　俺は新たな恐怖を持っておのが手を見、身体からだを調べ、足を、顔を、すべて確かめた。水鏡は嘘うそをついてはいなかった。確かめれば確かめるほど、水に映った怪物が、俺自身の姿なのだということを否定することはできなくなっていった。

　いったい、どういうことなのだ？　俺の混迷はますます深くなっていくばかりだった。

　俺はなんなのだ？　この醜い、おのれ自身でさえ吐き気をもよおすような生き物が、どうしてここにいるのだ？　森の中で見た鳥たちが、美しい声と軽やかな翼で優美に空を飛びかっているのを、俺はすでに見ている。あのように優雅な生き物が、しかもたくさんいるというのに、いったい、この俺の醜悪さはどういうことだ？　おれはなぜ、このような姿で、ひとりここに置き去られることになったのだ？

　茫ぼう然ぜんと泉のわきに座りこんでいると、遠くからいくつかの、木のざわめきや鳥の声とはまったく違った声が聞こえてきた。陽気に笑いあい、親しげに呼びかけあいながら、こちらへ向かって近づいてくる。

　俺は恐怖も忘れて立ちあがり、そちらへ向かってやみくもに近づいていった。頭のどこかでは、今見たものが信じきれていなかったのかもしれない。もしかしたらあの鳥たち同様、俺と同じものがこの世には多くいて、同類同士楽しくやっているとの考えがどこかにあったのかもしれない。ともかく俺は、声のするあたりを探し当て、ままにならぬ喉のどから、必死の叫びを絞しぼり出して、声の主たちの前に躍り出た。

　おれを迎えたのは恐怖の絶叫と、引き裂くような金切り声だった。『化け物！　化け物だ！』という声が聞こえた。そこには四本足の、すらりとした動物――『馬』というのはあとで知った――と、それにまたがった十人ほどの人間がいた。

　その時はむろん『人間』も知らなかったが、ただ、彼らが鳥や木々や、彼らの乗っている動物よりははるかに自分に近いこと、ぞっとするような容貌とは違い顔も姿も整ってはいるが、手が二本、足が二本で立って歩いており、顔立ちも、ごく基本的な構成という意味では、俺と似通っていることはわかった。

　俺は彼らに怖れられていることを知り、驚愕と悲しみに同時に襲われた。なんとか誤解を解こうと前に進み出たが、彼らは怒ど鳴なり声をあげてあとずさり、手にした黒い棒のようなものを向けてきた。

　灼やけた針を突き刺されたような痛みが走った。銃で撃たれた、ということはまだ理解できなかったが、彼らが自分を恐れ、憎んでいること、自分を攻撃して殺そうとしていることに、ふいに思いあたった。どうにもならない恐怖と悲しみが、自分でも制御できない憤怒に火をつけた。俺は悲鳴をあげながら銃を撃ちつづける人間たちに、咆ほう哮こうしつつ襲いかかっていった。

　それからしばらくのことは、よく覚えていない。気がつくと、引き裂かれた血と肉の山の中に、唖然として座りこんでいた。あたりは引き抜かれた首や手足、裂かれた胴と流れ出した臓物に満ちていて、ひどい悪臭が立ちこめていた。ふたたび、恐怖が俺を襲った。わけもわからぬまま俺は木にすがって立ち上がり、その場を逃げ出した。

　泉のところに戻って夢中で血を洗い流したが、そこに現れた姿は、以前よりもはるかに恐ろしいものに思えた。俺は自分に似たものを殺した！　俺は彼らの仲間なのか？　いや、彼らは、俺を見たとたんに恐怖の悲鳴をあげ、『化け物！』と叫んで攻撃してきた。話そうとする暇ひまさえ、与えてはくれなかった。では俺はやはり、彼らの仲間でもないのか？　いったい、俺は何者だ？　どうすれば、俺は、俺と同じものに出会えるのだ？」

　ふたたび、間があった。男がまた話し出すまでに、外でガーゴイルが寂さびしげに二、三度鳴いて、〈非在〉の空間をわずかに揺るがした。

「そのまま泉のそばでひと晩過ごし、翌朝、勇気をふるって、昨日自分が殺したものたちのところへ行ってみた。夜の間に、肉や臓物はほとんど獣に食われてなくなっていたが、荷物を探っているうちにあまり汚れていない外套が一枚と、乾いたビスケットの入った革袋が見つかった。俺はそれを身にまとい、ビスケットを夢中でつめこんでから、よろよろと森を歩み出た。もはやここにいても、知りたいことを知ることができないのはわかっていた。『化け物！　化け物！』――俺は、本当に化け物なのか？　怪物なのか？　この醜い姿、自分でも制御できぬ怒りと猛烈な力を持った俺は、この世にいることすら否定されるべき怪物なのか？　ならば、なぜ生まれた？　なぜ、このような苦しみを抱えたまま、この世に放たれねばならなかったのだ？

　俺はできるだけ人目を避けて進み、遠目に動くものを見つけたときには、すぐに近くの物陰に隠れるようにした。あの、森の中で自分が働いた凶行を、その時俺を支配した、制御のならぬ怒りと力を怖れたのだ。もし、発見されれば、彼らはふたたびおれを追い、攻撃するだろう。その時、また俺を覆おおうだろう怒りの衝動が、俺は恐ろしかった。泉に映った、血にまみれた怪物の姿――おお！　もう二度と、あんな姿を目にしたくはなかった！

　どれほどの日にちを、夜陰にひそむ獣のように過ごしたかは知らない。その間に食料は人の家から目を盗んで持ちだすことを覚え、陰に隠れて人の話を盗み聞きするうちに、人間というものが少しずつわかってもきた。そして、自分は彼らの仲間ではないのだ、という確信が深まり、俺は絶望した。たとえ身体からだの構成がよく似てはいても、俺は彼らの仲間ではなかった。鳥たちと同じように、人間たちは美しい服で着飾り、通りを行き来しては愛あい想そうよく言葉を掛けあい、笑いあっていた。もし俺が、この醜い俺があの中へ突然入っていけば、再びあの森の惨劇がくり返されるだろう。そんなことはしたくなかった――俺はただ、仲間がほしかった。俺と同じもの、俺を怖れず、俺と言葉を交わし、あの人間たちと同じように、肩を並べて歩いてくれる相手が、欲しかっただけなのだ。

　そしてまた、人間たちの美しさ、ことに女たちの美しさに、俺は魅了された。華はなやかなドレスと白く小さな手、鳥たちのさえずりにも似た話し声とあの笑い声！　人間たちには男と女の二種類がいる、と俺は考えた。もし俺に対の仲間がいるとすれば、それは当然、女と呼ばれる種類のものでなければならない。たとえ醜さにおいて俺と同じであっても、それでこそ、彼女は嫌悪を持たずに俺を見、俺も恐れを持たずに対面できる唯ゆい一いつの者をそこに見いだすだろう。

　俺は仲間が、連れ合いが欲しかった。この世でもっとも醜い存在、恐ろしい怪物でいることには耐えられそうもなかった。だが俺は人間の中には入れない、では、どこで俺は俺の仲間を見つければいいのだ？　わからなかった。何一つわからぬまま、苦痛と悩みを抱いて、俺は長いあいだ荒野をさまよい続けた。

　その看板を目にとめた時には、最初に暗い部屋で目をさましてから一年近くはたっていたろう。季節の流れから推定するばかりだが、俺のたどりついた小さな村では、その日、なんらかの祭りが行われていた。村の広場には即席の露店が並び、踊りの輪がいくつもあたりを回っていた。俺は無限のあこがれと羨望を胸むねに、そっと物陰からその様子を見ていた。そして、広場のまん中に、大きく目立つように立てられた看板と、その前で客を呼び込んでいる、鞠のように太った男の姿を認めたのだ。

　あの男だ！　――一年前、あの暗く寒い夜に、燭台を手に入ってきて俺を認めた、あの姿がたちまち脳裏によみがえった。間違いなかった。身なりは非常に派手なものになり、ぎらぎら光る蛇の鱗うろこのような衣装と大きなスカーフで口もとがほとんど隠れていたが、胸まで垂れた灰色のあごひげと、何よりも耳に突きささるようなかん高い声は聞き違えようもなかった。

『さあさあ！　このドクトル・ラーオが世界中より蒐集した、驚きよう異いと技芸の数々をごらんあれ！　大きな象に芸をするライオン、人魚の歌を歌う水晶、怪力マクニール、ダイヤの歌姫ヴィラーチェ、そしてフィレンツェの名花フェリーチェ・フロー・フローレス嬢じよう！

　見ない人は一生の損だよ！　大人は二ペンス、子供は一ペンス！　さあさあ、みんなお入り！　お入り！』

　人通りが少なくなるのを見はからって、俺はそっと物陰を忍び出、天幕の裏から隙間をくぐり抜けて客席にもぐり込んだ。天幕の中はうす暗く、外套の襟えりを立て、帽子をうんと引き下げて身体からだを丸めていれば、まず見つかる気づかいはなかった。何かが俺を呼んでいた――予感、といってもいいかもしれん。俺は観客とともに舞台に見入った。芸人の妙みよう技ぎに客たちが喝采するときも沈黙を守り、ただ、この先に待ち受けている何者かへの期待のみを胸に、息苦しいまでの一時間を過ごした――

　――そして俺は、ついに彼女を見たのだ！」

　クリスティーナはゆっくりと瞼を閉ざした。

「フェリーチェ」

　その時だけ、男のしわがれた声は夢見るような響きを帯びた。

「なぜわかったのか、などと問われても俺には答えられない。ただ、わかったのだと言うしかない。舞台の上で、彼女はまさに鳥のように、俺が目覚めたあの森の小鳥たちのように、愛らしく、軽々と空中を飛びまわり、歌った。醜いなどという言葉と、これほど対極にある存在もなかったろう、それでも彼女は、俺の仲間だったのだ！　人間ではない俺の、すべての感覚がそう訴えていたのだ。

　彼女が舞い踊るのをただ茫ぼう然ぜんと見守っていた俺は、演技が終わり、彼女が喝采を浴びながら笑顔をあちこちに向け、両手を上げて一礼し、袖に引っこもうと向きを変えるのを見て、半狂乱になった。ようやく見つけた俺の仲間が、俺の同類、俺の伴侶が、再び目の前から消えてしまう！

『フェリーチェ！』

　帽子も外套もかなぐり捨てて、俺は叫んだ。周囲にぎっしりと詰まった観客が悲鳴をあげるのも、もはや耳には入らなかった。

『フェリーチェ――俺の仲間！　俺の同類！　俺の一族よ！』

　フェリーチェが舞台で、驚愕と恐怖に顔色を変えるのがわかった――当然だ、このような醜い生き物にいきなり名を呼ばれ、今にも掴みかからんばかりに突進されれば、恐怖を覚えるのも当たり前だろう。 可か哀わい相そうなフェリーチェ、だが、あの時の俺は、そんなことを考える余裕すらなくしていたのだ。

『怪物！　化け物だ！』

　わっと悲鳴と怒ど鳴なり声があがった。

『フェリーチェ嬢じようを守れ！　こいつ、彼女を狙っているぞ！』

『なんてこった！　見ろよ、あの死人みたいな肌の色を！』

『もしかして去年の、マンスフィールド伯の狩しゆ猟りよう隊殺しもこいつのしわざか？』

　だが、そのような声すら、俺の耳には入らなかった。俺のすべての感覚はフェリーチェ、ようやく見つけた俺の同朋に集中していた。だが、数を頼んで殺到してくる観客が、俺の邪魔をした。唸うなり声ごえをあげ、暴れ、もがいたが、たったひとりで百人を越える屈強な男たちに対抗することはとうていできぬ相談だった。



    

  
    
      



    

  
    
      　茫ぼう然ぜんと舞台に立ちつくしていたフェリーチェを、あの男、ドクトル・ラーオ、鞠のように太った俺の創つくり主ぬしが、急いで連れて楽がく屋や裏へ回るのが目に入った。

　俺は苛立ちと憤怒の叫び声をあげて、身体からだにしがみつく村人たちを投げ飛ばし、あとを追おうとした。だが、再び押し寄せてきた人々と、銃や石の攻撃を受けて、ほうほうの体で逃げ出さざるを得なかった。

　その後、何度か隙を見てラーオ博士の天幕に入りこもうとしたが、そのたびに、見張りに立っていた村人や、一座の人間に見つけられ、追いはらわれた。彼らは犬をけしかけ、銃を撃ちまくって、獣を追うように俺を追った。獣！　だが、獣さえも、おのれの伴侶を認めれば求めるのが道理だというのに。

　だがそれを説明したところで、何がわかろう？　彼らには理解できまい。彼らは彼らの仲間とともに、彼らの掟にのっとって暮らしている。その社会の中には、俺のような怪物の出入りする場所などどこにもありはしないのだ。

　だが、俺にはあきらめることなどできなかった。とうていそんなことは！　それに、かのラーオ博士と名乗る人物が――おそらくは――俺の創造者であり、かつ、俺の同胞であるフェリーチェの創造者であるとすると、奴やつは、この俺にも保護を与えるべきではないのか？　少なくとも、なぜ俺をこのようにしたのか、なぜ俺を創り、俺を捨て去り、醜い姿と制御のきかぬ心を与えて、苦痛の中に置き去りにしたのか？

　答える必要はあるはずだと思った。ラーオ博士とそのサーカスは、しだいに人気と団員の数を増やしながら、イギリス各地を巡業していった。俺は影のように、そのあとに着いていった。機会があればラーオ博士に、そしてフェリーチェに会おうとし、その美しい姿を一目見よう、言葉を交わそうと努力したが、いつも人々の監かん視しの目に阻はばまれた。この図体と醜い顔は、たとえ隠しても、ともすれば人目をひかずにはおかないのだ。

　それでも俺はあきらめはしなかった。ついにラーオ博士はロンドンにたどり着き、フェリーチェもまた大輪の花としてそこで咲き誇ることとなった。俺は影の中からひっそりとそれを見つめ、彼女を、美しいわが同類を見つめた。フェリーチェ、俺の同胞、俺の伴侶、俺の、美しい小さな小鳥よ」

　そこまで語り終えると、疲れきったように男は両手で頭をかかえ、膝の上に肘をついて身を丸めた。もはや、続く言葉はないようだった。クリスティーナはグラスの中身を飲み干すと、すっかりぬるくなった男のグラスの中身を暖炉に浴びせかけた。ジュッと音がして、青色の炎ほのおが一いつ瞬しゆんたった。

「――とにかく、しばらくはここで身体を休めていたまえ」

　淡たん々たんと彼女は言った。

「少なくともここには、どんな人間も、人間でない者も、入り込めはしない。ここの館の主人が許さないかぎりは。何か、食べるものがほしいかね？　欲しいなら、持ってこさせるように伝えるが」

　両手で頭をおおったまま、男は微動だにしなかった。しばらく返事を待ったあと、クリスティーナは黙ってからのグラスを置き、苦悩を表す彫ちよう像ぞうのように動かない男を残して、部屋を出た。レギーネとバイロン卿があとに従う。扉が開き、閉まった。男は暖炉のそばで膨れあがった頭をおさえ、低い嗚咽をもらしていた。





　ひとつしかない扉が開き、閉まったとき、〈非在館〉ノーウエア・ハウスの主は、暖炉の前のひじ掛け椅子に腰をおろし、パイプをふかしながら一人もの思いにふけっていた。

　長い螺旋階段の上に、宙に突き出すように設置された書斎である。太い鉄柱と、奇妙なモザイクをほどこした円形の床の周囲をめぐる壁面には万巻の書物が整然と並び、また書斎の扉側の棚には古びた書物や何ともしれぬ骨格、鈍く光る石、ぼろぼろの羊皮紙などが雑然と折り重なっている。暖炉を背にした書き物机も御同様で、やはり今にも崩れおちんばかりの書物と古い書きつけに占領され、隅すみにちょこんと置かれた小さな金の縁取りの細さい密みつ画がの額の周囲ばかり、何かの壁でもあるようにきれいに空いているだけだった。

　頭上には、人の世のものではない星の動きを映す円形の窓がきらめいている。クリスティーナはパイプをふかす主人の背中側をまわり、ワインの入ったデカンタを勝手にとって、なみなみと注いだグラスをいっきに飲み干した。

　長いあいだ走りつづけてきたかのように肩で息をしながら口を拭き、どさりと長椅子に腰を落とす。続いて、しずしずと歩いてきたレギーネが床に腰をおろし、膝に手をかけてじっと女主人を見あげた。バイロン卿が小さな声で鳴き、ぱたぱたと舞い上がってシャンデリアの上に隠れる。クリスティーナは上の空の顔でレギーネの髪を撫でた。

「……で？」

　パイプを深く吸って吐きだし、灰を暖炉に振り落として、館の主が尋ねた。

「どうなのかね？　〈彼〉の、その――様子、というか、そういうものは」

「私に何を言えというんです？」

　投げやりにクリスティーナは答えた。

「もちろん、ひどい様子ですよ、決まってるじゃありませんか。あの男が私に送りつけてきたものが、心温まるような代物であるはずがない。しかも、どうあっても無視できないように、入念に作りあげてある。かといって、私が何をしてやることもできないようにされているのはむろんのこと」

　一息に吐きだして、またクリスティーナはワインをあおった。レギーネの朱い瞳ひとみが、ひきつったように動く女主人の細い喉のどをじっと見つめている。

「〈魔術師シモンシモン・マグス〉、か」

　館の主は穏やかに言った。

「私が知っているのは、シモン・ペテロと対立していたころの彼だけだが――それからしばらくして、私はここに引きこもってしまったものでね――当時の彼は、どことなく君に似ていたことは確かだよ、〈パラケルススの娘〉。わが友人が、十字架の死を選んだことを愚行だとさげすんではいたが、それを利用して自分の教団内での地位を高めようとしたもうひとりのシモンのことは、もっと軽蔑していた。おそろしいまでの自信家で傲ごう慢まんそのもので、自由奔放で――かつ、きわめて聡明な、烈しい気性の持ち主だった。それから二千年近く、彼がどこでどうしていたのかは知らない。君が〈彼女〉を連れてここへやって来て、君がいまの〈君〉になるまでは、噂うわさすら聞いたこともなかった」

「いっそのこと、ずっと引きこもってくれていればよかったものを」

　吐き出すようにクリスティーナは言った。

　サー・マクスウェルは苦笑し、立派な禿頭を撫で上げて、巨体を深々と椅子に沈めた。

「いや、失しつ敬けい、あなたのことじゃありませんよ、サー・マクスウェル。あなたはちゃんと、くだらない世せ間けんというものに見切りをつけ、自分の領分を保持する以外のことは何一つしないと自ら定めていらっしゃる。立派なものだ。それにくらべて」

　苦々しげに舌打ちし、もう一杯ワインを注ぐ。今度は一息に飲むことはせず、ルビーのような澄んだ色合いにじっと眺め入って、しばらく身動きしなかった。

「私もとっととあなたを見習って、あのごたごたした世間からはおさらばしておくべきだったかもしれないな。奴やつが三百年かけて、また私の前にしゃしゃり出てくるようになる前に。ねえ、サー・マクスウェル」

「なんだね？」

「奴が口にしていた〈産霊者〉というのは――何です？」

　しばしの沈黙があった。暖炉の炎ほのおがはじけて薪が崩れ、鮮やかな火花が舞った。

「……私にも、はっきりしたことはわからない」

　サー・マクスウェル、〈非在館〉ノーウエア・ハウスの主にして〈さまよえるユダヤ人〉、アハスヴェールは慎重に言った。

「私は確かに他人よりは長く生き、多くのことを知っている。その中には、知らなければよかったと思うことも多くある。そうなると、これ以上何かを知ることが怖こわくなることもあるのだよ、〈パラケルススの娘〉」

「御託を並べるのはよしていただきたいな」

　ぴしゃりとクリスティーナは言った。

「奴は確かに、〈器〉と〈聖せい杯はい〉、そして〈産霊者〉がそろった、と言っていた。前者二つは私にも解るが、最後の一つはいったいどういう意味なのかわからない。しかも、どうやらそれは、うちのあのぼんくら小僧のことらしいときている」

　やけになったようにワインを飲み干した。

「まったく、どういうことだか、さっぱりだ」

「ここにも来たことのある、アジア人の少年のことかね。遼りよう太た郎ろう、という」

「そうですよ」

　いらいらと立ちあがって、巨大な書き物机に近づいた。開いたまま立てて置かれている、両面ひと組の象ぞう牙げの細さい密みつ画がにじっと見入る。穏やかな微笑を浮かべた金髪と青い瞳ひとみの娘の肖像と、若さと自信に満ちあふれた、人を見下すような緑の瞳の銀髪の青年。二つをしげしげと見くらべ、音を立てて乱暴に机に戻す。

「まったく、あの小坊主がどういうことだ？　確かに、あれはおタカさんの孫息子で、血筋から言えば、なるほどもうちょっと何か使えていいようなものなんだ。なのに、あの生まれながらの女帝の孫とはとても思えないほどの凄い腰抜けのぼんくらっぷりで、あの小僧っ子に関してだけは、おタカさんが何を考えているのか、いまだにわからない。『あなたの助けになるものを送ります』？　送ってくれたはいいが、いまだに、どう助けになっているのか、なんの役に立っているのか、ちっともわけがわかりゃしない。かえって面倒を増やしているばかりじゃないか。今回のことも含めて」

「まあ、そのあたりは、私に答えてやれることではないな」

「あなたに聞いちゃいませんよ、サー・マクスウェル」

　腹立たしげにクリスティーナは言い返した。新しい刻み煙草をつめて火をつけたサー・マクスウェルは、深々とパイプを一ふかしして、喉のどを鳴らして笑った。クリスティーナはそっぽを向いた。

「まったく、どっちを向いてもこっちを向いても、いやな奴やつばっかりだ。……とりあえず、あの〈怪物〉のことは、しばらくここに置かせてもらってかまいませんかね？　奴がどういう意図であの男を送りつけてきたのか、もう少し探ってから対応したいんです。単に、以前のわれわれ自身の愚行を見せつけてあざ笑いたいだけなら、あんな程度のお涙ちょうだい話が、私の心を痛めるはずがないこともわかっているはずだ」

「まあ、君がどうとらえるのも、どう対応するのも自由だがね――あの哀れな〈存在ビーイング〉のことはひとまず於くとしても」

　ゆったりと紫し煙えんをくゆらせながらサー・マクスウェルは言った。

「だが、君のところのあの少年はどうなるね？　〈産霊者〉とあのシモンに名指しされた、彼のことは？　……私の考えとしてはだね、親愛なるクリスティーナ」

　サー・マクスウェルはゆっくりと椅子から立ちあがった。一いつ瞬しゆん、暖炉の光が遮られ、巨大な古代の石像が動き出したかのような大きな影が部屋を覆おおった。

「今回のことは、むしろ君がどうこうというより――むろん、その点も彼にとっては重要にちがいないが、もうひとつ――君のところの、あの少年を引きずり出す意味があるように、私には思えてならない」

「あの坊ぼうやが!?」

　クリスティーナは盛大に鼻を鳴らした。

「あなたらしくもない発言ですね、サー・マクスウェル。一度は〈賢者〉とも称され、知りすぎたがために自ら世せ間けんから身を退くことになったあなた、〈さまよえるユダヤ人〉が、なぜあのぼんくら坊やにそんな価値があると思うんです。〈産霊者〉の件は、むろん謎ですよ。しかし、あんなちびの田い舎なか者ものに、そんな価値が――」

「それこそ、君らしくもない発言だな、クリスティーナ」

　ゆったりと棚に向かいながら、わずかな非難をこめてサー・マクスウェルは言った。

「君は私情にまどわされて、真実から目をそらすという、もっともしてはならないことをしている。……君があの少年をとるに足りないものと思いなし、長きに渡る〈彼〉との対立を、邪魔者なしに自分自身でつけたいと望む気持ちはわかるつもりだ。だが、真実のところ、〈彼〉はまだあきらめてなどいないのだよ、クリスティーナ、三百年前、かつて君が〈彼女〉を連れ出したせいで頓とん挫ざした計画を、今度こそ完遂させるつもりでいるのだ」

「無駄な努力ですね」

　冷然とクリスティーナは言い、笑った。

「私とレギーネがここにこうしている以上、奴やつにはどうにもできないはずだ。私もレギーネも、やすやすと奴のいいなりになる気はないし、三百年間、私も何もしてこなかったわけではない。望むなら、いいだろう、決着をつけてやる。来るなら来るがいい、覚悟はできている」

　不敵に笑うクリスティーナを、レギーネがじっと見つめる。澄んだ宝玉のような瞳ひとみは、やはりどんな感情も表すことはなく、ただ女主人のすらりとした背中を映すばかりだ。

「だが、相手もまた、三百年間の間にどんなことを積みあげてきたのか、君にはわからないのだよ。たとえば〈産霊者〉のことだ。……これを見たまえ」

　サー・マクスウェルは混乱をきわめる棚の中から小さな箱を取りだし、蓋を開いた。

　とたん、部屋中に真しん紅くの輝きがあふれた。

　クリスティーナは思わず声をあげて眼を覆おおい、サー・マクスウェルでさえ、一いつ瞬しゆんたじろいだように箱を身体からだから離して目を細めた。紅い光は虹にじのように円形の塔の中を照らし出し、古い書物を、羊皮紙を、骨を、石を輝かせ、まるで命あるものであるかのように生き生きと見せた。光の中ですべてのものが生気を持ち、動き出すかのようだった。

　サー・マクスウェルは慎重に手をのばし、箱の中から、小さな、手のひらに載るほどのガラス瓶を取りだした。

　光はますます強くなり、シャンデリアの上でくつろいでいたバイロン卿が、目を丸くして見おろした。ガラス瓶の中で、紅い、小さな太陽が、燃え立つように輝いていた。

「見たまえ。これを」

　噛かみしめるように、サー・マクスウェルはくり返した。

「あの少年――遼りよう太た郎ろう――が、〈彼〉に〈産霊者〉と名指しされたあの事件、あの、シオン騎き士し団の事件以来、ずっとこの状態だ。わが友人、かの、罪なきまま十字架の上で死したる者の、遺された貴重な血。それがまるで、生きた心臓のように、脈打ち、あふれんばかりの光を放ち続けている」

　クリスティーナは小瓶から目を離すことができないようだった。緑の瞳ひとみは狂気めいた光を浮かべ、まばたきもせずに、鼓動するようにゆらめく紅くれないの輝きを凝視している。

「シオン騎士団の事件については、僭越かとも思ったが、この瓶の変化があったためにあとからそこの天てん球きゆう儀ぎで調べさせてもらった。――彼は〈聖心臓〉セイクリツド＝ハートを顕現させたのだね、遼太郎君は。かの十字架の友の、魂たましいの象徴である、あの血の涙を流す心臓を」

　低く呻いただけで、クリスティーナは何も答えなかった。

「これは私の私見だが」

　とサー・マクスウェルは続けた。

「あの少年は、われわれ西洋人の文化の外、――西洋人の心性とはまったく違う、アジアの極東の風土の中で育ち、その血と精神性をもっとも濃く継いで生まれている。その事実は、君にも否定できないはずだ。たとえ、表に現れた彼がどれほど無力に見えても」

「あれはただの、田舎者いなかもののぼんやり坊主だ。無力で、馬ば鹿かで、お人好しの小僧っ子だ」

　激しくクリスティーナは反駁した。

「あんな坊ぼうやに何ができる。あれはただの小僧っ子だ、何の力もない、故こ国こくからさえ逐われた無能者だ、あれは、あの坊やは……」

「……その中にはあるいは、われわれ西洋人の文化や風土の中からは生まれ得ない、何者かが隠れているのかもしれない」

　クリスティーナの燃えるような視線を意に介さず、サー・マクスウェルは言った。

「私はアジアの文化にはあまり詳しくない。特に、あの日本ジパングという小さな島国の、独特の精神風土については、君もまた、あの国に渡ったときに目にしているはずだ。あの国の人々は、西洋の、唯ゆい一いつの神、唯一の正義という考えに凝こり固まることなく、悪をなだめて善に転じ、異なるものをひとつにし、分かれたものを融和し、結びつけるというたましいを持っている。日本の言葉で『むすぶ』という言葉が持っている古い意味を、君は知っているかね、〈パラケルススの娘〉」

「そんなもの」

　クリスティーナの答えはほとんどつっかかるようだった。

「そんなもの、知っていたところでどうだというんです」

「そうか、なら教えてあげよう――といっても、私もつい最近、調べて知って愕然としたのだが――いいかね、日本語で『むすぶ』という言葉は、ひとつには、『いくつかのものをひとつにつなぎあわせる』という意味だが、かの国の、はるか古代の神話において、それは、別の重要な意味を帯びて使用されているのだよ。

『産む霊すぶ』」

　一息の間をおいて、思い切ったようにサー・マクスウェルは言った。

「つまり、『異なるものを結びつけ、神霊たましいを生み出す行為』――とね」

　息づまるような沈黙が、〈非在館〉ノーウエア・ハウスの広大な広間を支配した。
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「それじゃ、晩の舞台は見に来てくれないの？」

「ああ。僕はいろいろ仕事があって、夜は家を空けられないんだよ。朝は早いから、仕事が終わったら早く寝ないといけないし。身体からだがもたないからね」

　フェリーチェは不思議そうに小首をかしげた。世せ間けんでは午後のお茶がたしなまれているころの時間で、遼りよう太た郎ろうとしても本来、自宅にいていつものように茶器を整えてラドル夫人の監督のもと、居間へ運んでいるはずだったが、今のところは、まったく別の場所に腰を据え、なじみのない相手と向かいあっていた。

　すなわち、〈ドクトル・ラーオの珍ちん奇きと驚きよう異いの技芸団〉、〈ラーオ博士のサーカス〉の舞台裏――ごたごたと大道具小道具が積みかさなり、奇術の道具やひらひらの衣装、軽かる業わざの投げ輪、紙でこしらえた花やまがいものの蔦などが雑然と積みあげられた楽がく屋やで、その一角に、フェリーチェはけばけばしくペンキを塗った箱にちょこんと座ってかわいらしく足を組み、遼太郎は犬と道どう化けのショーに使われると思われるがたがたのスツールを持ちだしてきて、腰をおろしていた。

　本来なら、こんな真っ昼間に、しかもかわいい女芸人に会いに出かけるなど、美み弥や子こと和かず音ねともしかしたらシシィ、それに、いい使用人というものはみだりに家を空けたりしないものだという考えのラドル夫人が許すはずもない。だが、〈影のロンドン〉の王女たるジンジャーから宮きゆう廷ていじきじきの依頼として、この〈ラーオ博士のサーカス〉の裏舞台を探ってこいとの命令が下ったのである。美弥子と和音も、不承不承ながら納得するしかなかった。ラドル夫人に関しては、クリスティーナの不在を口こう実じつに使って、彼女の代わりにちょっとした用を済ましに出ているという口実を作っておいた。

　つくづく手間のかかることを押しつけられたものだ。

「つまらないわ」

　片方の手に頬ほおをあずけて、フェリーチェはほっと息をついた。

「あたしは、舞台にいるときがいちばん好きなのに。舞台の上のあたし、きれいだわ、そうでしょ？　きれいなあたしを、あなたに見てもらえないの、なんだかつまらない」

「僕も残念には思うんだけど」

　遼りよう太た郎ろうは言った――まんざら嘘うそでもなかった。なんといってもフェリーチェの妙みよう技ぎは見事なものだったし、あとから思いかえしてみると、確かにかなり興奮ものの出来事だったのに間違いないのだ。

「けど、仕事があるのは、僕にはどうすることもできないからね。でも、いつでも無料の入場権は、英えい慈じさんが使ってくれてると思うけど、どうなの？　そういえば最近、あの人うちに来ないから訊きいてないけど。見かけたことある？　ほら、あの時、僕といっしょにいた若い男の人だよ」

「さあ。知らない。舞台の上からだと、客席ってよく見えないから」

　興味なさげに言って、フェリーチェは小さくあくびをした。

「ねえ、こんなお話、つまらないわ。べつのお話をしましょうよ。ロンドンって、どんなところ？　きっとずいぶん大きな街なんでしょうね。これまで回ってきたところとは、お客さんも、劇場シアターの大きさも、ぜんぜんちがうわ。ねえ、ここなら、キマイラは外を歩いてる？　ユニコーンは？　アントライオンはどうかしら？　大きな街なら、あの子たちもきっと、外をいっぱい歩いてるんだろうと、あたし思ってたんだけど」

「キマイラ？　ユニコーン？」

　驚いて、遼太郎はフェリーチェをまじまじと見た。

　フェリーチェは、冗談で言っている顔ではなかった。むしろ、どうして遼太郎がぎょっとしているのかわからないという顔で、けげんそうに見返された。

「ええ、そうよ。大きい街なら、そういうのもいっぱいいるんじゃないの？　博士は、小さいところじゃあまりいいのがつかまえられないから、大きな都市に出たらたっぷりと網にかけるつもりだって言ってたもの。だから、ロンドンじゃアントライオンやキマイラがたくさん道を歩いてるんだと思ったけど、ちがうの？」

「アントライオンっていうのはなんだか知らないけど、少なくとも、ユニコーンやキマイラは、ロンドンの街では見たことないな。少なくとも生きてるのは」

　何度か伯はく爵しやく夫人やクリスティーナに連れられて大だい英えい博物館を訪れていたおかげで、遼太郎もいくらかは、西洋の神話や伝説に登場する想像上の動物の名を知るに至っていた。

　ユニコーンは額ひたいに長い一本の角つのを持つ、馬に似た生き物。キマイラは、姿はいろいろだが、おもに虎とらや狼おおかみ、豹ひよう、蝙蝠こうもり、その他危険で不快な動物のあちこちを寄せ集めたまぜこぜの生き物。アントライオンはよくわからないが、名前からして、アリアントと、ライオンの合成生物だろうか。くっつけるには少し大きさが違いすぎるんじゃないか、と遼太郎は思わずにいられなかった。

「そうなの？　博士は順調に進んでる、って言ってたけど……」

「でも、フェリーチェは、イタリアから来たんだろう？」

　さて、こういう質問こそ、芸人というものについていかに遼りよう太た郎ろうが無知であるかを露呈するものだった。たとえ生まれはホワイト・チャペルの街道沿いの安下宿の娘でも、あるいはアイルランドの片田舎かたいなかの、訛りの抜けないちび助でも、いったんサーカスの花はな形がたと祭り上げられれば、パリだのフィレンツェだの、華はなやかな名前を芸名に冠せられることが、この世界における常識なのである。

「外の看板に書いてあったよ。『フィレンツェの華、フェリーチェ・フロー・フローレス嬢』じようって。フィレンツェって、ロンドンにも負けないくらい大きくてきれいな街だって聞いてるけど、フェリーチェは、小さいころはどんなところに住んでいたの？」

「さあ。あたし、知らないわ」

　本当にどうでもよさそうに答えられたので、遼太郎はふたたびぎょっとした。

「知らないって……じゃあ、自分の生まれたところを知らないの？」

「ええ、知らないわ。だって、気がついたら、ここで博士にいわれて綱渡りやブランコをしていたんだもの。それ以外のことなんて知らないし、おぼえてない。小さいころって、どういうこと？　あたしはずっとこの姿のままよ、今も、以前も」

　すらりとととのった手足をさぐり、胸むねから腰に手を走らせて、フェリーチェは首をかしげて遼太郎を見あげた。あまりにも透明に澄みきった青い瞳ひとみに、なんとはなしに遼太郎は背せ筋すじを冷たい指で撫で上げられたような気がした。

「じゃ、じゃあ、フェリーチェはいくつなの？　……あ、あのごめん、女の人にこういうこと訊きくのは失礼だってのはわかってるんだけど、あの――」

「失礼って？　あたし、何歳かなんて考えたことないわ」

　フェリーチェはますます不思議そうな顔になっただけだった。

「それに、何歳とかってなに？　あたしはラーオ博士のところでずっとこうしてブランコに乗って、綱渡りをして、みんなに褒ほめてもらってるの、それがどれくらい続いたかなんて、なにか意味があるの？　あなたの言うこと、あたしにはよくわからない。あたしの知らないことや、考えたこともないようなことばかり尋ねるんだもの」

「え……いや……だって……」

　美少女に責めるような上目づかいで見あげられながら、遼太郎はどぎまぎするのと、背筋をざわつかせる異様な感じに板ばさみになって、うまくしゃべれない状態だった。

（あのサーカス団の裏に隠されているものを、おまえが捜さがすんだ）

　ジンジャーの冷静な声が脳裏にこだまする。

（居ながらにしてロンドンのどんな場所でも見透せるはずの母さまが、あの〈ラーオ博士のサーカス〉に関してだけは、何も視みることができない。いったい何があの中に隠れているのか、探ってこい。――今の俺の言葉は、〈影のロンドン〉の宮きゆう廷てい、〈女主人〉からの、正式な依頼だと思ってくれてかまわない……）

　ロンドンを想像上の奇怪な動物が闊かつ歩ぽする都市だと考え、自分の生まれも、年齢も、覚えているどころか、それについて考えることも、意味すら理解できないというこの少女は、いったい何者なのだろう。すべての生あるもの、大地につながるあらゆる生き物を透視することのできる〈影のロンドン〉の女王が、感知することも見透かすこともできない場所にいる少女。そして彼女は、どうやらここ、このサーカス団の天幕の中しか、世界を知らず、興味を持っていないように見える。

（いったい、この娘こ……）

　フェリーチェはかわいらしく首をかしげたまま、遼りよう太た郎ろうの言葉を待っている。

「あ、あのね、フェリーチェ――」

　あせって口を開きかけたとき、楽がく屋やのすみっこのほうで、どんがらがっしゃんと何かが崩れおちる音が派手に響いた。つづいて、

「ふははははははははははははは！　転移の魔術、完了した――り――ぃいいいい！」

　……いきなり、どっと疲れた。

「あれ、何？　どうしたの？」

　目を丸くしているフェリーチェに、ちょっと待ってて、と言いおいて、壁にたてかけられた巨大な書かき割わりの空の後ろを覗き込んでみて、ぎょっとした。

「ちょ、ちょっと！　アレックスはいいとして、い、いやそれも良くはないけど、なんで美み弥や子こさんと和かず音ねまで、いっしょに来てるのさ!?」

「もちろん、噂うわさに高いかわいい女芸人さんにお目にかかるためですわ。初めまして、フェリーチェ・フロー・フローレスさん」

　冷たく遼太郎を一瞥して、美弥子は言った。書き割りの後ろの薄い壁板に人ひとりがやっと通れるほどの穴があいており、そこからむりやりもぐり込んできたようだった。

「うむ、ここがかの女魔術師が毎晩出入りしているとかいう、魔の巣窟の劇場シアターか。なるほど、いかにも妖気が漂ただよっている、なんといまわしい場所だ！　だがどんな秘密があろうと、この大魔術師バシレウス・サロモンが、たちまち明らかにしてくれようぞ。……どうした、そこの使い魔。何をぐったりしている」

　アレックス、というか、たぶん現時点では魔術師バ（略）と呼ぶべきであろう彼は、たった今の破壊行為に使ったらしい火薬の臭いをまとわりつかせ、意い気き揚よう々ようと仁王立ちしている。最後に和音が、袴の裾すそを気にしながら穴をくぐり抜けてきて、遼太郎の目にぶつかり、たちまちすまなそうな顔でちぢこまった。

「和音、いったいこれはどういうことなんだい!?　アレックスだけならまだしも、美弥子さんやおまえまで、こんなやり方でもぐり込んでくるなんて！」

「あの、すみません、兄さま」おどおどと和かず音ねは口ごもった。

「でも、アレックスさんがいらして、こちらのサーカスを調査しに行くとおっしゃるものですから、ついわたしも美み弥や子こさんも、気になって」

「ええ、そうですわ。なにしろ、お馬ば鹿かさんですから、一人で歩かせるのはあまりにも心配ですものね。ご婦人に失礼なことをしていないかと思うと、気になってしまって。あら、そういえば、ご挨拶が途中でしたわ」

　遼りよう太た郎ろうはまだ声も出ないでいる。美弥子は上品に裾すそを払うと、あらためてフェリーチェに向きなおり、極上の笑顔でにっこりと微笑ほほえんだ。

「わたくし、赤あか羽ばね美弥子と申します。こちらのお馬鹿さんの、婚約者いいなずけということになっておりますわ、一応、ですけれど」

　美弥子は口をぱくぱくさせている遼太郎をすばやく蹴け飛とばして再度黙らせ、足を抱えて飛びまわっているのを尻目に、何事もなかったように続けた。

「毎晩、こちらの劇場シアターですばらしい妙みよう技ぎの数々を披ひ露ろうなさっておいでのことは、遼太郎さんからお聞きしましたわ。しかも、なんですの、恐ろしい暴漢にさらわれそうにおなりだったとか。お気の毒に、どんなにか怖こわい思いをなさったことでしょうね」

「あなたたち、『女の子』なのね！」

　はたで見ていた全員の予想を裏切って、フェリーチェは歓声をあげて美弥子の手を取った。ついでに和音とアレックスの手までとって、元気よく振りまわす。

「こんなにたくさん、お友だちが来てくれてうれしいわ！　あたし、『女の子』とはほとんどお話ししたことないの、殿方とはときどきお会いして、贈り物をいただいたりするけれど、あたしと同じくらいの『女の子』は、あまり近づいてきてくれないんだもの、今日はなんてすてきな日かしら！　それに、そちらの人もとっても面白そう。あなたも、どこかサーカスの人なの？」

「サーカスではない！　バシレウス！　サロモン!!　だッッッッ！！！」

　じだんだ踏んだアレックスは、ご多分にもれずまた例のずるずるした黒いバ（略）用魔術師ローブを長々と後ろに引きずっていた。

「アレックス、ちょっと、どういうことなのさ!?」

「どういうもこういうもあるものか、このごろ女魔術師がこの劇場で何かしているというから、その陰いん謀ぼうをこの大魔術師バシレウス・サロモンが明かしてやろうと思ったまでだ。こっちの二人は、ついてくるというので勝手についてこさせたまでだ、僕の知ったことであるものか。……そうだ使い魔、あの魔女娘から、おまえに伝言があるぞ」

「伝言？」

　アレックスはずるずるローブのどこかをごそごそ探り、何か固いものを包んだ小さなおひねりを取り出した。受け取って開けてみると、手のひらに転がり出たのは中に虹にじ色の光がともっているように見える、なめらかな水晶のかけらだった。紙には文字が書いてあり、そこにはこうあった。

『その娘を外へ連れ出せ。水晶が気け配はいを隠す。ジンジャー』

「……ジンジャー？　え、外？」

　一いつ瞬しゆんとまどったが、じきに、アレックスたちがこれほどたやすく楽がく屋やへ侵入できたのは、人知れずジンジャーによる魔法の手助けがあったからに違いないと思い当たった。

　あれだけものすごい音がしたのに、団員たちはだれも姿を見せず、垂下する声さえ聞こえない。ジンジャーは、『このサーカス団の内部だけは透視できない』と言っていた。調査を依頼した遼りよう太た郎ろうに、サーカス団の団員であり花はな形がたであるフェリーチェを劇場シアターの外へ連れ出させて、じっくり観察してみるつもりなのだろう。

「ねえ、フェリーチェ、せっかくみんながこれだけ集まったから、一度、みんなで外に遊びに行ってみないかい」

　思い切って、そう言ってみた。美み弥や子こと和かず音ねはええっ、と声をそろえて遼太郎を振り返り、アレックスもあわてた様子で、

「こ、こら、何を言い出すのだ、この使い魔め。そんなことをしたら、せっかく侵入したこの大魔術師の、偉大なる魔術の意味がないではないか。こうして侵入した上は、さっそくここに住む精せい霊れいを呼び出して詰問し、ここでどんな邪悪な物事が行われているか、明らかにしてやる予定なのに」

「リース警部みたいなこと言うなあ、君も」

　わざと強い口調で、遼太郎は言い返した。ジンジャーの伝言のことは、たぶん言わないほうがいい。自分が単に遼太郎への伝言を届ける役に使われただけ、そして、ジンジャーたちには手出しのできない何らかの障壁に、魔術と称するむちゃくちゃな何ごとかで穴を開けることを期待されただけと知らせたら、きっとずいぶん傷つくだろう。

「だいたい、君の言い分に従えば、ここは悪の本ほん拠きよ地ちなんだよ？　こんなところでもそもそしゃべっていたら、それこそ誰に見つかるかしれないじゃないか。それよりも、彼女を安心できる外へ連れ出して、ゆっくり話を聞いたほうがいいと思わないかい。少なくとも、僕はそう思うな」

「はっ、貴様がなんと思うかなど、このバシレウス・サロモンが気にすると思うか」

「でも、クリスティーナもきっとこうすると思うんだけどな、こういう場合」

　この一言は効きいた。アレックスはさっと赤くなり、横を向いてぶつぶつ言ったが、結局、外に出ることに同意した。美弥子と和音は、遼太郎とフェリーチェが困ったことになるのを監かん視しできるのであれば正直言ってなんでもよく、その上、愛らしい少女芸人のあっけらかんとした明るい笑顔にかなり毒どく気けを抜かれてもいたので、いっしょに外出することにあわてて同意した。

「でも兄さま、勝手にこのかたを連れ出したりして、あとでフェリーチェさんが叱られたりなさらないかしら」

「あら、そんなこと、大丈夫よ」

　すぐに応じたのはフェリーチェ自身だった。

「夜の、あたしの出番が始まる前にさえもどっていればいいもの、かんたんよ。それにあたし、一度はロンドンってところを見てみたかったの！　さっきも言ってたんだけど、いいユニコーンやキマイラや、それに人魚やメデューサがいるかどうか見てくればきっと博士もよろこんでくれると思うし、こういうふうにお友だちとお出かけするのって、あたし、夢だったのよ！　博士はなかなかあたしを外へ出してくれないし、出ちゃいけないっていつもいうけど、でも大丈夫よねえ？」

　甘えるように遼りよう太た郎ろうを見上げて、

「博士は、あの大きな男がいつもあたしを追いかけているから、ぜったいに外へ出ちゃだめっていうのよ。でも、あなたがいれば、またこないだの晩みたいに守ってもらえるでしょ、だから安全よ。それにすてきなユニコーンか、それともグリフォンかなにかを見つければ、博士もきっと大よろこびだわ」

「ユニコーン？　グリフォン？」

　あっけにとられて、美み弥や子こが遼太郎の耳に口を当ててささやいた。

「遼太郎さん、この方なにをおっしゃってますの？　いいユニコーンって何のことですの？　ユニコーンって、確か、西洋の神話かなにかに出てくる生き物じゃありませんの――実際にはこの世にはいない動物で」

「それはそうなんだけど――そのあたりは、まだちょっと僕にもわからない」

　ささやきかえして、遼太郎はそっとあたりを見回した。夜のにぎわいが嘘うそのように、楽がく屋やはしんと静まりかえっていた。

　そういえば、フェリーチェ以外の団員や、団長のドクトル・ラーオはどこへいってしまったのだろう？　ジンジャーの魔法で遠ざけられているだけかもしれないが、訓練の物もの音おとや、楽屋へ道具を取りに入ってくる者の姿すらないのは、なにか不気味な感じがした。

　大きな箱に、まがいの花園の陰に、道どう化けの衣装と腹話術師の人形に、ふっと昏くらいものがかかった気がした。ふいに寒さむ気けが全身を走り、遼太郎は、周囲でぽかんとしているアレックスと美弥子と和かず音ねに、そしてジンジャーに、心の底から感謝した。

「じゃあ行こうか、みんな」

　寒気をふるい落として、元気よく遼太郎は言った。

「時間にだけ気をつければ、十分この辺の見物くらいはできるよ。ベドウォード・ロウに出て、劇場シアター街をトラファルガー広場まで下ってみるってのはどうかな？　そう遠くないところだし、ちょっとくらいゆっくりしても、ちゃんと夕方、劇場シアターが開くまでには戻ってこられると思うよ」

　フェリーチェは大喜びで同意した。舞台用の、きらきらした長いヴェールを持ってきて肩からかけようとするのであわてて止めて、楽がく屋やの隅すみから捜さがし出した、ぱっとしない灰色の長いマントと帽子をかぶせる。フェリーチェは不服顔になった。

「どうしてこんなかっこうしなきゃいけないの？　あたし、ちょっと外に出るだけよ、ちゃんとした服を着たいわ」

「わかってるけど、君は今、ロンドン中のスターだからね」

　ジンジャーの魔法に信用を置かないわけではないが、用心にこしたことはない。深くかぶせられた帽子の下でかわいく口をとがらせているフェリーチェに、辛しん抱ぼう強く遼りよう太た郎ろうはいってきかせた。

「君を見つけた人がたくさん集まってくると、ゆっくり見物もできなくなるだろう。君が外に出てることをだれかが博士に知らせて、君が叱られても困るし、気分は悪いかもしれないけど、ちょっと我が慢まんしてくれないか」

「ええ、あなたが言うのなら、そうするわ」

　フェリーチェはあっさり妥協して、くすりと笑った。なぜかその甘いキャンデーのような笑い声は、どこかうそ寒く遼太郎の耳に届いた。

「だってあたし、あなたとはお友だちなんだもの、ねえ、そうでしょう？　ねえ？」

「おい！　早く来んか、使い魔！」

　先に外へ出たアレックスが、あたりを気にしながらしきりに手を振っている。

「行こう、フェリーチェ」

　白い小さな手を取って、遼太郎は裂け目をくぐり抜けた。その後ろで、楽屋の戸が細く細く開いた。糸のようなすきまから、ぎょろりとむいた血ち走ばしった目が、細いすきまをくぐって外へ出ていく四人の少年少女を、まばたきもせず見つめていた。





「あれはなに？　大きな建物ねえ！　あのおじいさん、あんな高いところでなにしてるのかしら？　うまく降りられるといいんだけど！　それにライオンたち、ばかにお行ぎよう儀ぎがいいのね。うちのサーカスの子たちには負けるけれど、こんなにたくさんの人たちのなかで、あれだけじっとしてられるなら、マダム・メイヒューに預かってもらえばきっとすてきな火の輪くぐりをやってのけられてよ。わあ、馬車が行く！　でも、馬はふつうの馬なのね、残念だわ。ねえ、ユニコーンはどこにいるの？　キマイラは？　ハーピイは？　それとも、みんな夜にならないとでてこないのかしら？」

　フェリーチェは小鳥のように、ほとんど切れ目なくさえずり続けていた。アレックスが開けた『転移の魔術』の穴からこっそりフェリーチェともども抜け出し、四人は人目に立つこともなく、うまく表通りへ出て、ベドウォード・ロウを、トラファルガー広場までぶらぶらと降りてきたところだった。

　ジンジャーの魔法がうまく働いているのか、子供のようにはしゃぐフェリーチェを気にとめるような通行人は見あたらなかった。誰もが自分の目的に集中して、せわしなくどこかへ歩を運ぶか、広場に軒を並べるパブやお茶屋へしずしずと入っていくか、あるいは、優美な髪型の上にレースの日傘を差しかけ、世せ間けん話をしながら、ゆったりと午後のひとときをそぞろ歩くことかに費やしている。

「少なくとも、ユニコーンはいないようですわね。それから、キマイラも」

　今では美み弥や子こもすっかりフェリーチェの無む邪じや気きなはしゃぎっぷりに心を許して、噴き出さないように気をつけながらすましていた。

「それから、あの高いところにいるお爺さんは、ネルソン提てい督とくとおっしゃって、たいそう偉い軍人さんだったそうですよ。だから、高いところもきっと怖こわくはないとおっしゃると思いますわ。それに、銅でできているんですもの、落ちてもきっと、おでこや肩が少し凹むくらいですみましてよ」

「あら、そうなの！　じゃあよかったわ！」

　喜き々きとしてフェリーチェは叫んだ。

「だけどあのおじいさんをつくった人も、いくら銅でこしらえたからって、あんな高いところに立たせなくてもよさそうなのに。じゃあ、あのライオンたちはなにをしているの？　あんなところでじっとして、たいくつじゃないかしら」

「あのライオンは石でできているんだよ。石の彫刻なんだ、フェリーチェ」

「『ちょうこく』？」

　聞きなれない言葉にまたフェリーチェは少しとまどったようだったが、やがて、納得したようにうなずいて、

「ああ、そういう種類のライオンだってことね。とってもおとなしいライオンなのね！　それとも、ちょっぴりなまけものなのかしら？　でもマダム・メイヒューなら、ムチを一つ鳴らせば、あの子たちをこの広場じゅう走りまわらせられると思うわ。ああ、そうしたらどんなに楽しいかしら！　あたし、あの子たちの背中に乗って、いっしょに走りまわるわ。片手で逆立ちをしたり、宙返りをしたり、いっぱいできるのよ、あたし」

　フェリーチェの罪のないおしゃべりは音楽のよう。四人はにぎやかにしゃべりつづけるフェリーチェをまん中に置いてトラファルガー広場を横断し、ざわめきと、人の流れにここちよく身をまかせた。

　お茶を飲んだり、靴箱の上に立って何事か政府の最新の悪事を声高に訴えかけている、休日活動家の話を聞いて笑ったりもした。ぶらぶらと回っていくうち見えてきたナショナル・ギャラリーの前には、何か有名な新進画家だか、彫刻家集団の特別展があるとかで、長い行ぎよう列れつができていた。

「残念だったね」遼りよう太た郎ろうはフェリーチェに言った。

「普段の日ならあそこももうちょっと空いているから、中へ入って絵やなにかを見たりもできたんだけど。あれだけ混んでいるようじゃ、中へ入ろうとするだけできっと午後いっぱいかかってしまうよ」

「でも、こうして皆さんでぶらぶらしているだけでも楽しいですわ」

　和かず音ねがなだめるように言う。

「あら！　あれをごらんになってくださいな」

　指さした先では、大だい道どう芸げい人にんが、少々くたびれてはいるが粋いきなモーニングにトップ・ハットをかぶり、手品を披ひ露ろうしていた。

　くるくると指先で帽子を回してみせ、中には何も入っていないことを示してみせる。観客から受け取った一ペニーのコインを投げ入れる。呪文を唱となえ、手をつっこむと、生き生きとした薔薇の花がぱっと手の上に咲いた。観客からまばらな拍手が起こる。

「ふん、えせ魔術師めが」

　アレックスが顎あごをあげて尊大に鼻を鳴らした。

「ああいう子供の遊びを魔術だと称すること自体、魔術への冒ぼう涜とくだということを奴やつらは知るべきだな。実にくだらん子供だましだ。見ていろ、次はきっと、鳩か、ウサギをどこかから取りだしてみせるぞ、わかっている」



    

  
    
      



    

  
    
      　少なくとも、あっちは自分のやってることが手品だと自覚している分ましなんじゃないか、と遼りよう太た郎ろうは思ったが、口には出さなかった。

　フェリーチェは興味津々で駆け寄り、人垣の後ろからつま先立ちして覗き込んでいる。三人もいっしょに、観かん衆しゆうの背中越しにそれぞれにつま先立ちした。

　手品師はアレックスの予言通り、さらに帽子から鳩を取り出し、さらにそれを三羽に、五羽に、七羽に増やし、さっとマントを一振りすることで一いつ瞬しゆんにしてぜんぶを消してみせた。観衆から驚きの声があがる。

「大した手並みだよね、アレックス」

「ふ、ふん。あんなくだらん芸」

　むっつりとアレックスは言い、ずるずる引きずったままでいる魔術師のローブを腹立たしげにひっぱった（ジンジャーの魔法のおかげで、このすっとんきょうな姿も午後の散歩を楽しむ上品な人々の目にはとまらずにすんでいるようだった）。

「だいたい、あんなもの、種たねがわれればすぐなんだ。僕にやらせてみろ、本当に、無から鳩でもなんでも取りだしてみせてやる……ウサギでも、ライオンでも……ユニコーンでも。キマイラだって」

「はいはい」

　変キなマ考イえラが棲すみついてるのは君の頭じゃないか、と無情なことを思いながら、次になにが起こるのか、遼太郎はつい夢中になって必死に背伸びしていた。

（『おい、アスパラガス……アスパラガス。遼太郎』）

「ぅわっ!?」

「どうなさいましたの、兄さま。へんな声お出しになって」

　隣にいた和かず音ねがけげんそうな顔をする。あ、いや、と遼太郎は口ごもり、あせって周囲を見回した。誰もいない。つまり、今聞こえたような声を出しそうなものは誰もいない、小汚い少年の姿をし、鮮やかな赤毛を帽子に押しこんだ、ほっそりした少女は、だ。

「ジ、ジンジャー!?　どこにいるのさ？」

（『どこでもいい。でかい声を出すな。こっちからはちゃんと見えてる』）

　あわてて周囲をきょろきょろし、遼太郎は、ようやく、一羽の大きなカラスがナショナル・ギャラリーの鉄のフェンスにとまり、妙みようにじっとしていることに気づいた。

　つやつやした黒い羽と堂々たる体たい躯くがじっと彫ちよう像ぞうのように鎮ちん座ざするさまは、「またとはあらじネヴアーモア！」と叫んだ、あの詩人の不ふ吉きつな幻想そのもの。つやつやした黒玉のような目は、まっすぐにこちらに向けられている。ジンジャーはおそらくあのカラスの目を借りて、この場のようすをうかがっているのだろう。

（『それより、あの娘はどこだ？　フェリーチェとかいう、あのサーカス団の娘は？　一度外へ連れ出してこいと、あの黒いずるずるに伝言を渡しておいたはずだが』）

「え？　だって、フェリーチェなら、ほら、そこにいるじゃないか……ちゃんと」

　あっけにとられながらも声をひそめて遼りよう太た郎ろうは答え、フェリーチェを捜さがした。

　やはり、しっかりとそこにいる。つま先だったり飛びあがったりしながら、手品師の妙みよう技ぎを一つも見逃すまいと、目を輝かせて見入っている。深くかぶった帽子がほとんど脱ぬげそうになって、細い金髪がきらきらと頬ほおに散りかかっていた。白い頬はうっすらと上じよう気きし、逆光にふちどられた横顔はうっとりするほどかわいらしい。

（『なんだって!?』）

　だが、返ってきたジンジャーの返事はひどく焦った調子のものだった。

（『おい、本当か？　嘘うそついてるんじゃないんだろうな？　ちゃんと俺のいったとおりに、あの〈ラーオ博士のサーカス〉の娘を、外へ連れて来てるんだろうな!?』）

「本当だよ。嘘ついてどうなるっていうのさ」

　少々むきになって遼太郎は言い返した。

「だって、見てわからないか？　フェリーチェなら、ほら、そこでぴょんぴょん跳はねながら、手品師の芸を見て喜んでるよ。嘘だと思うんなら、美み弥や子こや和かず音ねにも、アレックスにだって、確かめてごらんよ。僕らはちゃんと五人でいっしょに、ゲイアティや、アデルフィ劇場シアターの前を通って、トラファルガーへ……」

（『視みえない』）

　ひどく焦った調子のジンジャーの言葉が、遼太郎をぎくっとさせた。

「ジンジャー？」

（『視えない。視えないんだ』）

　頭の中にひびくジンジャーの声は、焦りと困惑、そして、正体のわからないものに対する恐れを、はっきりとにじませていた。

（『おまえたちがそこにいるのはわかる。ずるずる小僧も、美弥子も、和音もいるのはわかる。おまえがこっちを見てるのも、ちゃんと視えてる。だけど、それだけだ。俺にはその娘は視えない、遼太郎、その、フェリーチェとかいうサーカス団の娘は。トラファルガーのどこにも、おまえの言うような娘がいるような感じはしない。娘はどこだ？　遼太郎、本当に、本当にフェリーチェは、そこにいるのか？』）

　戦せん慄りつが稲妻に打たれたように全身を走った。遼太郎は思わず振り返り、そこで楽しげに跳びはねているフェリーチェの姿を、はっきりと視界にとらえた。

　その時、わっと声があがった。手品師の手がすべり、ちょうど帽子から取り出しかけていたウサギが指からすべり落ちてしまったのだ。ウサギはトラファルガー広場の敷しき石いしに背中からぶつかり、弾はじけるようにぱっと跳ねて、猛もう然ぜんと走り出した。

「つかまえてくれ！」

　焦った手品師の声が響くより早く、高い馬のいななきと、罵ば声せいがあがった。観客の中から、若い女たちの悲鳴がもれた。ちょうど広場を横切ろうとしていた馬車が、中途半端な場所で止まっていた。足踏みしている馬の蹄ひづめの下に、血が飛びちっていた。車輪の下から白い毛皮に包まれた足と長い耳がのぞき、じわじわと、赤いものがにじみ出てきていた。

「なんだ？　なんだってんだ？」

　街のまん中で飛びだしてきたウサギに仰ぎよう天てんしつつも、御ぎよ者しやはめっぽう腹をたてていた。

「俺の馬車に変なもんつまっこませてきたなあてめえか？　唐変木め！　てめえの下手打ったことを、おいらに押しつけんじゃねえ、くそったれめ？」

「どうかしたのかね？」馬車の客が、眠そうな太った顔を大儀そうに窓から覗かせる。

「事故かね――ああ？　犬？　猫かな？」

「俺のウサギが！」

　手品師は仕事道具でもあり、相棒の一匹でもある動物の死に、それどころではないようだった。流れるような御者の罵声をものともせず、車輪の下で非業の死を遂げた小さな仲間に駆け寄って跪ひざまずき、涙をこぼしながら血に染まった白い毛を撫でている。

「おい、ごめんよ、ふわふわフラツフイジャックよう！　おいらが失敗さえしなきゃ、こんなことにゃあならなかったのに！　ジャック！　ジャックよう！」

「よくはわからんが、損害があったようだな」

　客は眠そうに言うと、財布から半シリング硬貨を取りだし、戸を開けて身を乗り出すと、嘆なげき悲しむ手品師のそばにそっと置いてやった。

「元気を出したまえ、君！　世せ間けんには悲しいことがいろいろあるものだが、常に明日という日はあるものだ！　さあ、それをとって、なんだかわからないがそのかわいそうな生き物の埋葬費にしてやりなさい！」

　御者はウサギ一匹で半シリングを儲けた手品師を大声で罵倒し、一部始終を見ていた観客たちから「ブー！　ブー！」との反駁を受けてひるんだ。手品師は半シリングを受け取りはしたが、それで元気を取りもどしたようでもなく、顔をゆがめながら、無む惨ざんに潰されたウサギの小さな死し骸がいを抱きあげて立ちあがった。

「なんてこと。お可か哀わい相そうですわ、手品師さんも、ウサギさんも」

　眉をひそめて美み弥や子こが言った。アレックスもぶつぶつ言うのをやめて、むっつりと自分の靴の先を見つめている。和かず音ねも一いつ瞬しゆんの出来事に胸むねを突き刺されたようで、今にも泣きだしそうにきゅっと唇くちびるを噛かみしめながら同意した。

「本当に、ごらんなさい、あんなに悲しそうにウサギさんを抱いて、うつむいて――きっと、とても可愛がっていらしたんですわ。お気の毒です」

「でも、また造つくりなおせばいいんじゃないの？」

　あっけらかんと明るい声が響いた。三人がぎょっとしてそちらを向くと、フェリーチェの、世にも無む邪じや気きな、天使のように愛らしい顔が、けげんそうに小首をかしげていた。

「だって、あのウサギは、あの男の人が造つくったものなんでしょう？　だったらまた、造りなおせばいいことじゃない、かんたんでしょう？　あの人、どうして泣いてるの？　そんなにあのウサギ、できがよかったのかしら？　ただのウサギで、大きくもないし小さくもないし、そんなに、自慢になるようなできには思えないな、あたし」

　冷たい風がその場を吹き抜けたようだった。ジンジャーも沈黙している。遼りよう太た郎ろうはいつのまにか、握にぎりしめた拳こぶしに汗をかいていることに気づいた。美み弥や子こと和かず音ねは、今まで隣にいた友人と思っていたものが、とつぜんまったく別のものだったということに気づいたかのように、青ざめて、手を取りあって二、三歩下がった。アレックスもまた、いささか気味が悪そうに、彼にしてはめずらしく、まっとうな魔ま除よけのしぐさ――二本の指を交差させるという、だれもが子供部屋で教わるおまじないの身ぶりの一つをして、遼太郎のそばまであとずさってきた。

「どうしたの？」

　問いかける声はあくまで汚れなく、無む垢くな水晶の鈴のように響く。小鳥の声。美しく響くよう、丹たん念ねんに調節された、水晶の喉のどが発する声。

「みんな、どうしたの？　あのひと、ウサギ、造りなおさないの？　どうして？」

　フェリーチェはひたすら不思議そうに、首をかしげたまま静止している。

　観客は少しずつ散り始めており、馬車もすでに走り去っていた。ウサギの骸むくろを両手に捧げ持った手品師の、低いすすり泣きが、ざわめきを縫ってかすかに聞こえてきた。





　それきり、なんとなく一行は無口になってしまった。劇場シアターの開演時間が迫っていたこともあり、フェリーチェを送ってベドウォードからコヴェント・ガーデンへ曲がっていくときにも、陽気にさえずりつづけるフェリーチェ以外には、ほとんど口を開くものもなかった。フェリーチェ自身はそのことに少しも気づいていないようで、楽がく屋やの裏口まで送り届けられると、「ありがとう！」と明るく礼を言った。

「今日はとっても楽しかったわ、そうじゃない？　あのウサギさん、ちゃんとご主人さまに造りなおしてもらえればいいわね！　今夜の舞台は見にきてくれるの？　こられない？　残念だわ！　でも、いつかきっときてね！　あたし、待っていてよ！」

　そう言うと、その場にいた全員の頬ほおにすばやくキスし、さっと楽屋に飛びこんでいった。遼太郎たちは無言で劇場の裏を離れ、表通りへ向かって急ぎ足に歩き出した。誰もが重苦しい顔で、先ほどのこと、あの美しい少女の、世せ間けん知らずというにはあまりに非常識で奇妙な――不気味とさえいえる言葉を思いかえしていた。

　視界の端で、遼りよう太た郎ろうは、アレックスがローブの裾すそでフェリーチェにキスされたところをごしごしこすっているところをとらえた。責められない、と思った。むしろ、遼太郎こそが、そうしたいところだった。





　翌日の午後、また顔を出したジンジャーとアレックスを含めて、五人は緊急作戦会議を持った。ジンジャーの顔に表れた焦しよう燥そうと懸け念ねんは、これまで遼太郎がこの少女の顔に見たことのないものだった。

「まったく、わけがわからない」

　彼女は言った。

「それじゃ、おまえたちは全員、あそこにそのフェリーチェという娘がいたことを確認してるんだな？　はっきりと？　全員そろって、幻を見てたんでもなく？」

「そんなはずがあるわけなかろう、魔女め」

　アレックスの憎まれ口も、今日のところはあまり力がなかった。昨日のキスの感触を思い出したのか、薄うす気き味み悪そうに頬ほおを撫でて、

「僕たちはほぼ午後いっぱいあの娘といっしょにいたし、話をした。変装させるのに何度か手を触れてもいる。間違いない。そこの無能な使い魔連中が幻覚を見させられるならともかく」と遼太郎と美み弥や子こと和かず音ねにまとめてあごをしゃくり、

「この、偉大なる魔術師バシレウス・サロモン様に、あれほどはっきりとした実体を持つ幻覚など、見せられるものがいてたまるか」

「わたしたち、昨日の晩、二人であの午後あったことをおさらいしてみましたの」

　目の下を少し青くした和音が言った。

「少しも違いませんでしたわ。もちろん、いつも同じ場所を見ていたわけではありませんから、美弥子さんの見ていないことやわたしの見ていないこともありましたけれど、全体として、わたしたちが確かに、あの……フェリーチェさん、という方と同行しましたのはまちがいないと思います。ねえ、そうですね、美弥子さん」

「ええ。わたくしも、そう思います」

　美弥子は眉をひそめた。

「おかしな話だし、奇妙な娘さんでしたわ、今から考えると。最初は、サーカスの中しか知らないとおっしゃるから、こういうものなんだろうと思ってほほえましく拝はい見けんしていましたけれど、あのウサギの一件では、わたくし、ぞっとしてしまいました。一度そう思うと、それまで聞き流していたことが、いちいち気になってきて。ユニコーンだとか、キマイラだとか……『造つくりなおせばいい』には、本当に寒さむ気けがしました。なんだか、つい今まで人間だと思っていたら、急に、人間そっくりの蝋ろう人にん形ぎようばかりの暗い場所に、一人で立っているような気分になってしまって」

「わかるよ、それ」

　遼りよう太た郎ろうは言った。ちょうど同じことを考えていたところだったのだ。

　人形。彼女は人形、そう、まるで人形のようだ。それも、異常な。

　クリスティーナのメイドであるレギーネもまた機械じかけの人形だが、彼女にくらべればレギーネにはもっとなにか、人間的な、というか、心を持っているのではないかと思わせるような部分がある。

　フェリーチェには、それがない。確かに比ひ類るいなく美しく、愛らしい小鳥のようにさえずり飛びまわって人の心を惹きつけるが、それだけだ。若い娘たちが悲鳴をあげて眼を覆おおったウサギの悲劇的な事故死にも平然として『造つくりなおせばいい』と言ってのける、その内側にはなにがあるのだろうと考え、遼太郎は足もとの床がなくなって、暗闇に吸いこまれていくような不安を味わった。

「あの。……わたし、ふと思ったのですけれど」

　和かず音ねが、おずおずと口をはさんだ。

「このあいだ、リース警部さんがいらした時、このごろロンドンで、たくさんの人が行ゆく方え不ふ明めいになっているって、おっしゃっていましたよね」

「ああ、言っていたね。それから？　和音、続けてごらん」

「はい。……あの、考えすぎかもしれないとは思うのですけれど」

　神経質そうに指を組み替えながら、小さな声で和音は言った。

「あのとき警部さんは、『いなくなった人たちは、みんな〈ラーオ博士のサーカス〉――あのサーカス団の公演を見に行ったあとに、失しつ踪そうしてる』ってお話でした。それで、あの、思い過ごしかもしれない、とは思うんですけれど――」

「うん？」

「もしかしたら、その誘拐された人たちはあのサーカス団に連れていかれて、フェリーチェさんみたいなもの……を造るための材料にされているのかもしれない、って」

　一気に吐きだしてしまうと、和音は、叱られるのを今にも待っているかのように目をつぶり、小さくなって首をちぢめた。

「いや、待て。そいつはもしかしたら、的まとを射ているかもしれないぞ、和音」

　興奮したようにジンジャーが身を乗り出してきた。和音がはっと顔をあげる。

「それなら、俺たち〈影のロンドン〉が、フェリーチェを〈視みる〉ことができなかった説明がつけられるかもしれない。俺たちに視ることができるのは、なんらかの形で生命を持ったもの、大地につながるものだ。たとえそれが、たとえば吸血鬼ヴアンパイアみたいな反・生命でも、一度は生命を持ったことがあり、命あるものの血ちからを吸って存在するのなら、それは俺たちの視界のうちにある。しかし」

　悔しげにジンジャーは唇くちびるをかんだ。

「もし……もし、だが、何か俺たちの知らない技術を持ったものがいて、そいつがなんらかの形で犠牲者から生命と精神を抜きとり、ただの肉でできた材料として扱うようなことをあそこで行っているとしたら、そして、フェリーチェがその産物なのだとしたら、この魔女の眼にあの娘が映らなかったことも、あるいは、説明がつくかもしれない」

　多た色しよくに輝くロンドンの魔女姫の瞳ひとみがあやしく燃える。和かず音ねは小さく息をのみ、美み弥や子こは急に寒さむ気けを感じたように両肩を抱いて身をすくめた。アレックスが魔術師としての見解を何か口に出そうとするが、苦い顔をして途中で口を閉じてしまう。

「じゃあ、――あの」

　乾いた唇をなめて、遼りよう太た郎ろうは慎重に口を開いた。

「もし、和音の言うとおり、そういうことがあそこで行われているとしたら、僕たちは――」

「やあやあやあ！　お客さんかい？」

　ためらいがちな発言は、元気よく叩きつけられた居間のドアの音と、明るい声に吹き消されてしまった。

「こんにちは、遼太郎君、こんにちは、美弥子さん、和音さん！　魔術師殿は今日は、僕に呪文を唱となえないのかな？　……あれ、おかしいな。入ってきたときにはもう一人いたと思ったんだが」

　玄くろ塚つか英えい慈じは妙みような顔であたりを見回した。ジンジャーは以前リース警部が入ってきたときと同様、帽子を深く引き下ろし、椅子に身を沈みこませるようにして気け配はいを消している。

「気のせいですよ、きっと」遼太郎は言った。

「それより、しばらくご無沙汰でしたね。お忙しいんですか？」

「ああ忙しいとも、あんまり忙しくって、遊ぶ暇ひましかないくらいさ」

　英慈はにやりと笑って紳士気き取どりのステッキをくるりと回し、美弥子の隣の椅子にひらりと腰をおろした。

「それでもまあ、たまにはここに送られてきたのがどうしてなのか、自分に思い出させる必要はあると思ってね。……どうだね、調子は？」

「まあまあですよ」

「うん、まあまあか。それはいい、それはいい」

　満足げに英慈は頷いて、

「調子が良すぎるというのはあとで悪くなったときに考え物だし、調子が悪いというのは、もちろん、話にならない。まあまあの中くらい、というのが、いつもいちばん健康にいいんだ。で、その後、フェリーチェ嬢じようとの仲は進展したのかい？　……ありゃ」

　テーブルの一同が目に見えて動どう揺ようしたのを、英慈は、婚約者いいなずけである美弥子や義ぎ妹まいである和かず音ねが、兄の不ふ行ぎよう跡せきの相手の名を聞かされてぎょっとしたせいだと解したらしい。

「こりゃあもしかして、僕の失言だったかな。すまないね、遼りよう太た郎ろう君、しかし心配めさるな、姫様方。君たちの愛する遼太郎君は、実に生真面目まじめな、いい男だよ。結局、あのあとサーカスは見に行っていないそうじゃないか、遼太郎君」

「それは――まあ、仕事があるんで」

　もごもごと遼太郎は言った。早いところ帰ってくれないか、と念じる気持ちだった。大事な話をしているところなのに、英えい慈じのおかげで、話が途切れてしまったではないか。

「僕は朝が早いし――でも、まあ、フェリーチェには一度会いに行きましたけど」

「なるほど、これでわかった！　やはり君にも男としての、熱い血が流れているってことがね。安心したよ、遼太郎君」

　英慈は勢いよく遼太郎の背中を叩き、しばらくむせて息もできないようにさせた。

「さてと、そんな遼太郎君に、団長のラーオ博士から、特別招待状を預かってきたよ」

「特別……招待状？」

　英慈は自慢げにくるりと手首を返すと、昨日のトラファルガーの手品師よりよほどあざやかな手つきで、どこからか取りだした四枚の薄い封筒を扇おうぎのように広げてみせた。

「一枚は遼太郎君に、あとの三枚は、親しいご友人や婚約者いいなずけ、ご家族にどうぞ、とのことだった。君がちっとも舞台を見に来てくれないのを、博士はひどく残念がっていてね。ぜひ渡しておいてくれと、僕に頼んでこられたのさ」

　燃える石炭を渡されたように、おそるおそる遼太郎は四通の封筒を受け取った。

　ありふれた薄い青の封筒で、開けてみると、中にはそれぞれ一枚の紙が入っているだけだった。『特別公演にあなたさまをご招待いたします！』と金きん文も字じで刷られた下に、手書きで遼太郎への宛名が記されている。

　全部開けてみて、遼太郎は全身水をかぶったように慄ふるえた。入っていたのはすべて同じ『特別公演』への招待状だったが、その下に書かれていたのは、すべてそれぞれ昨日フェリーチェに同行した残り三人、美み弥や子こ、和音、そしてアレックスの名だったのだ。

「残念ですけど、僕は、やっぱり夜は家を空けられないんですよ。小さいシシィがいるし、今、クリスティーナが留守がちですし」

　動どう揺ようを無理に押さえつけて、遼太郎は軽く言った。

「これは、英慈さんにさしあげますから、英慈さんのほうでどなたかと使ってください。僕たちは遠慮しますから」

「そりゃいけない。いけないよ、君」

　気のきかない子供をさとすように、英慈は指を振りまわした。

「せっかくの団長のご好意を、無にすることはないじゃないか。なんたって、特別公演だぜ、特別公演。そりゃ、見られるものなら僕だって見たいが、残念ながら、招待状に宛名の書いてある人間しか入れてくれないらしい。僕も頼んだが、断られたよ。フェリーチェを楽しませてくれた、せめてものお礼、ってことだった」

　ジンジャーがかすかにぴくりとした。遼りよう太た郎ろうは嵐あらしに吹かれたように背せ筋すじが波立つのを感じたが、英えい慈じはまるで気づいていない風で、

「じゃあね、確かに渡したぜ、遼太郎君。あわただしくってすまないが、これから、ちょっとした約束があるんでね。どんな約束かなんて訊きくような野や暮ぼなこと、君はしないよね？　よかった！　じゃ、これで」

　ひょいと立って出口に向かい、扉から出かけて取りもしなかった帽子を今になってちょっと持ちあげてみせ、

「お騒がせしてすまなかったね、どうも」

　ばたん、とドアが閉まる。楽しげな鼻歌が呑のん気きに遠ざかっていく。

「遼兄さま？」

　動かない遼太郎に、和かず音ねが不安げに呼びかけた。

　遼太郎は黙って手の中の、四枚の封筒に目を落とした。四人の名の書かれた、四枚の招待状。今にもそれが、奇妙な蟲のようにざわざわと蠢うごめき出すかに思えて、床に放り出しそうになるのを、必死にこらえた。



    

  
    
      


第四幕　ラーオ博士のサーカス



　　『だがおれが人でなしというのは本当だ。愛すべき者、無力な者をおれは殺した』
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　美み弥や子こと和かず音ねはがんとして遼りよう太た郎ろうの説得を受け入れなかった。

「だって、もうわたくしたちがこうして名指しされている以上、逃げ隠れしたって無駄ですわ」

　というのが美弥子の言い分だった。

「あちらからわざわざ招いているのですもの、きちんと応じてやらなくては大和撫子の名がすたります。それに、わたくしだってジンジャーさんと同じくらい、役にたちますわ。ちゃんと小こ太だ刀ちを持っていきますし、和音さんもそのおつもりですもの」

「そうですわ、遼兄さま」

　和音はかすかに頬ほおを上じよう気きさせながらうなずいた。

「兄さまがご心配なさるのはとてもよくわかりますし、感謝しております。でも、わたしたちだって、じっとして、守られてばかりいるのはいやなんです。巻きこまれた以上は、きちんと結末を見届けたいです、わたし」

　一息にそう言ってしまってから、ちょっと口ごもり、思い切ったように、

「それに、今度はジンジャーさんはあの中には入れないし、中を見ることもおできにならないんでしょう。でしたら、手は少しでも多いほうがいいと思います。クリスティーナさんもなにかあのサーカスについてはしていらっしゃるようですし、わたしたち、心配するほど孤立無援ということはないと思いますわ。いつも、いざというときにはちゃんと現れてくださるのがあの方ですし」

　というより、最後にかっこいいところだけ全部持っていくのが大好きなんだよなあの人、と遼太郎は憂ゆう鬱うつに思った。

　アレックスというかバ（略）については、説得するだけ無駄というものだった。この大魔術師に、身の程知らずにも叩きつけられた挑戦状にすっかり憤ふん慨がいし、持てる力のすべてをもって不ふ埒らちなまがいものどもを粉ふん砕さいする気ではちきれそうになっていたのだ。

　すでに準備はおこたりなく、招待状に記された日の前の晩からモンフォーコン邸ていに泊まりこみ、客用寝室にあやしげな道具を持ち込んで、日がな一日ぶつぶつうだうだやっている。唯ゆい一いつ歯止めになってくれるかと期待した伯はく爵しやく夫人は、社交界の行事で、さる高貴な身分の方からの招待を受けて狩しゆ猟りよう会のためにドーチェスターの領地にひと月ばかり出かけているとあって、困った息子は野の放ばなし状態だった。いつも頃合いをみて連れもどしにきてくれるシヴィル青年も姿を見せず、どうやら、本来の仕事である国家機関の陰いん謀ぼうのほうで忙しいらしい。

　うっかり招待状を、ほかの三人に見せてしまったことを、遼りよう太た郎ろうは悔やんだ。自分ひとりでならもっと手の打ちようを考えられたのに、美み弥や子こや和かず音ね、ことに、バ（略）に知れてしまった以上、ことを静かに運ぶのはほぼ不可能だ。特に若き大魔術師がすっかりやる気になっていては、暴れ馬を髪の毛一本で引き止めようとするのも同然。

　いずれにせよ、美弥子の指摘は正しいのかもしれなかった。敵、といって良ければ、相手はすでに遼太郎たちがフェリーチェを劇場シアターの外へ連れ出したことを知っており、そして、おそらくはそこで何を見、感じたかも知っているのだ。この招待状はまさしくむきだしの罠であり、一種の挑戦状と呼ぶべきだろう。

　もしその勇気があれば、秘密を解きにやってくるがいい、と上品な金きん文も字じがあざ笑っているかに見える。遼太郎は自分の名前の書かれた招待状を見返し、じっと考えこんだ。

　記された日時は、開演は真夜中、本来ならば休演日にあたるはずの夜で、どうやら招よばれているのは遼太郎たちだけらしい。

　クリスティーナはこのことを知っているだろうか、とちらっと思った。シシィの話では、フェリーチェをさらおうとしたあの大男と接触を取っているようだが、あの夜以来、すれ違いがずっと続いていてクリスティーナの顔を見ていない。一度でも帰ってきてくれれば相談できるのに、と思ったが、考えても無駄なのでやめた。

　相談したところで、彼女が何かの役に立ってくれるとは思えない。自分の興味のあること、自分の役に立つことしか手を貸さない、それが彼女、クリスティーナ・モンフォーコンだ。わがままかつ傲ごう慢まん、自己中心的であることはなはだしく、むかつくほどに自信家で、人をからかうのが大好きときている。

　彼女に関しては、もし、クリスティーナ自身の興味がここにつながっていれば来るだろう、と思い切るしかない。大層な賭ではあるが。しかし、フェリーチェがどうやら謎の中心であり、クリスティーナがそのフェリーチェを狙う怪人と接触したというなら、一いち縷るの望みもないではないかもしれない。

　ジンジャーもそれに賛成した。

「こんなに自分に力がないと感じたことはない」

　くやしそうにジンジャーは言った。飾らない言葉の奥に、〈影のロンドン〉の王女としての傷つけられたプライドがかいま見えた。

「とにかく、俺たちがこちらから頼んだことだ。劇場の外まで、〈影の宮廷〉きゆうていの力が及ぶところまでは、何があっても絶対に身の安全は保証する。しかし、いったん中に入ってしまったら、俺たちにはどうすることもできない。とにかく、少しでも危ないと思ったら、脱出することを優先しろ、わかったな。奴やつらが何をやっているか、推測できるだけの材料が手に入っただけでも収穫と言えるんだから」

「逃げ出すのは性に合いません」

　昂こう然ぜんと胸むねをそらして、美み弥や子こが言い切った。

「立ち向かってくるものは、堂々と戦って打ち倒すのが、赤あか羽ばねの娘というものです」

「そうは言っても、相手はどういう手を使ってくるかわからないんだ」

　なだめるようにジンジャーは返した。

「いま、臣下たちにクリスティーナの居場所を捜さがさせているところだ。彼女がこの事態を知っているかどうかわからないが、もし知ったら、おそらくすぐに駆けつけてくるだろう――まあ、そうであることを祈いのろう。〈聖なる血〉には、俺たちも命令はできない。頼んでみることしかできないからな。保証してやれなくてすまないが」

「それで十分だよ、ジンジャー。ありがとう」

　心から、遼りよう太た郎ろうは言った。

「大丈夫だよ、あの人が、かっこいい見せ場を自分から放棄することなんてありえないもの。きっと、百の、その九十九まできたときに、マントをひるがえして高笑いしながら現れて、僕たちみんなを憤ふん慨がいさせるにきまってる。だから、気にしないでいいよ」

「――そもそも、おまえに頼んだりしちゃ、いけなかったんだ」

　ジンジャーはうつむき、口の中で呟つぶやいた。

「まさか、こんな大事になるとは予想していなかった。ただ、あの中の様子を見てこられりゃたくさんだと思っただけなんだ。すまなかった、遼太郎。巻きこんじまって」

「気にしないでいいったら」

　うなだれたロンドンの魔女姫の小さな手を、遼太郎はそっと取った。

「もともと、英えい慈じさんに誘われてサーカスを見に行って、フェリーチェを助けることになった時点からもう勝手に巻きこまれてたとも言えるわけだし。今さら、ジンジャーが責任を感じることなんてないよ」

　ジンジャーは顔をあげて何か答えようとしたが、口をつぐんで、またうつむいた。美弥子と和かず音ねは遼太郎がジンジャーの手に触れたときぴくっとしたが、今はそういう場合ではないと考え直したらしく、双方口をつぐんでおとなしく見守るだけにした。

　その日の午後は、異様にゆっくりと過ぎていった。だれもが落ちつかず、美弥子は書しよ棚だなから手当たり次第に本を取り出してはいいかげんに開いてぼんやりと眺め、はっとしてまたもとに戻してばかりおり、和音は箪たん笥すの中のハンカチや靴下を一枚ずつ出しては、たたみ直してまた入れなおすということを延々くり返し、その上に、客用寝室から流れてくるバ（略）の呪文が妙みようちきりんな伴奏のようにずっとかぶさっていた。

　遼りよう太た郎ろうはシシィを連れて買い物に出かけ、約束の〈緑の牧場〉印のチョコレートの大箱を好きに選ばせてやった。

　実を言うと、深夜、美み弥や子こと和かず音ねと遼太郎が三人ともそろって家を空けることについてシシィをどう納得させるかが悩みの種たねだったのだが、その問題については、レニーの食料品店のレニー夫人が、『裏のペティキャンさんとこの猫が、先月かわいい子猫を六匹も生んだ』という、嬉しい情報をもたらすことで解決してくれた。子猫と聞いてシシィはすっかり夢中になり、レニー夫人に連れられてペティキャン夫人の台所へ行くと、女二人が座りこんでおしゃべりする横で、しかるべく尻尾しつぽと爪つめと耳とひげのある、六個のふわふわ毛玉と転がり回ってすっかり疲れ果て、遼太郎が連れて帰って夕食を食べさせるころには、すでに瞼がくっつく寸前、今にもスープ皿に顔を突っこまんばかりになっていた。

　リトルもほぼ御同様で、友だちといっしょに子猫たちの小さなふかふかの手をもう少しのところでかわして楽しい午後を送ったため、一羽と二人はいつものようにだだをこねて逃げ回る元気もなく、夜着に着替えてベッドに入れられると、「おやすみなさい」を口にするかしないかのうちに、天使のような寝息をすやすやとたてはじめた。

「さあ、これでいい」

　和音がシシィの部屋から降りてくると、ほかの者たちはすっかり支し度たくをととのえて待っていた。和音もこくりとうなずいて、帯にさした懐ふところ刀がたなの存在を確かめた。

「じゃあ、行こう、みんな――でも、くれぐれも気をつけて」
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　コヴェント・ガーデンの近くまではまったく何の異常もなく過ぎた。年端もいかない少年と少女ばかり四人、しかもそのうち三人はアジア人、という妙みような組み合わせではあったが、このところモンフォーコン邸ていの専属馬車屋と化している感のあるいつもの辻馬車屋は、たいして驚くこともなくこの一行を受け入れた。貴族の坊ぼつちゃんらしく、アレックスが指の間でひらめかしてみせた銀貨のきらめきもいくらか寄与していたかもしれない。四人は黙りがちに馬車に乗り込み、そのまま、コヴェント・ガーデンの角で下ろしてもらうまで、ほとんど話もしなかった。みんな、これから見るもののこと、見るかもしれないもののことを考えていたのだ。

　家の主人がいないすきに、若い者ばかりでちょっと羽目を外すつもりだろうと決めてかかっていた御ぎよ者しやは、この妙にぴんと張りつめた雰ふん囲い気きを発散させる一行に内心首をひねっていたが、あの家に関係する客については、何にせよ、うるさく追求しないのが大切だと悟るに至っていた。なにかを知ったところで役に立つわけでもなし、知ってしまったら、もしかして、たっぷりと支払われるチップの使い道にもいちいち告解の義ぎ務むがつきまとうようになってしまうかもしれないではないか。

「午後十一時四十五分」

　馬車は四人をおろし、がたがたと行ってしまった。アレックスはずるずるローブの内側から、意外にもすっきりとした何の装飾もない懐中時計を取り出し、月明かりにかざして時刻を確かめた。

「あと十五分だ。そろそろ、劇こ場やに入っておくべき時間だな」

　その言葉を裏づけるように、遠くから、ビッグ・ベンの重々しい時じ鐘しようが、真夜中の十五分前を告げ知らせる音がこだましてきた。

「入り口はこっちだ――しかし、びっくりするくらい人がいないな。僕が来たときには、それこそ人が押し合いへし合いしてて、一歩前へ進むのも一苦労だったっていうのに」

　休演日とはいえ、ほかの演芸場まで休んでいるわけではなし、もう少しは人影もあっていいようなものだったが、あれだけ人であふれていた劇場シアター前は、動くものはそれこそ猫一匹いなかった。時間が遅いせいもあったかもしれないが、それでも、通りをひとつ越えればにぎやかなベドフォード・ロウが不ふ夜や城じようの明るさを誇っているのだから、多少はこちらに酔っぱらいが一人や二人まぎれていてもよさそうなものなのに。

「……とにかく、ぐずぐずしていても仕方がない。入ろう」

　薄うす気き味み悪さを振り払って、遼りよう太た郎ろうは先頭に立った。決然とした表情で、女の子たちがあとに続く。

「あ、こら、待て」とバ（略）は一いつ瞬しゆんあわてたようにおたついたが、ここで動どう揺ようした顔を見せるのは大魔術師としてあってはならぬことだと気づいたらしく、せいぜい重々しい表情をつくって、しんがりを受け持つ形で最後尾についた。

　場内もまた、不気味なほどに静かだった。ぼんやりと灯あかりがともり、扉は施錠されてはいなかったが、以前来たときにいた切符もぎりや呼び込み係の男の姿はなく、遼太郎たちの引き延ばされた長い影が、塗りのはげた木の羽は目め板いたに不安げに踊るばかり。

　入り口のロビー兼待合所にべたべたと貼り回されたあのポスター――『ドクトル・ラーオの珍ちん奇きと驚きよう異いの技芸団』が、暗い光の中に毒々しく浮かび上がっている。

　いきなり、バタン！　と大きな音をたてて扉が開いた。美み弥や子こと和かず音ねが小さく悲鳴を上げ、大魔術師がローブの中で飛び上がる。

「入れ……って、ことかな？」

　真正面の、一階桟さ敷じき席せきに通じるドアが大きく開いている。向こうはこちらと同様、ようやく椅子や通路が見分けられる程度の灯りがともっているだけで、やはり人っ子一人いない。オーケストラがいるはずの、楽団席もからっぽだった。

「おい、本当に今夜で間違いないのか？」

　この期におよんで不安に駆られたらしく、バ（略）であることを一瞬忘れて、アレックスが心細そうにささやく。

「間違いないよ。日付も時間も、何度も確かめた」

　遼りよう太た郎ろうはささやきかえした。

「座席番号も指定してある。こっちだ。並びの席だよ」

　指定されていたのは舞台がちょうど目の高さで、真正面に見える絶好の位置で、四人は両端に遼太郎とアレックス、女の子ふたりを間にはさむ形で腰を下ろした。舞台におりたすり切れた緞帳の蔓つる草くさ模様が、かすかな銅色にきらめいている。

　それから五分ばかりは、何の動きもなかった。

「おい、まだ待たせるのか？　人をいちいち呼びつけておいて」

　焦れたアレックスが、ふたたび懐中時計を出して時間を確かめる。十一時五十九分。五十五秒。五十六秒。五十七秒。五十八秒。

　五十九秒。

『レディース・アンド・ジェントルメン！』

　秒針がゼロの位置をさすと同時に、ラッパのような声が場内にとどろきわたった。アレックスはびっくりして時計を取り落とし、そのまま見つけられなくなってしまった。

　声は朗々と続く。

『わたくしども〈ドクトル・ラーオの珍ちん奇きと驚きよう異いの技芸団〉、〈ラーオ博士のサーカス〉にようこそ、ようこそ！　これからお見せする珍奇の数々は、団長ラーオ博士が秘蔵の逸品、どれをとっても、皆様の魂たましいをゆさぶり、心をおののかせることうけあいの偉大なる芸術品にございます！　どうぞ最後まで、ごゆっくりご観覧くださあい！』

　声が長い反響を残して消え去ると、その響きを追うかのように、聴きなれない何か吹奏楽器による、複雑な旋律が流れだした。

　奇妙にひなびた、なつかしい響きのその笛の音は、子供のころ、誰もが夢の中で一度は聞いたことがあると思う、そういう奇妙な哀あい愁しゆうと懐かしさを帯びていた。

　笛の音が高まると、舞台の両袖から、くるりととんぼを切って、子供くらいの背丈の奇妙な生き物が二人――それとも、二匹、緞帳の前に飛び出してきた。

　美み弥や子こがあっ、と小さな声をあげた。隣に座っていた和かず音ねがびくっとし、ぎゅっと遼太郎の手にしがみついてくる。力強く握にぎりしめてやって、遼太郎は、舞台で飛び跳はねている二人、それとも二匹の、角つののある奇妙な生き物に必死で目を貼りつけた。

　それは子供ほどの背丈しかない小さな生き物だったが、顔は立派な成人の顔で、長い歯をむきだしていやらしい笑みを浮かべていた。長いひげとももつれた髪の毛におおわれ、裸の背には首筋から腰まで続く、剛ごう毛もうのたてがみがあった。毛だらけの尻には尾が生え、脚はねじまがって、つま先は二つに割れた蹄ひづめ、もじゃもじゃの髪の毛からは、長い山や羊ぎの角が一対、天をさして伸びていた。

「なんてこった」

　唖然としたアレックスの声が聞こえた。

「あれは牧パ神ンじゃないか――ギリシャ神話の――本物なのか？　まさか！　だが、いったいどうやって仮装しているんだ――本物にしか見えない！」

　その間にも、二匹の牧神はそれぞれに携えた角つの笛ぶえと葦笛シリンクスを高く低く吹き鳴らし、にたにた笑いを客席に見せつけ、毛皮に覆おおわれた山や羊ぎの下半身を突き出して、卑猥な仕草をしてみせた。

「兄さま」和かず音ねがおびえた声を出した。

「わたし、身体からだが動きません――腰が、座席から離れないんです。首も、動かせない。まるで、座席に縛りつけられてしまったみたいです」

「なんだって!?」

　遼りよう太た郎ろうはあわてて立ち上がろうとした。だが、和音と同じことが、自分の身にも起きていることをたちまち知る結果となった。腰が席にのり付けされてしまったように動かず、頭を回すことすらできない。できるのはただじっとして、舞台に視線を注ぐことだけ。

「わたくしもです」

　ひとつ置いた向こうの席から、美み弥や子このせっぱ詰まった声がした。

「和音さんと同じで、さっきからなんとか動こうとしているんですが、どうしても身体が座席から離れませんの。いったいどうなってしまったのかしら」

「くそ、卑怯だぞ、このいんちき魔術師め！」

　アレックスは薄暗い照明でもわかるくらいに顔色が青白くなっていたが、それでも、大魔術師バシレウス・サロモンとしての意地は、どこまでも忘れぬと決心しているのは見上げたものだった。

「このバシレウス・サロモンが怖こわいのか？　さあ、正々堂々と勝負しろ！　腰抜けめ、卑怯ものめ！　出てこい！　出てきて、わが力の前にひれ伏すがいい！」

　二匹の牧神はけらけらと笑い、黄色い歯を見せつけて、手にした楽器を同時にけたたましく吹き鳴らした。角つのに引っかかった葡ぶ萄どうの葉が二、三枚、はらはらと落ちた。

　その葉が舞台につくより早く、劇場シアターの天てん井じようの方から、ごうっというはばたきの音が降ってきた。四人は、バ（略）でさえ耐えきれずに小さく悲鳴をあげたが、身体を動かすことはやはりできなかった。舞い降りてきた巨大な影は舞台の牧神に襲いかかり、巨大な鷲の爪つめをもった前脚で押さえつけた。牧神たちはうってかわって泣き声をあげ、汚れた手足をじたばた動かした。獅し子しの下半身に猛禽類の上半身をもっとその異様な生き物は、金属質の光沢を帯びた翼つばさを動かしながら、獰どう猛もうな金色の目で客席をねめつけた。

「グリフォン」

　すでに怯えを隠せなくなった声で、アレックスが呟つぶやいた。

「グリフォン。鷲獅し子しだ。しかし、そんなことが。生きて動いている――」

　その時、舞台袖から一人の女が進み出てきて、手にした長い鞭むちをピシリと鳴らした。

　グリフォンはかん高い声をあげて竿立ちになり、二匹の牧パ神ンはこれ幸いと逃げ出して、緞帳の裏にもぐりこんだ。するすると、緞帳が引き上げられた。まばゆいばかりの光が舞台を照らし出し、ラーオ博士と、その〈サーカス〉のかかえるすべての驚きよう異いと珍ちん奇きが、そこに勢揃いしていた。

「やあやあ！」

　舞台のまん中に立ったラーオ博士は、最初に遼りよう太た郎ろうが見た夜と同じ姿をしていた。ビリヤードのボールのようにまるまると太り、キラキラ光るスパンコールの巨大な蝶ネクタイをつけて、奇妙な爬虫類のようにきらめいていた。

　その周囲に群れ集っていたものたちのことを、ひとつひとつ見分けることは遼太郎にはとてもできなかった。若い女の顔と胸むねを持つ、巨大な鳥がいた。見たところ植物のようなのに、犬のような姿で尻尾しつぽをふりふり、走りまわっているものもいた。額ひたいに長い一本の角つのを持つ、優雅な肢体の白い馬に似た生き物が、金色に塗った小さい馬車につながれていた。馬車に乗った女は扇おうぎで顔を隠していたが、扇をずらすと、そこから覗いたのは数えきれないほどの小さな蛇を額に垂らした、細い瞳どう孔こうを持つ金色の目だった。

「おっと、メデューサの眼を見てはなりませんぞ、お坊ぼつちゃん」

　遼太郎の視線の先を追ったのか、ラーオ博士が指を振って注意した。以前会ったときにはどちらかと言えば事務的だった口調が、舞台の上にいるせいか、ひどく芝居のかった大げさなものになっていた。

「本来ならばその姿を見るためには鏡を用いるのがもっとも安全ではありますが、このメデューサは、お客さまのために危険な力を少しばかり削っておりますで、一瞥されたくらいで変化はございませんが……ただ、あとで少し肩が凝こるくらいで！　は、は！　ちょうど馬やら、元気すぎる雄猫に去勢手術をするようなもんです。いや、これは、お嬢じようさん方もおられるまえで、失礼な話を」

　茶ちや目めっ気けたっぷりにウインクし、くるりと後ろを向いてラーオ博士は手をあげた。異い形ぎようの生き物たちはいっせいに頭をあげ、牙の、髭の、葉っぱの、またとがったくちばしのある口を大きく開いて、陽気な流行歌を歌いだした。



　　昔、田舎いなか娘がロンドンに旅したの、

　　金髪を背中になびかせ。

　　彼女は田舎に飽きて、みんなの目を盗んで逃げてった、

　　金髪を背中になびかせ。



「『だけど、おや、まあ、なんて変わりようだこと！』」とラーオ博士がだみ声で歌う。

　歌に合わせて、白いチュチュとバレエ・シューズを履いた妖精のような姿が、ふわりと舞台袖から飛びだしてきた。フェリーチェだった。彼女はくるくるとつま先で立って回転し、ふわりふわりと舞台を飛びまわって、異い形ぎようのものたちのコーラスに合わせてまさに空気の精エアリエルのように舞い踊った。



　　だけど、おや、まあ、なんて変わりようだこと！

　　田舎いなかを出るとき、恥ずかしがり屋だったあの娘こが、

　　なんと、なんと、

　　瞳ひとみをいたずらっぽく輝かせて戻ってきたわ。



「『だけど、おや、まあ、なんて変わりよう！　なんて変わりよう！』」

　異形のものたちのコーラスがくり返しこだまする。

　フェリーチェはくすくすと笑い、楽しげにジャンプし、鞭むちを握にぎった猛獣使いの女に手を差しのべて、「マダム・メイヒュー！」と叫んだ。

　その時になってやっと遼りよう太た郎ろうは、女の顔が人の顔ではなく、金色の毛皮に覆おおわれた牝めすライオンのものであることを知った。

　ライオンの顔をした女は声に答えて鞭を鳴らし、袖からさらに三頭の生き物を呼び出した。先に進み出てきた二頭はたてがみの立派な牡ライオンだったが、たてがみの中心にある顔は、奇妙にこわばったまま動かない若い人間の男の顔だった。

　最後に、のっしのっしと出てきた生き物は、ほかのどんな動物にも似ておらず、同時に、いろんな場所が少しずつ似ていた。虎とらのような縞のある横腹、蝙蝠こうもりか龍りゆうに似た膜まく質しつの翼つばさ、ねじれた角つの、毛皮と羽毛と鱗うろこがたがいに入りまじってまだらになった体たい躯く。尻尾しつぽは生きた蛇で、遼太郎たちに向かって、しゅうっと毒に満ちた息を吹いてみせた。

　キマイラ、遼太郎は思った。キマイラ。キマイラなんだ。

　二匹の牧パ神ンがちょこちょこと出てきて、青い炎ほのおに包まれた大きな輪を高々と掲かかげる。ライオンの顔のマダム・メイヒューが鞭を鳴らすと、人の男の顔をした二頭のライオンが次次と炎の輪をくぐりぬけ、最後に、キマイラが鋭い爪つめをきしらせながら、蝙蝠の翼をはためかせて高々と跳んだ。

　うまくくぐり抜けたように見えたが、尻尾の蛇が頭を振った拍子に輪にあたり、火花が散って、牧神二人は輪を放してひっくり返った。マダム・メイヒューはおそろしい勢いでまぬけな生き物をののしり、棘におおわれた背中に鞭を打ち下ろした。キマイラは哀れな声で鳴いた――まるで、幼い子供のような声で。

「失礼いたしました。ちと訓練が足りなかったようで」

　申し訳なさげにラーオ博士が言った。

「だって、あの子はまだ子供だもの」

　楽しげにはね回りながら、フェリーチェがくすくすと笑う。ひらりと跳んで、下がっていた造花を巻きつけたブランコにくるりと上がる。空中を風のようによぎりながら、銀の鈴をふるわすような笑い声が、獣たちの唸うなり声ごえに重なった。

「博士が連れてきたときは、ほんとにまだ小さい子供だったわ。痩せてて、ぼろぼろで、ひどくお腹を空かせてた。だから、博士はもうお腹が空かないようにしてあげたの、だけど、やっぱり子供だから、まだうまく芸ができなくたって仕方がないわ」

「それは――つまり、あのキマイラには――人間の子供が混ざってる、ってことか？」

　言葉そのものを口にするのすら困難なくらいだった。椅子にくっつけられた身体からだは重くなるばかりで、美み弥や子こや和かず音ねはもう息をするのすらやっとの状態に見える。遼りよう太た郎ろうはふたたび身体をもぎ放そうと努力してみたが、無駄なことだった。

「おお！　もちろん、そうですとも！」

　何をいまさら、といった顔で、ラーオ博士はおどけたように目を丸くした。

「よろしいですかな、人間というものは、実に不完全な生き物であります！　――そこには驚きよう異いもなければ、感動もない。ただただ灰色な人生の道を、囚人のように歩むことを余よ儀ぎなくされている、哀れなお方がどれだけこの世界にはいることか。

　私、ドクトル・ラーオ、この〈珍ちん奇きと驚異の技芸団〉のラーオ博士といたしましては、神秘と驚異を何より愛するものといたしまして、私の目にかないました方々をわれわれのサーカスにお誘いし、人間世界のいまいましいしがらみから解き放たれ、自由と夢幻の、永えい遠えんの理り想そう郷きようにお連れしておる次第であります」

「こいつ、頭がおかしい」

　むこうからアレックスの弱々しい声が聞こえた。

　遼太郎もそう思ったが、だが、この狂人は現にジンジャーたち〈影のロンドン〉の視線をはね除け、どうやってかはわからないが、こうして人間とさまざまな生き物をくっつけた、奇妙な生き物を動かしている――おそらくは、フェリーチェもまたそうなのだ――人間の姿はしていても、生きてはいない、なにか、別のもの。

「この世には、ロンドンのみならず、申し分のない容姿と資産、身分にすら恵まれながら、砂を噛かむような味気ない人生をかこっている方がどれだけ多いことか」

　まるまるした胸むねに手をあてて、ラーオ博士は嘆息した。

「世界というのは、要するに観念アイデイアなのだと私は考えております。自分自身の観念をしっかりと保てないがために、自分が何者かもわからず、不満を抱いている方々が、私のところへ吸いよせられてくる。私は彼らに新たな観念アイデイアを与え、新しい世界と秩序を与え、魂たましいなどという重おも荷にを担わずにすむ、理想郷へとお連れする。永遠に終わらぬサーカス、どこまでも続くパレードです。――おや、怒っていらっしゃいますな？　何か、お気に障ったことでも、お若いお嬢じようさん？」

「なんて――ひどい――ことを！」

　美み弥や子この顔は完全に血の気が引いて、真っ白に近かった。だが怒りのために恐怖はどこかへ飛んでしまったようで、眉をきつく寄せ、唇くちびるを震わせて、もし身体からだが動くものなら、今すぐにでもふところの懐かい剣けんを抜いてラーオ博士に斬きりかかっていきそうだった。

「あなたのやっていることは、ただの誘拐殺人です！　スコットランド・ヤードが、こんなことを許しておくはずがありませんわ、現に、リース警部さんが」

「ああ、それが世せ間けん一般と、私の意見の悲しい相違でして」

　ラーオ博士は心底悲しげにため息をついた。

「しかし、私には私の秤はかりがあり、尺しやく度どがあり、計算表がある。そして、あなたにも、あなたの秤と尺度と、計算表はおありになるでしょう。むろん、世間というあのやっかいなしろものにも、ちゃんと一式、そういうものがそろっている。それらがすべて一致するというのは、残念ながらこれはありえない。私としては、私の秤と尺度と計算表に合わせて、観念アイデイアを作りあげ、それを、こうして表現するほかないのですよ。わかっていただけますかな、坊ぼつちゃま方、お嬢さま方？」

「誰が――わかって、なんか――」

　途中で声が出なくなった。

　椅子の吸引力は、今では身体ごと地下に引きずり込まんばかりに強くなっている。血という血のすべてが足の下へ流れこんでいくようで、目の前が暗くなってきた。

「そちらのお嬢さんは、スフィンクスになっていただくのがいいと思うのですよ。もちろん、女性のね」

　喜き々きとしてラーオ博士がしゃべっている。

「スフィンクスという生き物には男女があるのかどうかというのは議論がありますが、ホメロスの記すところによれば、『女の顔と胸むねを持つ』という以上、女性なのでしょう。そちらのお嬢さまのきりりとしてエキゾチックな顔立ちは、まさにエジプトの神秘を継ぐものにふさわしい。そしてあなたは」

　と歯ぎしりしている美弥子から和かず音ねに目を移し、

「かわいらしい翅のある木の精ドリアードか、それとも水の妖精ニンフでもいかがですかな。緑の葉と白い花を髪にゆらめかせて、こちらのフェリーチェといっしょにダンスを踊ってくだされば、きっとすばらしいものになるでしょう。セイレーン、という線も考えてはみたのですが、象ぞう牙げの肌のセイレーンは美しいけれど、ちと趣おもむきが変わりますからな。それに、ハルピュイアがすでに一羽おりますもので」

　と振り返る。女の顔と乳房を持つ猛禽類は、無表情に翼つばさを広げて羽繕はづくろいをしていた。

「ハルピュイアとセイレーンは、図像学的表現の上で、しばしば混同されることがあるものなのですよ。『顔こそ処女のものなれど、その腹はおぞましき体液を滴したたらせ、その手は鈎かぎ爪づめ、その面立ちは蒼白にして飢えかつえたり』！　ヴィルギリウスもひどいことを言うものです、そうじゃありませんか？　しかし、わがサーカスの美しきハルピュイアにはそんなことはありえません。実に満足していておとなしいし、常に身ぎれいだ」

　紅い唇くちびるでせっせと羽は繕づくろいをつづけているハルピュイアを愛いとおしげに見る。

「お嬢じようさまならきっと素晴らしいセイレーンになって、美しい歌をお聴かせねがえるでしょうが、観客というのは、ご存じの通り、飽きやすいものですからな。演目だしものには変化をつけなけりゃあいけません、そして、そちらの坊ぼつちゃんお二人は」

　遼りよう太た郎ろうとアレックスをすかすように眺めて、

「姿雄お々おしい百手巨人ヘカトンケイルか、それとも、今もセルビアの奥地で怖れられている黒い人狼ワーウルフとして、レスリングを演じていただくことにしましょうか。それともアジア人のそちらの方に敬意を表して、西洋と東洋のドラゴンの並び立つ姿をそれぞれにとっていただきましょうか。わが西洋では悪魔の化身にして最強の魔獣、東洋においては皇帝の印章にして神そのものとされる聖獣。審しん美び的に考えればこのほうが私好みですが、しかし、観客というものは常に美学より興奮を好むものでしてな。

　そちらをご覧になってくださればおわかりの通り、殿方というものは、表立っては女性を支配し、権力を振るうことを好むものですが、その実、強力な女性に支配され、鞭むち打たれて意のままに操られる望みを心の底に抱く方も、けっして少なくはないのです」

　若い男の顔をした牡ライオンと、その隣で脅おどすように鞭をひねっている牝めすライオンの頭のマダム・メイヒューにうなずきかける。

「しかし、あなた方お二人は実に立派な少年で、高い誇りと勇気をお持ちであり、さらに強い力と、永えい遠えんの闘争と勝利を求めていらっしゃる。それにふさわしいお姿を、天に誓ってこのドクトル・ラーオ、考案いたしますぞ。ご安心めされ」

「だれが――安心、なんか――……」

　遼太郎は三度目に、全身の力を振り絞しぼって立ち上がろうとした。骨がきしみ、筋肉という筋肉が骨からはがれ落ちそうになる。背中がほんの皮一枚背もたれから離れ、またすさまじい強さで引き戻される。足が地面にめり込みそうだった。どこか遠くで、美み弥や子こたちが「遼太郎さん！」「遼兄さま！」「この使い魔、勝手なことを！」と三人それぞれに声を上げているのが、轟ごう音おんを立てる耳鳴りのはてにかすかに聞こえる。

「無駄なことはなさいませんことですな」

　なだめるようなラーオ博士の声だけが妙みようにはっきりと届く。

「特別招待状は、私の目にかなったお方に、この灰色の世から、神秘も何もない世界を離れて、永遠のサーカスに加わるべきお方にのみお渡しするものです。あなたがたはその資格を得られた。なのに、どうして抗ったりなさいます？」

「『昔、田舎いなか娘がロンドンに旅したの、

　　金髪を背中になびかせ』」

　ブランコの上でフェリーチェが歌う。楽しげに、無む邪じや気きに、小鳥のように歌う。

「『だけど、おや、まあ、なんて変わりようだこと！　なんて！　なんて！』

「サーカス！　サーカス！　永えい遠えんなるパレード！」

　異い形ぎようのものどもが唱和する。

「幻想のサーカス！　夢と幻のみが息づく世界！魂たましいなどは持たぬが華はなよ！　来たれ、サーカスへ、〈ラーオ博士のサーカス〉へ！」

　二匹の牧パ神ンがゆがんだにやにや笑いを浮かべながらばかげたホーンパイプ踊りを踊っている。角つの笛ぶえの音は耳を聾するよう。遼りよう太た郎ろうはくらくらとなって椅子から滑り落ち、膝をついた。周囲のすべてが形をもたない影となり、雪崩のように覆おおい被さってくると感じた。

　地平線のかなたで白光が走り、大音響がとどろいた。ふっと身体からだが軽くなり、いきなり支えを失ってそのまま遼太郎は床に崩れ落ちた。

「だ、だれだ、おまえは――きさま！」

　ラーオ博士の声がはじめて焦った響きをおびた。

「きさま、きさまが何故ここにいる？　その女は何者だ？　いったいどうやって入ってきたのだ!?」

「思った……とおりだ」

　ぼやけた視界にようやくその姿をとらえて、遼太郎はかぼそく呟つぶやいた。

「いつも……いちばんいい時になるまで……やって来や……しないんだか、ら」

　客席の後ろの扉が開き、そこに長身のすらりとした姿があった。黒いインヴァネス、粋いきなシルクハットに片眼鏡モノクル。手にはきらめく赤い石をかざった細いステッキ、肩にこぼれる、たっぷりと豪ごう奢しやな金髪の巻き毛。

「お初にお目にかかる、と言っていいのかな、ドクトル・ラーオ」

　朗々とした声が響いた。

「うちの不ふ出で来きな従僕がここで夜遊びしてると聞いたので、お仕置きに来たよ。それに、ちょっとした伝言も受け取っているものでね。君のご主人はどこにいるね？」
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「殺せ！」

　ラーオ博士のあわてたようなわめき声がした。マダム・メイヒューが獰どう猛もうな唸うなり声ごえをあげて歯を剥き出し、鞭むちを投げ捨てて舞台を飛び降りた。ドレスが肌からすべり落ち、素肌をあらわにする。強靱な筋肉の上を、こまかな黄金の柔毛がすきまなく覆おおっていた。女とライオンの合成生物である獣は、爪つめと牙をいっぱいに剥きだし、招かれざる侵入者に襲いかかった。

「ロード・バイロン！」

　キイッと鳴いて飛びたった蝙蝠こうもり羽根の小猿は、みるみるうちに節くれだった爬虫類の羽根を持つ見あげるような巨猿に変身し、地響きを立てて降り立った。突進してきたライオン女のあごをかっきと受けとめ、ぎりぎりと押し返して、咆ほう哮こうとともに壁に向かって投げ飛ばす。叩きつけられると見えたマダム・メイヒューはくるりと身をひるがえし、まさに猫科の生き物の動きで床に降りたって、金色の目で敵を睨にらみつけながら危険な唸うなり声ごえをもらした。

「レギーネ――印形シジル、〈大天使Archangel〉！」

　流れるように前に出てきた銀髪の少女から、まばゆい光の束たばが噴出した。

　ふたたび体勢をととのえ、飛びかかろうとしたところまともに目を射られたマダム・メイヒューは、ぎゃっといって床に転がり、てんでに動きだそうとしていたほかの異い形ぎようの者どもも、機先を制されて苦痛の悲鳴をあげ、よろめき、あとずさった。

　床に膝をついて起きあがり、なんとか頭をはっきりさせようと首を振っていた遼りよう太た郎ろうは、いきなり巨大な手にひょいとわきをかかえあげられてびくっとした。



    

  
    
      



    

  
    
      「静かにしろ。俺はあんたには何もしない」

　しわがれた声がした。いつかの夜、演芸場の喧けん噪そうの中で、苦しげにフェリーチェの名を呼び続けていた声だった。

「あ、あなたは――」

「ここから先は、もはやおまえたちには関係のないことだ」

　無表情に大男は言った。ぞっとするほどの醜さと巨大な体たい躯くは前に見たときと変わらなかったが、遼りよう太た郎ろうは再びその目に、苦痛と悲しみ、痛めつけられた人間性を見た。

「そちらの三人を連れて、ここから出ろ。動けないようなら、出口までは手を貸してやる。早くしろ」

「うわっ、なんだ、そのでかぶつは!?」

　やっと目を開けられるようになったらしいアレックスの度ど肝ぎもを抜かれた声がした。「しっ」反射的に遼太郎は答えていた。

「彼は味方だ、そんな風に言っちゃいけない。アレックス、できれば和かず音ねに肩を貸してあげてくれないか？　僕は美み弥や子こさんを背負う」

　少女たちは二人ともほとんど人事不省で、とうてい一人で歩けるような状態ではなかった。アレックスは唸うなり、和音に手をのばしてかつぎ上げようとしたが、じきにがくりと腰を落として、肩で息をした。

「だめだ――まるで力が入らん」

　その時、遼太郎も美弥子を背負おうとしながら、絶望的な気分になっていた。自分一人ではなんとか膝をがくがくさせながら立てても、気絶した女の子を背負って歩くとなると、立つどころか脚をのばすことさえ無理だ。

　それでも、あきらめることはできなかった。座席にすがり、なんとか立とうと格闘していると、ふいに背中が軽くなった。

「あ……？」

「ついてこい」

　大男が少女たちを一度に二人肩にかつぎ上げ、こちらを見おろしていた。

「おまえたち二人はなんとか自分で歩けそうだな。こっちだ。早くここを出たほうがいい。ドクトルがこちらに気づいた」

「待て、どこへ行く！」

　網にかけた獲物たちが逃げ出そうとしているのを見て、ラーオ博士がじだんだを踏む。舞台から、高い声をあげてハルピュイアが飛びたった。大股に桟さ敷じき席せきを抜けていく大男に、遼太郎はアレックスは遅れずついていくだけでせいいっぱいだった。

　クリスティーナは遼太郎たちのことなどまるで無視して、舞台のラーオ博士の方に近づいていた。あと少しでドアにたどりつくというところで、背後から、耳障りな鳴き声と羽音が迫ってきた。今にも鷲の鈎かぎ爪づめが背中に食い込むと思ったとたん、振り向いた大男が、空いた片手で女の顔をした妖鳥の片羽をつかんだ。

　鳴き声が、笛のようなかん高い悲鳴に変わる。大男はそのまま力をこめ、もう一方の手で猛禽の脚をつかんで、雑巾でもねじるようにひっぱった。布のちぎれるようなぶちぶちという音が響き、高い声が一度だけ響いて止んだ。翼つばさを握にぎりつぶされ、脚を引き抜かれたハルピュイアがどさりと床に投げ出され、羽根をまき散らしながら暴れ回った。流れ出た血は赤くなく、透明な、とろみを帯びたなにかの霊液イコルだった。

「さあ、早く」

　美み弥や子こたちを肩に乗せなおしながら、じれったげに大男はせかした。

「俺はここに用がある。あの男に、あの舞台の上の俺の創つくり主ぬしに、どうしても確かめねばならぬことがあるのだ」

　遼りよう太た郎ろうたちはふらふらと扉を抜け、ロビーを出て、外の静かなロンドンの夜に転がり出た。大男は肩から美弥子と和かず音ねをそっと街灯の下にもたれさせるように下ろすと、背を向けて、劇場シアターの中へ戻っていこうとした。

「あの！」

　巨大な背中に向けて、遼太郎は声をかけずにはいられなかった。大男は足を止め、振り向いた。落ちくぼんだ瞳ひとみが、驚愕に見開かれていた――明らかに、そのまま逃げ出されるか、無言で見捨てられることを予期していたのだ。

「あの――ありがとう――助けてくれて」

　口ごもり、ためらいながら遼太郎は言った。

「あなたが誰で、なんのためにクリスティーナといて、なぜここに来たのか知らないけど――でも、とにかくありがとう。僕たちだけじゃとても、美弥子や和音まで全員無事には出てこられなかったよ」

「……おまえは、いい人間のようだ、少年」

　しばし沈黙したあと、頬ほおをゆがめて大男は言った。ゆがんだ顔と薄い唇くちびるでは、それが浮かべることのできる、せいいっぱいの微笑のようだった。

「俺が出会った人間たちがみなおまえのようであれば、どれだけ俺の運命も違ったものになっていたことか！　だが、いまさら何を言っても術はない。家へ帰るのだ、少年、安全な場所へな。ここは、おまえのような善良な者のいるべき場所ではない」

　そして劇場の中へ姿を消し、扉が閉ざされた。

　街灯の下で美弥子が身じろぎをし、うーんと唸うなって頭を振った。和音がびくっとして、うっすら目を開ける。

「……なに？　何がありましたの？　頭がとても痛い」

　額ひたいに手をあてて美弥子が呻く。

「確か、わたしたち、サーカスに来て――動けなくなって」

　まだ半分夢の中にいるように和かず音ねが呟つぶやく。

「とても奇妙な動物たちがいて、ライオンの顔をした――女の人が……」

「二人とも、いいんだよ。もう大丈夫だ」

　あわてて遼りよう太た郎ろうは二人を制止した。

「その話はまたあとでしよう。とにかく、家に帰るんだ。クリスティーナが来てくれた、それからもう一人男の人と。詳しいことは明日の朝になってから話す、とにかく、今は僕たちは、家に帰るんだ」

「――あれえ？　生きて出てきたんだ。ざーんねん」

　からかうような口調で誰かが言った。

　遼太郎の背せ筋すじが凍りついた。

　動けるかぎりの速さで振り向くと同時に、「おい、こら、放せ！　何をする！」というアレックスの叫びが聞こえた。

　全身から残り少ない力が水のように流れ落ちていった。

　街灯のガスの光をスポットライトのように浴びて、完璧な伊だ達て男おとこの姿をとった人影が、うす笑いを浮かべながら、暴れるアレックスの頭に拳銃を突きつけていた。

「玄くろ塚つか――英えい慈じ」

　じわじわと喉のどを絞められているような声で、遼太郎は呟いた。

　数日前、あの落ちつかない夜、姿の見えない声に与えられた警告が頭をよぎった――『玄塚英慈に気をつけろ』。

　たった今まで、すっかり忘れていた警告。

　それが今、復讐にやってきたのだ。





「印形シジル、〈能天使Powers〉――印形、〈主天使Dominions〉――〈大天使Archangel〉！」

　銀髪の少女は光の精せい霊れいのように動いた。雷らい光こうよりも迅はやく、閃せん光こうよりも鋭く。襲いかかる異い形ぎようの生き物どもはすべて、輝く力場の障壁に牙や爪つめを阻はばまれ、円えん弧こを描く優雅な刀身に切り裂かれ、白く燃える光に灼やかれ、その場からほとんど動けないままに、哀れな声をあげつつ枯れしおれていった。

　蝙蝠こうもりの翼つばさの魔猿は巨大な手の当たるところにあるすべてのものを引きちぎり、握にぎりつぶし、食いちぎって、あたりに冷たい肉片と鱗うろこや尾ひれのついた部品パーツ、透明な霊液イコル、本体からむしりとられてもまだじたばたと動いている奇妙な肉体の破片をまき散らしながら、破壊神の咆ほう哮こうをあげていた。

「来るな！　来るな！　私の芸術作品に手を触れるな！」

　舞台の上でラーオ博士は泣き声をあげていた。足を踏み鳴らし、スパンコールで埋まった蝶ネクタイを狂気のように振りまわす。

「印形シジル――〈力天使Virtues〉！」

　クリスティーナの声が凛と響く。

　咆ほう哮こうとともに襲いかかってきたキマイラが、きゃしゃな銀髪の少女の足の一閃で人形のように吹き飛ばされる。地響きを立ててキマイラは劇場シアターの壁に激突し、崩れおちてきた装飾のかけらに埋まった。か細い子供の泣き声が響いた。

　かろうじてまだ残っている生き物たちがおびえた様子で後ろに下がる。

「抵抗しても無駄だよ、ラーオ博士」

　また一歩進んで、クリスティーナは囁ささやいた。

「それに、私の用事は君自身にではないのでね。君に用事があるのは、私の連れだ。どうやら、そのあたりにいると思ったが」

　ラーオ博士はびくりとし、動きを止めた。遼りよう太た郎ろうたちを送り出した大男が、ゆっくりと身体からだを左右に揺すりながらこちらへ歩いてくるのを、恐怖と不審に満ちた目で見た。

「おまえ――おまえか！　まさか、まだ生きていたとは！　なぜ、ここへ来た？　なぜ、私のあとを追い、私のフェリーチェにしつこくつきまとうのだ!?」

「なぜ、だと？」

　大男は足を止め、ごつごつした両手を懇願するように前へと差しだした。

「それは俺にこそふさわしい質問だ、ラーオ博士。あなたはなぜ俺を造つくった？　俺を造っておきながらなぜひとり置き去りにし、ここの連中のように保護を与えることも、異い形ぎようではあっても美しい姿を与えることもなく、このような醜い姿にしたまま、ひとり夜の闇の中をさまようにまかせたのはなぜなのだ？

　俺がフェリーチェを追ったのは、彼女こそ俺の同類、俺と同じく、あなたの手によって造られた存在であることを、この本能が告げたからだ。生き物が同類を求める、これほど自然なことがあるだろうか？　俺は自然に反した存在かもしれないが、しかし苦痛を、孤独を感じる魂たましいをこの俺は持っている。俺は仲間が欲しい、この醜い姿を怖れず、ともに受け入れてくれる同朋が欲しい、それをあなたに求めることの何がいけない？　もともとあなたが創ったものではないか。あなたの創造になる他のものたちと同じ扱いを求めることの、いったいどこが間違っているというのだ？」

「おまえなど、私は知らん！」

　顔の前に手をあげ、隠すようにしてラーオ博士は割れた声で叫んだ。

「確かにおまえのその肉体は私が造った、それは認める。だが、それはほんの腕慣らし、真の芸術に取りかかる前に、さまざまなことを検証するための実験台、大理石の彫刻の前に泥粘土で構想を練る、ただそのようなものに過ぎなかった！　おまえは目覚める予定すらなかった、なのに、どうして目覚めて、あまつさえ、そのような口をきく知能を、どこで手に入れたりしたのだ？　孤独だと？　苦痛だと？　私の作品たちは、そのような無用なものを感じたりはしない！　そのような魂たましいなど、持ち合わせないからこそフェリーチェは美しいのだ！　あれほど軽やかで、あれほど愛らしい！　人間的な心や、精神など、彼女にとっては毒にしかなり得ない！」

「ねえ博士、この人たちはだれなの？」

　ブランコに腰かけたまま、造花のバラに頭を寄せかけてあたりを眺めていたフェリーチェが、不思議そうに、そして不満げに口をはさんだ。

「どうしてわたしたちのサーカスのじゃまをするの？　みんなが倒れたり、こわれたりしているのはどうして？　せっかくあの子たちにあたしのいちばんきれいな舞台を見てもらおうと思ったのに、これじゃつまらないわ、ぜんぜんつまらない」

「――精神なき肉体。しかし、だからこそ軽やかに、美しい。空気のごとく軽く、恐れを知らず、愛を知らぬがゆえに、嫌悪も、また恐怖も、孤独の哀しみも知らない」

　クリスティーナは呟つぶやいた。

「そして、精神を持つも、醜いことこの上なき肉体。だれからも忌いみ嫌われ、創造主からさえ顔をそむけられる。愛を知り、孤独も、哀しみも、憎悪も恐怖も知っているが、その魂たましいはあくまで醜悪な肉の殻に封じ込められ、どこにも逃げることはできない。

　――ああ、これが私へのメッセージか、〈魔術師シモンシモン・マグス〉！」

　ふいに高まったクリスティーナの叫びが、暗い天てん井じようにいんいんとこだました。

　ラーオ博士とその創造物たちが息をひそめてちちこまる中、やがて、長く響く反響が、かすかな男の含み笑いに変化していった。

　やがて、爆発的な哄笑が劇場シアター全体に雷のように轟いた。



　　　４



「てっきりドラゴンだか人狼だかに改造されちまったころだと思ってたのに」

　面倒くさそうに英えい慈じは言った。

「いったい何だって無事に出てきたりなんかして、いちいち僕に手間をかけさせるんだね？　まあいい、この際きっちり自分で始末をつけておいたほうが、はっきりしていいかもしれないな。国へ帰ってから報告するのにも受けがよさそうだし」

「何――どういう、ことですの」

　やっと起きあがってきた美み弥や子こが、這いずるように遼りよう太た郎ろうのそばへやってきた。まだ意識がもうろうとしている和かず音ねをそばへ引き寄せて、遼太郎は二人をしっかりと腕にかかえ込む。

「英えい慈じさんはわたくしたちの生活を視察に来られたと――本家から――ご紹介状を持って――」

「そうですよ。お見せしたでしょう、赤あか羽ばねのお嬢じようさん？」

　くすりと英慈は笑った。

「そして僕が間諜スパイであることも、隠さずお話申し上げていたはずだ。で、今、実にスパイらしいことをやらかしているわけですよ。邪魔な人物の始末、というね」

「邪魔？」

　遼りよう太た郎ろうは二人を抱く腕に力を込めながら、強く言った。

　少しでも隙があればアレックスにつきつけられている拳銃をたたき落とすのだが、英慈はかなり銃の操作に慣れているらしい上に、銃口がぴったりアレックスの頭にくっついているために、うっかりした動きがとれない。飛びかかった拍子に引き金を引かれでもしたら、友人の頭はたちまち血肉のかたまりだ。

「それはつまり、僕――跡あと部べ家の跡取りと、美み弥や子こさんと和かず音ねさん――赤羽と青しよう野のの惣そう領りよう娘の存在が、邪魔だという意味か？」

「まあ、あなたがた個人というより、跡部を中心とした体制そのものがもはや邪魔で、時代遅れだとでも言っておきましょうか」

　英慈は肩をすくめた。

「いや、実際ね、君の行動を見ていて、話に聞いていた通りの無能で腰抜けなぼんくら息子だったら、このまま黙ってそっと帰るつもりだったんですよ。跡部の家は、今やあのたか女め婆さんひとりで保ってるようなもんだ。あの頑固ばばあが死ねば、あとは跡部の縁者はもちろん、赤羽、青野の両家にも、たいした人間はほとんどいない。

　それにくらべて僕の玄くろ塚つか家、そして黄きノの原はら家は、あなたがたみたいな伝統や、おかしな能力なんてものに縛られていない分、現代というこの進歩した時代にふさわしい体制を、より早く整えられたってわけです。毎晩、僕が本当はどこへ行っていたか、知ってますか？」

「うだうだしゃべっておらんで、この手を離せ、無礼者！」

　アレックスがやっと手をもぎ離してわめき、再び、口をふさがれてあらためて拳銃をごりごりと頭に押しつけられた。

「主に武器商人と、化学薬品商社、それに、各種の大学や学者のところですよ。倫理とかいう、金にならないものにはあまり興味のないところに」

　のんびりと英慈は明かしてみせた。

「これからはもう、魔を討うつ能力だのなんだのいうのは時代遅れなんです。これからの時代を支配するのは武器と金、その二つです。玄塚と黄ノ原は、その力をこれまで十分に持ちながら、ずっと本家の連中に隷れい属ぞくさせられてきた。以前に試みた時は、あのたか女婆さんが当主につくことで阻はばまれましたが、今度は、ここは外国だ。あの婆あの力も、こんなところまではとうてい及ばない」

「それで、僕と美み弥や子こさんと、和かず音ねを殺すっていうのか」

　身体からだが震えてきた。恐怖よりも、怒りのまさった震えだった。たとえ一いつ瞬しゆんでも、この相手に気を抜いたのが間違いだったのだ。あの警告を、無視すべきではなかったのに。

「最初は殺すほどのこともないかな、と思ったんですけどね」

　英えい慈じは首を振った。

「まあ事を荒立てるのは僕も、本国の玄くろ塚つかや黄きノの原はらもまだ婆さんが生きている以上避けたいところですし、あの晩、二人でミュージック・ホールの二階席に行くまでは、遼りよう太た郎ろう君、君のことはこのまま放っておいてもいいかと思っていたんですよ。しかしね」

　苦笑いが唇くちびるのはしに浮かんだ。

「あのかわいいフェリーチェの誘拐事件が起きたとき、まっ先になんて言いましたっけ――『今、危険なのは僕じゃなくて、あの子です！』？　なかなか感動的な言葉だ、十五、六の男の子がそうそう吐けるものじゃない。しかも実際、あの人混みの中を二階席から犯人の真上に飛び下りて、見事に娘を助け出しましたよね。

　で、僕は思ったわけです。おいおい、こいつはたいへんだ、力があるにせよないにせよ、こんなしっかりした気の強い坊ぼうや――おっと、気に触ったならご勘弁――に跡あと部べの跡目を継がれでもしたら、玄塚も黄ノ原も、また身動きがとれなくなってしまう。こいつはまだくちばしの黄色いうちに、始末してしまうに限る、とね。本国のほうでも賛成してくれましたよ、念のため」

「まさか、遼兄さまのご両親がお亡くなりになったのも――……！」

　途中から意識を取り戻して、おびえたように遼太郎の袖につかまっていた和音が、鋭い声を立てた。

「え？　ああ、そうですよ。もちろんじゃありませんか。婆さんを外せば、あのお二人がほぼ最後に残った跡部本家の能力者でしたからね。二人を消してしまえば、あとは綿わた毛げすら生えていない、血筋だけはいいちび助しか残らなくなる。しばらくはそのちび助の奪うばい合いで、赤あか羽ばねも青しよう野のも目の色を変える。こちらとしては、それも狙いだったんです。婆さんが君を海の向こうへやってしまった時は、ま、少々困りましたがね」

「ひどい……」

　低く、美弥子が呟つぶやいた。すぐに、きっと強い視線をあげて、臆することなく英慈をにらみつけた。

「なんというひどい話ですの、あなた方！　人間として、恥ずかしくはありませんの？

　跡部と、赤青黄玄の四家は、はるか大和の時代から、ずっと人々を守るために続いてきた家なのです。その血を継ぐ者が、私利私欲に走るなどと、そちらこそ恥をお知りなさい。すぐにアレックスさんを離して、拳銃を棄てるのです！　わたくしの言葉に従わなければ、容赦いたしませんわ！」

「ほう、容赦しない？　どう容赦しないとおっしゃるんです、赤あか羽ばねのお嬢じようさん？」

　いやなにやに笑いを浮かべながら、英えい慈じはずいと前へ出てきた。

「あんたたちはいつもそうだ。家の名前をひけらかして命令さえすれば、誰でも言うことをきくと思ってる。しかし、今度ばかりはそうはいかない。切り札を握にぎってるのは、この、僕だ」

「おい、そこの奴やつ、そのバカから手を離せ！」

　新しい声がした。

　劇場シアター街の高い屋根から、ひらりと小柄な影が飛び下りてきた。帽子を取り、炎ほのおのような燃え上がる紅の髪をあらわにする。怒りに顔を引きつらせた、ジンジャーだった。

「その四人には、〈影のロンドン〉の宮きゆう廷ていからの保護が下されてる。あんたなんぞに、そいつらに手を出す権利はない。ついでに言えば、この国の大地に足を据えてる権利もだ。俺たちが穏やかに警告してやってるうちに、さっさと出て行け、そして二度と戻ってくるな。あの〈ラーオ博士のサーカス〉にも出入りしていたな、貴様？」

「あ？　ああ、あの人の人体改造技術には、なかなか牽ひかれるものがあったからね。兵士とか、それこそスパイ活動とか、実に使い道が多そうで」

　英慈はまったく動じていなかった。

「改造工房を見せてもらったついでに、いい材料になりそうなのがいるといって推薦したのさ。そこの四人のことだがね。あちらも、かわいいフェリーチェについてあまり知られることは快く思っていなかったようで、すぐに賛成してくれたよ」

「最初から最後まで、僕たちのことを騙していたっていうのか？」

「失しつ敬けいな」

　英慈はちょっと傷ついたような顔をした。

「一から十まで騙しちゃいないさ。ちゃんと最初に、僕は間かん諜ちようだと自己紹介したじゃないか。あとは油断した君たちの失態だ、僕に罪はない。おっと待った！」

　憤怒と力に瞳ひとみを黄金に燃やしたジンジャーが、脅おどすように両手をあげるのを見て素早く制止する。

「悪いが、あんたたちのこともちゃんと調べさせてもらってある。〈影のロンドン〉、大だい英えい帝国を裏から支配する、魔法使いと魔女たちの王国。

　だが、遣つかうのが大地の魔法である以上、鉄や鉛と言った金属には、ほとんど力をおよぼすことはできない。ただ触れるだけでも、未熟な魔女なら力を吸い取られる、確かそうだな？　そして、僕が手にしているこの武器は、鉄でできていて、鉛の弾丸を撃ち出す」

　拳銃をあらためてぐいっと、アレックスの頭にねじこんで見せる。

「ということは、この武器については、たとえ宮きゆう廷ていの女王〈女主人〉その人であっても、影響をおよぼすことはできないということだ。たとえできたとしても、この坊ぼうやの頭が吹き飛ぶより以前に、なんとかできるほど早くは力を行使できない。そうじゃないか？」

　ジンジャーの歯ぎしりする音が聞こえた。そして遼りよう太た郎ろうは、英えい慈じの指摘に嘘うそはないこと、何か打てるような手があれば、ジンジャーはさっさと手を打っていたに違いないことに思い当たった。

　つまりは、英慈は他人に見せていたほど、間抜けでも遊び人でもかったというだけのことなのだ。ジンジャーがもし何か魔法を使う兆候を見せれば、すぐに引き金を引くという身振りで、引き金から指を離さない。

　もし、ジンジャーが配下のネズミや夜の鳥たち、虫たちを呼び集めようとしたところで、その気け配はいを感じた瞬間にアレックスの頭は吹き飛ぶだろう。

　そう、確かに、玄くろ塚つか英慈は馬ば鹿かではない。

　玄塚英慈は間かん諜ちようであり、遼太郎たちに差し向けられた、刺客なのだ。

「さあ、もう話は終わりかな？」

　陽気に英慈は言った。

「じゃあ、とりあえず、関係のない〈影のロンドン〉の姫、あんたたちには引いてもらって、せいぜい自分のごみだらけの王国に引きこもっててもらうことにしようか。あんたたちの始末までは、言われた任務に入ってないのでね。この金髪坊やは、可か哀わい相そうだが、居合わせた場所が悪かったということになるだろうな。銃弾は六発ある。最新式の拳銃なんだ。全員を始末するには十分ある。前に出ておいで、遼太郎君」

「やめろ！」

　今にもアレックスの頭に押しつけられた銃口が火を噴きそうなのを見て取って、遼太郎は叫んだ。

「行く、今行くから、アレックスに手を出すな！　僕の友だちを、傷つけるな！」

「泣かせるセリフだね」

「何を小こ生なま意い気きな、使い魔風情が！」

　英慈はあざ笑い、アレックスは状況も忘れてバ（略）としての怒りを爆発させた。

「貴様ごときの情けを受けてたまるか！　痩せても枯れてもこの大魔術師バシレウス・サロモン、たかが使い魔ごときの自己犠牲に頼るなどと――」

　遼太郎はかまわず立ち上がった。

「遼太郎さん！」

「遼兄さま！」

「いい覚悟だ」英慈の唇くちびるがいやな笑みに歪む。

「それでは、こちらの仕事を完了させて――」

　最後の言葉は口にされなかった。

　一いつ瞬しゆんの静けさがあった。風が吹いた。

　英えい慈じはぽかんとして、足もとに落ちた自分の手首を見つめた。拳銃を握にぎりしめ、まるで作り物のように、ころりと無表情に石畳に転がっている。

「……え？　えええ？」

　アレックスも、彼の手元から消えていた。

　全身なめらかな銀色に輝き、全体的には人間に似た姿をした奇妙な金属の人形が、関節のきしむかすかな音をたててそこにいた。

　弧こを描く金属の腕には、気絶したアレックスがぶら下がっている。長く伸びた爪つめから、血がしたたっていた。目にもとまらぬ一閃で手首ごと拳銃を斬きり落とし、アレックスを引きさらったのだという理解が、遅れてやってきた。

「……お？　おぉ、ぉああああああ！！！」

　消え失せた両手首から噴水のように血が噴き出し、英慈を悶もん絶ぜつさせた。

「玄くろ塚つかの血も墜おちたものだ」

　低い声がした。

「このような馬ば鹿か者を暗殺任務に使おうなどとは。僕の時代から進むどころか、後退すること、実にはなはだしい」

「なに!?」

　血の噴出する手首をかかえ、蹲うずくまった英慈の見開いた眼に、かっと開かれた口と、真っ白な、長い牙が映った。





「だ、だれだ!?」

　ラーオ博士はうろえたて四方八方に目を走らせた。

「私のサーカスで笑うのはだれだ？　出てこい！　姿を見せろ！」

『残念だが、君の出番はもうおしまいだ、ドクトル・ラーオ』

　嘲笑をこめた声が悪夢の中のように轟いた。

『さあ、出番の終わった役者には、さっさとご退場願おう』

　ラーオ博士は頭上を見あげ、糸のような悲鳴をあげた。舞台の照明の届かぬ暗がりから、巨大な二本の手が彼をつかまえようと伸びてきていた。逃げようとする間も与えず、手は軽々とラーオ博士をつまみ上げると、頭をつまみ、スポンと音を立てて引き抜いた。

　大男が音を立てて息を吸いこんだ。血は一滴も流れなかった。ぽかんと口を開けたままのまるまるとした床に落とすと、まだじたばたと暴れている手や脚を一本ずつつかみ、引き抜いていく。醜い男は自分の創造主と信じていたものが破壊されていく様を、息もつかずに茫ぼう然ぜんと眺めいっていた。

　スポンスポンと、間の抜けた音がそのたびにした。子供がブリキ人形の手足を引き抜くのと同じことだった。最後に、首も手足もなくなった胴体がごとりと落ち、いびつなビリヤード・ボールのようにどこかへ転がっていった。

　周囲では博士の創造物たちが、創つくり主ぬしの部品パーツが外されるたびにごとんと首を落とし、羽根が抜け落ち、たてがみが抜けた頭部から男の顔が仮面のようにずり落ちていった。ユニコーンはいつの間にか悪臭をたてるロバと、その額ひたいに突き立った棒に変わって横たわっており、馬車からは、老いて萎しぼんだ老婆が蛇の鱗うろこのような鉄錆さび色のもつれた髪を散らしてすべり落ちていた。緑の猟犬の走りまわっていたところには、枯れ葉と、しおれた蔓の山があるだけだった。

　舞台の後ろで重い音がした。主のいなくなったブランコが空中でむなしく揺れ、目を見開いたままのフェリーチェが、手足を奇妙なかっこうに折り曲げたまま舞台の上に転がっていた。糸を切られ、投げ出された操り人形マリオネツトそっくりに。

「シモン・マグス」

　まだやまない笑い声に、辛しん抱ぼう強くクリスティーナは言った。

「姿を見せろ。私に用があるのだろう？　これだけの馬ば鹿か騒ぎを繰り広げておいて、何も用などないとは言わせないぞ」

　笑い声が唐突にやんだ。「これは失しつ敬けい」からかうような声がした。

「あまりに楽しかったものでね。しかし、君も楽しくないことはなかったろう、クリスティーナ、〈パラケルススの娘〉。少なくとも、退屈はしなかったはずだ、どうだね」

「ごたくはいい。姿を見せろと言っているんだ」

　ふいに、舞台上に一人の男の姿があった。銀髪で長身、きわめて美しく、すらりとした身体からだを黒い服で固め、真しん紅くに燃える瞳ひとみに、あらゆるものへの侮ぶ蔑べつと嘲ちよう弄ろうをこめて、まっすぐにクリスティーナを見つめている。

「さあ、姿を見せたよ。どうするね？」

　そういいながら、足もとに落ちていたラーオ博士の首を拾いあげ、くるくると両手で丸めるようにする。両手を合わせ、さっと開いてみせると、そこにはもう何もなかった。

「はい、ごらんの通り。種たねも仕掛けもありません――おっと」

　くくく、と魔術師シモンは笑った。その身体を突き通して、クリスティーナの投げた短剣が音を立てて舞台に突き立つのを認め、おどけた表情を作る。

「これはこれはご挨拶だな。私の手品は気に入らなかったかな？　どうせ投げるならオレンジか卵にしてほしいものだ。出来の悪い芸人に投げるものは、そういうものと決まっているはずだが」

　短剣は何を突き通したようでもなく、ただ空しく床板に突き立って震えているだけだった。クリスティーナは奥歯を噛かみしめた。またもやシモンは、ここに実体を表しているわけではないのだ――どこか遠く、安全なところから、クリスティーナをあざ笑うためだけに幻影を飛ばしてここに来ている。

　低い唸うなり声ごえをたてていたバイロン卿が、いつもの小猿の姿に戻ってレギーネの腕にとまる。まだ興奮が冷めないようすで羽を逆立て、目を剥いて、敵にむかってフーッと脅おどすような息を吹いた。

「それでは、あんたが俺を目覚めさせたのか？」

　後ろで、茫ぼう然ぜんと膝をついていた大男が、ふらふらと立ちあがった。

　今や、ラーオ博士の創造物で、動いているのは彼一人だった。巨大な足を踏みしめ、踏みしめ、脅すように舞台上のすらりとした影に向かって手をのばす。

「目覚めるはずではなかった俺を目覚めさせ――与えられるはずではなかった精神を、魂たましいを与え――このような苦しみを俺に舐なめさせたのは、あんたの仕業だというのか？　それもただ、この女魔術師に伝言を伝えるためにだけ？　ならば、その伝言を伝えた今、俺はいったい何であることができるというのだ？　俺の生まれてきた意味がただそれだけだったというのなら、ではその途上で、俺の舐めた孤独は、恐怖は、この生の苦しみは、いったいなんの意味があったというのだ？」

「ああ、そうだ。君に対する報酬がまだだったな」

　芝居じみた仕草で、シモンはぽんと手を打ってみせた。

「せっかく大事な伝令役メツセンジヤーを務めてもらったというのに、謝礼もしないままでは、礼儀にもとるというものだろう。さあ、君が望んでいたものをあげよう。そら、お立ち、フェリーチェ」

　壊れた人形のように崩れおちていたフェリーチェに手をのばす。

　目に見えない糸で吊り上げられるように、彼女は立ちあがった。停止したままだった顔にみるみる生気が戻り、愛らしい微笑ほほえみと、無む邪じや気きな媚びが全身から匂い立つ。

「彼を愛しておやり」

　客席で立ちつくしている大男を指さして、やさしく命じる。「ええ、わかったわ」フェリーチェは楽しそうに言うと、軽やかに舞台を飛び降り、大男のもとに駆け寄った。驚愕のあまり動けないでいる彼の首に腕を回し、「あたしのあなた！」と呼びかける。

「ねえ、大好きよ、愛してるわ――キスして！　抱きしめて、キスしてちょうだい！」

　クリスティーナは黙って顔をそむけていた。

　大男は動かないまま、自分を見あげる無邪気なエアリエルの顔を眺めていた。やがて、ゆっくりと横を向いて、「女魔術師よ」と呼びかけた。

　クリスティーナは顔を覆おおった手を外さないまま、横目で抱き合う二人を見た。

「あんたならできるんだろう。この娘に、俺と同じ、精神を与えることが。本物の愛情も、孤独も、そして、恐怖を感じる心を持たせることが」

　大男は静かに言った。

「ああ、できる」

　かすれがちな声でクリスティーナは言った。「できるよ、フランケンシュタイン君」

「お嬢じようさま――」

「静かにしておいで、レギーネ」

　心配げにすがりつこうとしたレギーネを優しく押しもどし、クリスティーナは手を下ろすと、あらためて真正面から、しっかりと大男と少女、片方は痛みに満ちた魂たましいと醜い姿を、片方は空白の器と美しい肉体を備えた二人に相対した。

　魔術師シモンは含み笑いをしながら見守っている。

　クリスティーナは仕込み杖の鞘さやを少し抜き、わずかに指先を傷つけた。一滴の血をそこから絞しぼり出し、振り落とす。一滴の血は空中で凝固し、ルビーの破片のようにきらめく、美しい結晶となって手のひらに転がった。

　フェリーチェは周囲で何が起きているかもまるで関心を持たず、甘えるように恋人の分厚い胸むねに頭をすりつけて、空くう虚きよな愛の言葉をささやいている。クリスティーナは結晶を手にゆっくりと近づき、むきだしになった少女の白いうなじに、そっと押しつけた。

　流れるようなフェリーチェのさえずりが、突然ぷつんと途切れた。全身をひきつらせ、びくっとのけぞった美少女の顔からは、それまで浮かべていた愛くるしい表情はすべて消え去り、ただ、もともとそこにあった、忘ぼう却きやくと虚無がむきだしになってそこにあった。

　大男は、哀しみをこめた目でただその様子を見ていた。倒れかけるフェリーチェを支え、あらためて胸に大切に抱きしめる。

　結晶は少女のうなじにそのまま溶けるように消え、クリスティーナは後ろに下がって、なりゆきを見つめた。緑の瞳ひとみに浮かんだ苦痛は、これから何が起こるのかを、完璧に予測しているものだった。

　しばらくして、フェリーチェはびくびくと身体からだを震わせると、ゆっくりと身を起こし、ぼんやりした目であたりを見回した。顔立ちは以前と変わらず美しかったが、そこからは何かが失われ、同時に、なにか別のものがつけ加えられていた。

「なに？　どうしたの？」

　彼女は言った。そこには、今まで彼女が発したことのない、奇妙な響き――不安と、漠然とした怯え、恐怖がこだましていた。

「ここ、どこ？　あたし、ここでなにをしてるの？　あなた、誰――いやあっ！」

　自分を抱いているものの顔を一目見た瞬間、フェリーチェは喉のども引き裂けんばかりの悲鳴をあげた。

「いや！　放して、化け物！　怪物！　さわらないで、あたしにさわらないで！　怖こわい、怖こわいわ！　怪物！　怪物！　いやああっ！」

　かぼそい腕で必死にもがき、逃げ出そうとするフェリーチェを、男は変わらず悲しげに、そしてかぎりない愛情をこめて、見つめた。自分を見あげて恐れおののく少女の首に手をかけ、ゆっくりと、力をこめる。

　春の花を一いち輪りん手た折おるも同様だった。音をたててフェリーチェの首は折れ、恐怖の仮面を貼りつかせたままの頭が、背中にだらりと垂れさがった。

　男は大切にその身体からだを支えると、赤ん坊のように丁寧に抱きあげ、ゆっくりと床に寝かせて、自分もそのそばに跪ひざまずいた。

「これでいい」

　男は囁ささやいた。

「俺は、怪物だ。愛すべきものを殺し、罪もないものを殺し、おのれ自身の、同朋たるべきものを殺した。心なき愛よりも、心の底からの恐怖と嫌悪が、憎悪こそが、俺にはふさわしい。そうだ、俺は怪物だ。この世にあってはならぬ、醜い、――異常な、化け物なのだ」

　それだけ言って、頭を垂れた。

　何も言わず、クリスティーナは剣つるぎを引き抜いた。

「……レギーネ」

　うつむきがちに、レギーネが前に進み出る。

「レギーネ、印形シジル――〈熾天使Seraphim〉」

　銀髪の少女の全身から、純白の光があふれ出す。

　白光の中で、クリスティーナは剣を振りあげ、振りおろした。

　光の中に消え去るとき、〈怪物〉は、確かに、少し笑ったようだった。

　光が消えるとそこには、ただ二つの、小さな真しん紅くの結晶が、寄りそうようにころりと転がっていた。

　クリスティーナは二つの結晶を拾いあげると、レギーネに渡して、言った。

「お食べ、レギーネ」

　レギーネは両手を揃えて結晶を受け取ると、二ついっしょに呑みこんだ。細い喉のどがこくりと鳴る。

　黙然とクリスティーナは剣を収めた。

　乾いた拍手の音が響いた。

「いやあ、今のはいい場面だった」

　魔術師シモンは拍手しながら、楽しくてたまらぬという表情を浮かべていた。

「存在の意味アイデンテイテイーなき存在が、自ら心を与えるよう懇願した恋人を殺し、みごと、怪物というあらたな意味を見いだして死んでいった。しかも、恋人の魂たましいと彼の魂は、そのレギーネの中で永えい遠えんにひとつになり、肉体などのかかわりない、永遠の忘ぼう却きやくと無の中で溶けあう――見事な演出だ、クリスティーナ、君もそう思うだろう？」

「黙れ」

　舞台に背を向けたまま、短くクリスティーナは言い捨てた。

「今は、貴様の顔も見たくない。声も、聞きたくない。貴様が私に伝えたかったメッセージがこれだというなら、もう失礼する。まったくくだらん三さん文もん芝居だ」

「それは残念」

　くすくすと、残酷な含み笑いが響いてくる。

「だが、昔を思い出す役には立っただろう？　覚えているだろう、私たちは、ともに命を粘土とし、魂たましいを石材として、新たな、もっと素晴らしい存在を作り出そうという意欲に燃えていた。覚えているだろう？

　忘れたとはいわせないよ、ねえ――〈パラケルスス〉？」

　振り向きざまにクリスティーナは短剣を放った。

　すでにシモンの黒衣の姿はなく、短剣は再び先ほどの剣つるぎと同じ場所にあたり、ぱたりと倒れた。ただ笑い声だけが、ざわめくように地の底から立ちのぼってきた。

『さあ、今宵の興行はこれにておしまい』

　笑い声の間から、最後の嘲りが伝わってきた。

『お気に召しましたならば、お手を拝借。いつか妖精パツクが、お礼をいたします。ご縁があらばまたいずれ、お会いすることもございましょう――……』

　周囲から、潮騒のように拍手の音がわき起こった。

　誰もいない劇場シアターに、拍手の音だけがこだまする。背後で緞帳が、公演の終わりを締めくくるかのように、ゆっくりと降りていくところだったた。クリスティーナは目を細めると、ぐいとシルクハットを引き下げ、レギーネを連れて、大股に出口へと歩いていった。





「き、ぎざ、ま、何――」

　それが、英えい慈じがこの世で発した最後の言葉となった。

　黒い靄もやのようなものが、いつのまにか彼を包みこんでいた。それは黒ずくめの人間の輪りん郭かくをぼんやりと描いており、実体がないように見えるにもかかわらず、蜘く蛛もの糸のように犠牲者をからめとっていた。

　透きとおるように白い青年の横顔が見え、その顔は、大きく口を開いて、英慈の首筋に、深々と長い牙を埋めていた。

　英慈の身体からだがびくびくと痙攣し、やがて、静かになる。手の切り株から流れ落ちる血がゆるやかになり、やがて、完全に止まった。

　犠牲者の身体からだがぐったりとなっても、吸血鬼ヴアンパイアは口を離さなかった。なおも吸い続け、肉が乾ききってミイラ同然になるまで、すっかり飲み干してからやっと口を離した。

「――不味い血だ」

　ひとこと呟つぶやいて、口の中のものを吐き捨てる。粘ついた鮮血が一滴、すり減った石畳の上で弾はじけた。

　ぱさりと軽い音を立てて倒れた、英えい慈じだったものの首に踵を打ち下ろし、頭と胴体を切り離す。枯れ草の塊のように、水気をなくした頭はころころと転がった。

「玄くろ塚つか――霧む月つき」

　渇いた喉のどをごくりと鳴らして、遼りよう太た郎ろうは言った。

　以前、女吸血鬼マダム・ニュイの子ゲツトとして遼太郎たちを襲った、もと遼太郎の祖母の付き人にして、裏切り者の青年ヴァンパイア。

　彼は無感動な目で遼太郎を一瞥すると、上を見あげ、「王女メガエラ！」と叫んだ。

　屋根の上に立って、なりゆきに驚いた顔をしていたジンジャーがびくっとして背せ筋すじを伸ばし、たちまち、〈影のロンドン〉の代理人としての魔女姫の顔に戻る。

「あなたがた、〈影のロンドン〉の宮きゆう廷ていが、僕のような死にぞこないアンデツドの侵入を許していないのは知っている」

　霧月は言った。



    

  
    
      



    

  
    
      「しかし、今はあなたも知っているように、異常事態だ。どうかしばらくの間だけ、僕が英国イギリスの地に存在することを許可してほしいと、〈女主人〉に伝えてもらいたい。あなたがたが守護する人々に、害は与えないと誓う。むろん、昼の世界に属する人々にもだ。もし、そちらに不都合なことを僕がしでかしたら、いつでも遠慮なく消去してくれてかまわない。出ていくときはそう知らせる。頼めるか、〈影のロンドン〉の王女」

「とりあえず、不死者イモータルと自称しない分だけ、評価を一点あげてやる」

　用心深くジンジャーは言った。

「おまえの言葉に、今すぐに答えることはできない。裁さい可かを下すのは母さまだ、俺じゃない。だが」

　膝をついたまま茫ぼう然ぜんとしている遼りよう太た郎ろうをちらりと見やる。

「おまえが英国立ち入りを希望する理由は、〈聖せい杯はい〉と〈魔術師シモンシモン・マグス〉、そしてそこの――〈むすぶもの〉に関連することか？」

「そうだ」

　遼太郎は息をのんだ。

　思わず口を開こうとするが、膝にどさりと放り出されたアレックスの身体からだに機先を制された。完全に目を回している。荷物を放した銀色の人形はするすると動いて、黒衣の日本人青年ヴァンパイアのそばに、犬のように寄りそった。

「……わかった。伝言は伝える。返事はいずれ耳に届くだろう。それまではおとなしくしていることだ、わかったな」

「承知した」

「あの、あ、あの――」

　美み弥や子こも和かず音ねも、ほとんど声も出せないままでいる。三人をしっかり抱きかかえながら、遼太郎は懸命に声をしぼり出した。すでに向きを変えかけていた霧む月つきが、肩越しにちらりと振り返る。

「ど、どうして、僕たちを？　僕に、警告してくれたのはやっぱりあなただったんですか？　あなたは、マダム・ニュイを消滅させた僕たちを、憎んでいるんじゃ――」

「嵐あらしが来る」

　それだけ、霧月は言った。

　ただそれだけの短い言葉に、遼太郎は頭を殴られたような衝撃を覚えた。

「誰も、この嵐からは逃れられない。君も、そこにいる三人も、君の主人たちもだ、跡あと部べ遼太郎。嵐は君と、君の主人を中心に渦巻いている。僕はその嵐にいくらかなりと反するものとなるため、ここに来た」

「どういうこと!?　意味がわからないよ！　あ、待って！」

　霧月はすでに前に向きなおり、ゆっくりと歩き出していた。それほど大股とも見えないのに、銀色の人形を連れた後ろ姿はすぐに闇に溶け、どこにも見えなくなっていた。

「兄さま」

　和かず音ねが震えながらしがみついてくる。ジンジャーの姿も、いつの間にか消えていた。街灯の下で義ぎ妹まいの手を上の空で撫でてやりながら、遼りよう太た郎ろうは、嵐あらしというただ一言に、言いようのない恐怖と不安を感じている自分を知った。

（嵐ってどういうことなんだ？　……僕とクリスティーナを中心に？　でも、どうして――本家のことなのか？　でも、それならクリスティーナが関わってくるはずない……英えい慈じさんが……英慈――）

　枯れきった死し骸がいは踏み砕かれたままかさかさと端から崩れてゆき、風に乗ってどこかへ舞っていった。

　劇場シアターの扉が開き、クリスティーナが、レギーネを連れて出てきた。



    

  
    
      


終幕Epilogue　サーカスの後で



　　「わたしは自分の生みだした怪物を追跡し滅ぼさなくてはなりません。それがすめば地上でのわたしの運命はまっとうされ、わたしは死ぬことができるのです」





「あれえ？　みやこちゃんと、それからかずねちゃんは？」

　ネグリジェのまま、あくびをしながら居間に入ってきたシシィは、テーブルにせっせと皿を並べている遼りよう太た郎ろうの姿しか見えないのでびっくりした。

「バのおにいちゃんも、おとまりしてるんじゃなかったの？　みんな、まだねんねしてるの？　シシィ、せっかくはやおきしたのに、ずるーいー」

「みんな、ちょっと疲れているんだよ。寝かせておいておあげ。それよりシシィ、朝ご飯を食べるときは、ちゃんとお着替えしてからでないとだめって、何度言ったらわかってくれるかな」

「だってかずねちゃんがいつまでたってもきてくれないんだもんー。やー！　かずねちゃんがいーいー!!」

　ひょいと抱きあげられて二階へ運ばれながら、シシィはすねて足をばたばたさせた。

「かずねちゃんがおきがえさせてくれるのー！　りょーたろーがおきがえさせるのは『フキンシン』なんだもん！　みやこちゃんが、そういってたんだもん――!!」

「……ああ、そう」

　美み弥や子こもたいがいなことを子供に教えているものだ。深い脱力感に包まれながら、ぶうぶう言うシシィになんとか服を着替えさせ、怒ってピイピイ飛びまわるリトルの攻撃をなんとか避けてまわる。美弥子と和かず音ね、アレックスの三人については、とにかく満足がいくまで、今日はゆっくりと寝かせてやりたかった。

　遼太郎自身も、できれば今すぐベッドに這って戻りたいほど疲れて眠かったが、ここ一年ばかりで叩きこまれた生活習慣と義ぎ務む感は、いつまでもベッドでうだうだしていることを許してはくれなかった。いつものように朝の四時に寝ね床どこから起き出し、紫色の曙光が、靄もやのたれこめるロンドンの空をうっすらと染めていくのを見あげていると、昨夜体験したことが、いよいよ悪夢めき、現実感を失っていくのを感じた。

　しかし、〈ラーオ博士のサーカス〉は確実に存在し、自分たちは、あやうくその毒牙にかかるところだったのだ。

　いつものように、瀬せ戸と際ぎわになって測ったように出現したクリスティーナと、彼女の連れてきたあの奇妙な大男のおかげで難を逃れはしたものの、その後の英えい慈じの豹変、そして、吸血鬼ヴアンパイア玄くろ塚つか霧む月つきの再出現という目まぐるしいばかりの事態の推すい移いで、遼りよう太た郎ろうの頭は今も、手回し脱水機にかけられたようにぐるぐるしていた。

　しかし、いつも通りのスケジュールに従ってかまどと炉格こう子しを磨き、階段の手すりを拭いて、ラドル夫人のために朝食の材料の下ごしらえをしていると、なぜか、しだいに気が落ちついてくるのを感じた。

　なにもかも、なんて普通で、当たり前で、気の休まることばかりなのだろう。ラドル夫人が出勤してきて、いつものようにパンをこね、スープを煮立て、炒り卵とソーセージとベーコンを焼きながら、やかましく遼太郎を追い立てる。半地下と居間を忙しく往復し、食器を並べ、テーブルセッティングをこなす。じたばたするシシィに無事服を着替えさせ、席につかせて、ちゃんと今日はいい子で食事をするようにとむっと膨れた頬ほおに言い聞かせる。身体からだはすっかり疲れ切っていたが、遼太郎は心からそれらを歓迎した。

　ふと心づいて、美み弥や子こと和かず音ねとアレックスはそろって風か邪ぜをひきかけているらしいから、何か温かくて喉のどの通りのいいものを作ってくれるようにとラドル夫人に頼む。夫人は大きく鼻を鳴らして、「ふん！」と言った。

「どうせ夜遅くまで、寝間着ひとつではしゃぎまわりでもしたんだろう。あたしのオムレツが食べられないのも天罰ってもんだ。――で、チキン・スープがいいのかい、それとも、ミルク入りの甘いポリッジにリンゴのジュースでもそえてやることにするかい？」

　上へ行って、もし起きているようならどっちがいいか訊きいてくる、と返事をして、半地下の階段を駆けあがり、座らせておいたシシィがちゃんといい子にしているかどうか居間のドアから頭だけを突き出してみて、遼太郎は思わずその場に固まった。

「おはようございます、遼太郎さん」

　美弥子が、きちんとした桜色の振り袖と、葡ぶ萄どう茶ちやの袴に編み上げブーツという、いつものお気に入りの姿でお決まりの席につき、運んであった紅茶のポットから茶を注いで、泰然と口に運んでいた。

「今日は朝からいささかあわただしいようですことね。シシィちゃんがずいぶんおかんむりでしてよ。ねえ、和音さん」

「そうですわ、美弥子さん」

　かわいい若草色の振り袖に、同じく葡萄茶の袴の和音は、隣に座ったシシィの髪をやさしく撫でて、

「ちゃんとお声をかけていただければ、シシィちゃんのお着替えのお手伝いくらいいたしましたのに。……でも、駄目ですよ、シシィちゃん、遼兄さまのおっしゃることも、きちんとお聞きしなければ」

「だってシシィ、かずねちゃんがいいんだもーん」

　甘えるようにぺたりとシシィが和かず音ねの腕にしがみつく。

「りょーたろーは『フキンシン』なんだもーん。シシィ、かずねちゃんがいいもーん。かずねちゃんがいいっていってるのに、りょーたろー、むりにおきがえさせるんだよ」

「あらあら。それは困りましたわね」

　一口紅茶をすすって、ちらっと美み弥や子こが視線で遼りよう太た郎ろうを射た。反射的に遼太郎は臑すねを押さえて飛びあがりそうになった。

「不謹慎なことをなさるお方には、不謹慎なお方なりのお仕置きをしてあげないといけませんわねえ。……ねえ、そうお思いになりませんこと、アレックスさん」

「バシレウス・サロモンだ」

　不機嫌そうに訂正したバ（略）だったが、さすがに今はずるずるローブは着ていなかった（実はあれは、けっこう重いのである――生地もさることながら、仕込んである護符や火薬やあやしい粘土や書きつけやなにやらかにやらで）。

「とにかく、腹が減った。そんなところでぽかんとしておらんで、さっさと朝食を持ってこんか、使い魔。ぐずぐずしていると、このバシレウス・サロモンが、特大の雷をそのなまけ者の尻にお見舞いしてやるぞ」

「あの――みんな……？」

「わたくしたち、あんなものに負けたりしませんわ」

　強い口調で、美弥子が言いはなった。

　遼太郎は言葉を失った。

　和音とアレックスが目を見交わし、同時に頷く。

　ぽかんとしているシシィを除いた三対の視線が、いっせいに遼太郎に集まる。

「昨晩は、ほんとうにいろいろなことがありました。その通りです」

　昂こう然ぜんと頭をあげて、美弥子は言った。

「でも、だからといってここでわたくしたちがあわてたり、おびえたり、疑心暗鬼になったりしたら、それこそ、むこうの思うつぼです、違いますか」

「だからわたしたち、これまで通り、みんなで、今までどおりに、ただ暮らしていくことに決めたんですわ」

　和音がやさしく締めくくった。

「いつまで続くかわかりませんけれど、ただ普通に。この『普通』が、ずっと続くように。英えい慈じさん――本家のことで、注意しなければならないこともわかってはいます。だからといって、今、わたしたちが、おいしい朝ご飯を、みんなで楽しくいただいてはいけない理由は、ないと思いますの」

「和音」

　遼太郎には、それだけ言うのがやっとだった。

「美み弥や子こさん――和かず音ね、アレックス、みんな――僕は――」

「あーん、みんななんのおはなしなの？」

　焦れたシシィがテーブルを叩いて足をじたばたさせた。

「シシィ、ちっともわかんない。みんなばっかりおはなしして、ずーるーい――!!」

「ぐだぐだ言うな、使い魔ども」

　偉そうにバ（略）が言って、紅茶といっしょに出してあったマーマレードをスプーン山盛り一杯すくって、直接口に押しこんだ。

「とっとと朝食を持ってこいと、何度言ったらわかるのだ？　さっさとあの女悪魔めに言って、トーストとマフィン、それにソーセージとベーコンに、半熟の目玉焼きを二個乗せて持って来させろ。僕が腹が減って、このテーブルをかじり出さんうちにな」





　クリスティーナは二階の自室で目をさまし、階下に響くにぎやかな笑い声と、食器のぶつかる音を聞いていた。

「お嬢じようさま。ご朝食でございます」

　滑るようにレギーネが入ってきて、そばの小さなテーブルの上に、盆に並べた紅茶とマフィンの皿をそっと置く。「ああ」と心ここにあらずの返事をして、クリスティーナは、枕に頭を乗せたまま、じっと天てん井じようを見あげていた。

（『あれはただの、田舎者いなかもののぼんやり坊主だ』）

　激しい声が脳裏にこだまする。自分の声だ。こう思い出してみると、まるで、自分の思い通りにならないことに、だだをこねてじだんだ踏んでいる少年の声のように聞こえる。

（『あんな坊ぼうやに何ができる。あれはただの小僧っ子だ、何の力もない、故こ国こくからさえ逐われた無能者だ、あれは、あの坊やは……』）

（『……その中にはあるいは、われわれ西洋人の文化や風土の中からは生まれ得ない、何者かが隠れているのかもしれない』）

　サー・マクスウェル、二千年の刻を閲した魔導師にして賢者の声が、押しかぶせるように静かに響く。

（『……とにかく、君がそう思いたいのなら、今はそれでもよかろう。だが、現に魔術師シモン、君の敵である〈闇のシモン〉は彼を狙っており、必ず彼を手に入れるつもりでいるのだ。あるいは、今のところ君とレギーネ、〈聖杯〉サン＝グラールと〈器〉に関しては、ひとまず二次的なこととして、わきに置いていさえするかもしれない。すべての鍵は、あの少年なのだ。東洋の少年、われわれ西洋の人間の精神と血脈からは生まれ得ない、希け有うなる力を秘めた子供』）

（『そんなはずはない、そんなはずは――もしそうだとしても、それなら、あんな小僧、餌に使ってやるだけでたくさんだ。そうだ、奴やつがあの坊ぼうやを狙っているのだとしたら、そうするのが一番だと私は思いますね。どうせ思い違いだろうが』）

　大魔導師は手を組み合わせ、パイプをくゆらせながら、じっと暖炉の炎ほのおに見入っている。クリスティーナはますます声を高めた。

（『獲とられたところで私はちっとも苦になんかならないし、むしろ、田舎者いなかものの坊やの世話をしなくてすむようになってせいせいするばかりだ。なんだ、あんな子供、何も知らずに、偉そうに――この私を怒ど鳴なり飛ばしたんですよ、信じられますか？　何も言わずに出かけるなとか、玄関ホールの絨じゆう毯たんを汚すなとか、なんとか。いったいどっちが主人なのかわかりゃしない。あんな物知らずの、無礼な、無能な小僧の、いったい何が役に立つのかさっぱりだ。三百年の間に、あの男の目も雲ったらしいな』）

（『私には』）

　パイプを口から離し、ふーっと紫し煙えんを吐いて、サー・マクスウェルは言った。

（『ただ、君はなんとしても自分の問題に、あの少年を――そうと言ってよければ、彼と、ほかの子供たちを――巻きこみたくなくて、それで、必死にあの少年の価値を否定したがっているだけのように聞こえるがね』）

　クリスティーナは沈黙した。

（『――まあ、とにかく』）

　サー・マクスウェルはパイプをくわえたまま立ちあがると、はるか下のモザイク床を見おろす手すり際の天てん球きゆう儀ぎに近寄った。金色に光る靄もやが、渦巻きながらきらめく球体を覆おおっている。

（『君がどうしても彼を餌と呼びたいならば、どうやら、その通りの事態になりつつあるようだ。――ごらん。餌たちが、魚の口にぞろぞろと入っていく』）

　吸いこんだ紫煙を、ふーっと天球儀に吹きつける。

　金色の靄が吹き払われ、暗い劇場シアター街の路地の様子が浮かびあがった。しっかりと手をつなぎあい、腕を組み合った四人の子供が、慎重にあたりを見回しながら、灯あかりすらついていない閉演後の劇場に、数じゆ珠ず繋つなぎで入っていく。

　一目見て、クリスティーナは天球儀にしがみついた。

（『――あの、馬ば鹿か！』）

　食いしばった歯の間から呟つぶやく。

（『あの馬鹿はどうしてああくそ馬鹿なんだ!?　あんなむき出しの罠に、すすんで引っかかりに行くやつがあるか！　しかも他の三人までいっしょになって！　いったい何を考えてる!?　馬鹿だ、まったくの馬鹿だ！　こんな大馬鹿どもは見たことがない！』）

（『まあ、あまり賢くはない行動だな。だが、少なくとも勇ゆう敢かんだ。ほかの子供たちも。その点は、ちゃんと認めてあげなさい』）

　ゆったりと煙を吐いて、サー・マクスウェルは微笑した。

（『で、どうするね？　君の希望どおり、餌が魚の口に入ったわけだが』）

（『お嬢じようさま』）

　扉が開き、レギーネが、そこに立っていた。

（『〈彼〉を、お連れしました』）

　少しばかりわきにどく。後ろにはあの大男が、飢えたような目つきをして、無骨な両手をねじり合わせながら立っていた。

（『――この、くそ爺じじい』）

　ゆっくりと、クリスティーナは言った。

（『おや、まあ』）

　くっくっとサー・マクスウェルは笑った。

（『それは、君にしてはあまり独創性のない悪口だな、〈パラケルススの娘〉』）





　膝の上に何か軽いものが乗った。

　ふと物思いからさめてシーツの上を見ると、バイロン卿が大きな丸い瞳ひとみで、問いかけるようにこちらを見つめていた。

　どうやら、マフィンに添えられたオレンジとイチジクのコンポートが気になっているらしい。しかし、主人が口をつけていないのに自分が食べるのははばかられるようで、クリスティーナとコンポートの皿をちらちらと見くらべながら、甘えるようにさかんに喉のどを鳴らしている。追い打ちをかけるように、レギーネが、

「お茶とマフィンが冷めないうちに、お召し上がりになられたほうがよろしいかと思います、お嬢さま」

「――はいはい。わかったよ」

　クリスティーナはため息をつき、よっこらしょとバイロン卿をどけて身を起こして、レギーネが盆ごと朝食を膝の上に置いてくれるにまかせた。

「ねえ、レギーネ」

　コンポートを一切れつまみ上げ、待ち受けているバイロン卿に渡してやりながら言う。

「はい」

「……私は、何か変わったように思うかい？」

「それは、わたしがお答えするようなことではないと存じます、お嬢さま」

　銀のトレイを胸むねにかかえて、レギーネは静かに答えた。

「――そうだね。そうだった」

　コンポートの汁で甘くなった指先を舐なめ、バターナイフと焼きたてのほんのり温かいマフィンをとりあげる。

「とにかく、今は朝食に専念することにしよう――いい匂いじゃないか。まったく、ラドルさんの料理は天下一品だな。下でわあわあ騒いでるやんちゃどもも、この味がちゃんとわかって食べてるんだったらいいんだが」





「シモン・マグス――シモン・マグス――シモン・マグス」

　某国家機関の、狭苦しくて居心地の悪い、埃くさい書庫で、シヴィル・セント・クレアは必死になってさまざまな書物や書類をあさっていた。がたがたの机にはすでに山ほどの古書とメモと古文書が積みかさなり、ここでもまた、官かん僚りよう機き構こうというもののあの根本的な効率の悪さを示すよい指標になっていた。

「使し徒と言げん行こう録ろく八章……シモンは聖ペテロから治癒の魔力を買おうとした……だが、たかが聖書の記述だ、信用はできない……ええい！　グノーシス主義の教団に所属するも、やがて離脱……独自の教義を考案し、自らの信者を集め……ヘレネなる女性を常にそばに置き、これを『存在するすべてのものの母』と呼んだ……エンノイア、初うい子ごのアイオーン……彼は自分がそれであると主張した……テュロス、ヘストス……エデンの園は臍へその内にその対応物を有する……デュナミス、ヌース、エピノイア……フォネー、オノマ……ロギスモス……エンテュメーシス――」



    

  
    
      



    

  
    
      　やがて口をつぐみ、じっと考えこむ。

　ほの暗い室内で、ランプはかすかな音を立てて燃え続けた。



    

  
    
      


あとがき





　毎度お世話になっております。五ご代だいゆうでございます。

　今回はちょっと刊行に間が開きまして、待ってくださった方にはまったく申し訳ないです。どうもすみません……うう。



　そして、今回は前巻の番外編的エピソードから本筋へ戻って、いよいよクライマックスへの助走を開始しております。

　モチーフはメアリ・シェリー「フランケンシュタイン」とＣ・Ｇ・フィニー「ラーオ博士のサーカス」。

　前者はおそらくほとんどの人が名前をご存じの作品でしょうが、後者はちょっとマイナーです。今巻のタイトルにもなったこの作品については、古いＳＦファンや幻想文学好きの方には、お聞き覚えもあるでしょうか。私が読んだのは大学の時、ＳＦ研究会の部室に置いてあったサンリオＳＦ文庫版の翻訳でしたが、今回手元にあって底てい本ほんとしたのはその後出たちくま文庫版ですので、一応その点明記しておきます。なお、ＳＦ作家のジャック・フィニイとは別の人ですので、お間ま違ちがえのなきよう。

「フランケンシュタイン」の名前自体はたぶん、知らない方はあまりいないと思うのですが、その場合、たいてい頭に浮かべられるのは、てっぺんの平らな大きな頭と、額ひたいを横切る傷、鈍重な巨躯に首にはボルト、死人のような顔つきという、ユニヴァーサル映画制作のモンスター映画で、ボリス・カーロフが演じたキャラクター像だと思います。

　その後、このイメージは制作者の名前であるはずの「フランケンシュタイン」と混同され、いつのまにか怪物の名前自体が「フランケンシュタイン」であるかのようになってしまいました。しかし、原作では怪物はあくまで「怪物」とだけ呼ばれており、固有の名前は持っていません。また、映画で描かれているような鈍重で凶暴なモンスターではなく、むしろ無む垢くな心と高い知能を持ち、迫害と孤独に苦しみ、自分と対になる女性の仲間を造ってくれと制作者であるフランケンシュタインに懇こん願がんしたりしています。

　けっきょく悲劇は、その怪物の頼みを、土ど壇たん場ばのところで恐怖に怯えたフランケンシュタイン青年が拒んだために起こってしまうわけですが、そんなわけで、原作の「怪物」はけっして心からの「怪物」ではなく、愛をもって扱われさえすれば善良にもなりえた者として、哀かなしみをこめて描かれています。

　今回、七巻の「彼」については、原作のほうのイメージにプラスして、原作では完成する前に破壊されてしまった「彼」の連れ合いのほうにもスポットライトをあててみました。この点については映画でも「フランケンシュタインの花嫁」等の続編が作られていますが、そうした作品とも、また違った内容になったかと思っています。

　七巻の各章冒頭にあげた引用はすべて「フランケンシュタイン」（森下弓子訳／創元推理文庫）からの引用ですが（しょっぱなの「失楽園」からの引用も、同じくフランケンシュタイン原作の冒頭に掲かかげられているのをそのまま持ってきています）、「」でくくってあるのはフランケンシュタイン青年の独白から、『』でくくってあるのは「怪物」の独白からの引用です。

　ほかに今回参考にした本として、「批評理論入門―フランケンシュタイン解剖講義―」（廣野由美子／中公新書）、「大英帝国はミュージック・ホールから」（井野瀬久美恵／朝日新聞社、朝日選書三九五）、「ロンドン路地裏の生活誌」（ヘンリー・メイヒュー／原書房）をあげておきます。当時の流行歌の歌詞なども、このあたりから引用しました。



　さて、物語にもなにやら不ふ穏おんな雰ふん囲い気きが立ちこめ、あの巻で出てきたあの人が再登場したり、クリスティーナの過去が徐々に見えてきたりと、いろいろなことが起こり始めていますが、遼りよう太た郎ろう君たちは元気に気丈に、苦難を乗り越える決意をしてくれています。作者としては今後とも、スピードをあげて疾しつ走そうしていく物語に後おくれないよう、がんばってキーボードを叩くだけです。皆様にも、楽しんでいただければさいわいです。

　

　今回、えらくひっぱってしまった原稿を毎日応援しつつ頑張らせてくださった新担当Ｈ様、編集長様、そしてイラスト岸きし田だメル様（いつもいつも遅い原稿ですいません……）、本当にありがとうございました。次回はもうちょっと……はや……く……（沈黙）。

　それではまた、（できるだけ早く）八巻にてお会いいたしましょう！
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